CBZzsozer 編 著 
へ AA.F. AN 


6 


旬 己 選 己 @G(N 作 4 写 
中 し 性 や 『G 選 he『c 


vi 王 王 OTN セツ ソソ ツ の にし に ロン! マッ 


CC 
Me-97| No ) 6 BROcEN WINGS 
a99 1 Non pyRNA 


ヽ 、 


本 設 ocxc cove 


NN Se 


五 必 パロ 牙 本 SGm 豆 と 
音 mSMmmm で ざ , 王 で 避 


っ 
Ju 
で も 夢 が 項 望 どなり 
ぃ な うと 欲 が 生ま れる 
体 な ど 存在 じ 放 な い 
… ナ ゼ 、 オ レ は 、 ま だ ジン デ い な 軸 ラ ダ 


ハ ご と -. ヨ 生計 は 


ーー に つ GENERAL RESOURCE シナ リオ 


| 
た っ) 
| アビ サル ・ デ ィ ジョ ン d 記 人 物 に 開 味 を 抱き | 


員 全 通 結 で (t. 吾 Srm 


ざ . 六 @ 玉 由 … 


と の ) 


pgW 
こい 1 


機 
近 と 
『 由 思 社 の GRDF に 入隊 し た 良 了 イ ヤー。 圧 が dg 遷 の 〒 
な っ イロ ント 、2 ィ ンジ 放 ほ 、 GR 社 へ の 員 用 
そり で で の 5 だ 。 そし て 突然 ディ ジョ ン | 
人 
5 か の 
レナ フィ テス エリ \ 心 つ は 
| 鞭 .w バ イィ ロ ッ ド (: 邊 出 会 3 訂 全 を 池 し 時 し た マス コミ の 上 上 喝 レ 対 世 た 生 ロ 
プチ" フレ イセ als い 財 を ラフ ォ オ ナ 、 そ し て 融 か に フィ ネ ナ に 好 | に に 貢 か だ 別 ゼ あ 
2 次 條 彼ら と 打ち 稲 けた 頃 、 上 司 で ある バーク 問 流 赴 決 な か 人 ネ れ 
kik の クラ ョ フン ン ( に を 向け る の / だ うた  。 衣 実 ら 57 
を を ょ K 世 六 結 
3 の 信 
ゅ 2 ゆ の は は エ の 
加 た 吉 s 」 
| 54 
= て の で の うな て 
… 何 が だ 。 こ 上 沿 由 る 
ー 人 殺 に 、 何 が で きる っ て いう ん だ 者 か こ 人 た 伺 
その だめ zz 何 間 も 撃ち 鐘 の か よ ! か た る 外 
「 5 死 の 衝 
! 消 あ ん 末 だ 
| すれ 半 守 記 
ca "Bm せる 
て 


/ 


だ 5 | 
ゴマ < エ は オマ エ の 幼 狼 な 夢 を 
見 て いた だ け の く 本町 。 


> 玩 


中 ご 商い 評 球 項 補 を 連語 き 避 


… 硬 る oO 計 へ 
1 


か ら づつ 厨 語 ま ね 
四 た っ た いひ とう の 妹 で 誠 大 認め = 
か ら 、 に も 大 = 
ご く < 感 配下 で る = 


私 が 鉛 本 の ほ 
性 れ た 者 が 上 人 E す る こと の で きる 、 
新しい 世界 へ の 課 旬 こ じ 義 ける カ よ 


回 
り ) 
ビオ 
" つ 


中 少 の みて の は 
ご 訓 加 の Qu 某 O 可 可 
, 責 で は 剖 中 避 豆 


戦闘 機 兵 器 フ ァイル 


USEA の 埋 較 尼 で 作用 きれ る 兵器 は 、 機 率 と 
れ 、 それぞれ 1 栓 の 式 攻 を 導 所 る LT 
や 各 ミ ッ シ ョ ン に よっ て 代位 錠 如 が た きく 頻 な る 記 そ の た め 全休 
選択 の 共に は 作 能 だ け で な 主人 Ep 2.k ん な 計 芋 わな けれ 
ば な ら な い 。 以 下 で は 手 和 6 権 記 和 7 欄 の それ それ の 
つい て 衣 説 し て ある の で 、 半 仙 択 に 了 で 鞭 上 に し て いた だ きた い . 


イル 系 に 大 区 き 


人 は 抽 林 の 装 で も っ と る 攻 本 的 なせ る の で ある 。 か つて 陸 放 ミサ イル が 生 夫 し た 碑 に 休 
信 の 兵 紅 を 持た な い 了 登 坦 し た が 、 補 中軸 や 地 上 攻 琶 で の 有 交 必至 め ら れる と 情 び 半 
信 さ れる よう に と る 。 最大 の 科 点 は が 服 還 で ミサ イル より 終 清 的 で ある こと 。 反面 区 
自体 が 注力 を 挫 た ず 、 ど ん な に が 宰 く と も いずれ は 六 重 力 に よっ て 湊 写 し て し 
まう 。 そこで 電 琶 に よる 有 交 人 中 沈 を ちえ る た め に は 、 で きる だ ( け 自 和 に 接近 する 必要 が 出 て 
くる 。 つ まり 機 和 の を 使い こなす に は 和 人 の 旨 且 に る 長け て いな けれ ば な ら な い の だ 


れ El II 
ekoee で o 
DTETTTDTH 


FTTPPTBTT TTY 
人 雪 と いっ て 6 天 列 で は な く エ 
ネルー 全 を 人 計る 。 に は バル カ 


Ph ン と は を て 競 カ 、 拉 か わ すか に 休 | 
ULGAM oc ws た ccr り apa ST で コム 要 ytW み 

l TOY PE っ AE こ oe | 

| へ ピー マシ ン ガン eewey 


(上 カン 上 環 8 友 本 カ は 


PPIOTTRTE TH 


RT PTYTTTYT We. = っ た CWC を い - MD | 

員 本 の た の を 75 に は そい と て ーー ター ペ ャ ソン 
OTD て いり くれ て いな 

as Yaoomwzrce WW で の と と ニュ ー コ の 


tp を he ら を いい だ うう wwwen て い sc | 
プン 2 El wenay 
| へ ピー マン シタ ン の 呈 カ を 5 に TTYTPTTTTD 


| し AA ポン ン で あの の と も に くい 
に ml ュー FTO し Wh て dt な が し 
アー ペン に 6E 半 9、 し とい て て WW 

VNt tue 


| lcANNon emsrwmtooe 
I| 昌 を で 肖 け る べき た 


> に kl ト に 隊 呈 
xcmwxwaowwz_awas_wmo 理生 信和 当 


人 和 を 比 要 し た も の で きる. 六条 
だ が 寺 放 を 八 の レー ザー キュン の よ 
| 3 “の Re トー を の で Ro 


ーー 


世 ミサ イル 奥 


Eye 還 て キ カ と な る も の が ミサ イル の 兵 生 で ある 。 時 系 に へ R カ 、 全 
い 史生 に W に れ て ちり 、 和 に 席 せ 大 き を 和信 で ある 、 に 和 め 入り ロフ 
クォン し た 状 和 で 。 ミ サイ すれ ば ちどり の 直す る だろ う 。 た な し 一 に で 
きる 更 還 らち h て あり 、 凍る まう の 半 還 の ちから た 、 に し た の 1 


は 要素 より も 高い と いえ る だ ろう 。 機 押 涼 は あく まで 本 約 な 兵 租 だ が 、 ミ サイ ル は ミッ ショ 
ン の 大 理 に も 直す る 時 本 な 式 導 で あり 、 そ の 選択 に は 引 で の 注意 が 必要 だ 


rmecpsEemee カ ミイ か ー コ 2oWmiewemAL た RW 

4 PPTTTTTPTT 

CDEPPHRTTHYGT ビーム 0 ニュー トロ ン ピ ー ム と 則 

に ーー・-』 PS で PPYPPFP NR て mwm の で 人 を た 

aa で ミッ ショ ン 6 和 COW ー ユ ム 2R 6 と を っ て い 
WWs だ ろう 川 


SHORT HANGE MISSILE E ミッション 限定 ミサ イル 


52 
HH 
| を ら ず 、 パ イロ ッ ト の 欄 策 が より ] 


IBROUNHMISSILE 


時 上 の 央 まで 人 に 和 っ て 雪 行 す 
サイ ル 。 電 上 本 す る た め に も っ と も | 
し た 誠 粗 で あり 、 電 上 本 ど の ミ 
ンション で は 重 主 す る だ ろう 。 ま た 
人 林 馬 ミサ イル で 誠 琶 カ ど も っ と る い 
も 62 に 芝 相 で は ミサ イル を れる 


souo 由 
ミッ ショ ン 1 7、 45、 4 
を IN た な いた の ます 
イル サイ ト に よる 人 和み と な り 、 央 
OTTOTTKTTTPPT 
みち. た だ し 2 で は ミサ イル 人 
Wehe 
ANTI-NANOBITE BMB 
eemer 
ミッ ショ ン 19 定 に 
フク チン ・ ナ ノバ イト し 、 
也 K ロ ポッ トチ ノバ イト 」 寺本 
3 な いた 一覧 で の 
人 を する こと で てき を 。 時 
を いぬ は スプ レッ ド ボ ポム ん と 間 


する 用 ミサ イム 。 玩 皇 ひ と つ 
の 引 カ は それ は ど で も な い ど 、 男 ああ い 人 
だ 命中 は 基 い 中 宏 に ダ メー ジ を | 
える 人 で 攻守 い 合 な ど に | 
We を ミサ イル と いえ も 


ミサ イル 系 は それ それ 持た きく 商 と る た め 、 
WE に ミッ ショ ン の 目的 に 人 を っ た 所 を 


esasssocssse 1 に 


USEA 戦 闘 機 フ ァイル 


飛行 写真 エー 


当代 析 を 和民 と し て 重用 で きる 国 。 
る 

ー 9 に 再 ば れる 電 人 名 。 
riohme 


ATrACKE 
PA 

ApVAcED niolTER 
STPATO niGHER 
STAR FIGHTER 

休 休 の 長き 

村人 の 相 
休 価 の 

休 休 の 重き 
TET 3 

人 体 の 基 丈 症 ・「UGHTJINORMALIPHEAVY」 の 基本 信 が 本 に な る 
特 休 と し て 提 暴 する 碑 の 性 


クラ フ 外 円 に 衝 い は ど 、 高 任 問 で まる こと を 表す 
カ 代価 の エン ジン バ ワー を 表し 、 昌和 に 用 する 

玉村 カ 休 体 の 攻 力 を 表す 

安定 代価 の 近 了 性 能 を 表 し 、 空 中 で の 安定 性 に 肛 因 する 

代 人 代休 の 軍 取 性 を 表し 、 空 中 で の 格 還 に 及 響 する 

末 ス カ 代価 の 穫 久 力 を 表し 、 半 中 の グ メー ジ に 天守 する 

可能 半 人 可 能 兵 苦 を マー ク で 表示 。 各 半 の 詳し い 仁 本 は 「 電 本 馬 ラテ イル 
L 89 ページ) を を 


uF ジャ ー フ ァ ル コン 


< きる F-16XF Gyrfalcon 


有 /RGrTER 


昌吉 度 。 2656kmh 
半量 LiGHT 
出 /5 救 /6 定 /6 昌和 79 耐久 力 (5 


| Ste 。 四  ven | 
xrn mam 3 


る F-15S/MT Eagle 十 
も 芋 イー グル プラ ス 


に ーー 
ンー 


放せ と 休 6 す 


F 43m 。 粗 重 量 。 36740ko 
全幅 。 105m 麻 ssokmm 
偶 seom 本 倒 HEAVY 
ELE て の 76 農 了 78 生 久 (8 

LE L__ eKx | 
1 午 
) え 


Ps F-22C Raptorr 
半 学 る | s * ラブ ター エ Jenomm 


全長 1892m 組 十 量 。 27200M9 
全 畑 1356m 最高 加 度 2956knvh 
全高 。 so5m 凍 量 NORMAL 


渦 (8 設 78 宏 定 15 村 和 /8 生 久 力 (8 


3 


PTTTGTR 


全 藤 ” 2008m 弧 電 晶 。 29814ko 
全 柱 1a2m 最 束 度 2324kmh 
全 項 。 sz7am 誠信 NORMAL 
出力 /4 芝 カ 6 究 定 性 /4 本性 /5 弄 入 力 /8 


Hornet ADV 


| PA-18| 


1831m 引 是 時 29ea7kg | 
1362m = 昌 記 2324kmh 
489m 詩 還 NORMAL 


出力 /4 攻撃 5 安定 性 /8 機動 人 /6 耐久 力 /8 


還 *"*F-16XA Sakerfalcon 
ーー * * セイ カー ファ ルコ ン 有 W/FA 


は か つて 6 人 時 
16OL と いう 人 人 w を し た が 。 


全 業 。 tesim 細 15772kg 
全 眉 。。 1043m 昌 度 S904kmh 
全 策 。 sem 半量 量 LIGHT 


出力 712 区 概 カ /s 安定 73 5 前 久 力 /12 


対生 全 UGHT 
定 人 714 機動 /10 


培 ノ ADVANCED FIGHTER 


る 生 プラ ッ ク バ ー ド 用 ZSTRATO FIGhTER 


全 評 3165m 引 二 講 76020ko 
全幅 。。 1694m 昌 高 下 所 5068kmh 
1 em 間島 HEAVY 


LE 


] wms EF2000E TyphoonL 
を W タイ フー ン L Anorrm 


全量 。 igtddko 
昌 度 26856 
計量 LiGhT 

芝 カ (5 究 二 性 /3 動 性 /5 耐久 力 /8 


人 き 村 も MiG-33 FulcrumSS 
る 章 ファ ルク ラム SS 


ィ ピ ー Lo TTYT1 に 


人 さらに 革 ま し た 打 『MO 3 
人 あか 全く 


pan mm iooog 
全 全 iaem 時 2ksocmn 
4 NOmWL 
宮上 
LO TE 
 ( ビ 
う 和 較 


を 
se Su-37 SuperFlanker 
7 二 っ | * ス ー バ ー フ ラン カー ADVANCED nMTE 
Fm 
amet こ 6YAWWYwme と し て WRt い cro. ロ 


TT 
円 


34420g 
昌吉 訟 3904kmh 
誠信 NORMAL 


きる Su-43 Berkut 
る 和 * ベル クト 


ADVANCED FIoHTER 


ロン ア で WW 
入れ た 
て e 還 で は な いた ろう 


全 生 225m 半量 。 skoooko 
人 欄 。 16zm 人 度 3904kmh 
人 富 。 6Am 半量 旦 NORMAL 


出力 0 共 朋 4 実 定 / 本 6 耐久 12 


人 き 則 も 日 -201 Asterozoa 
る を き アス テロ ソ ア 


ET 
より 昌 と 肖 と な っ た 。 
(6 本 で な っ た た の に 本 和合 に 悪い 


全長 18am 破 二 晶 。 2503kg 
全 糧 206m 草間 度 1540kmvh 
全 寅 。 2em 対生 集 HEAVY 


遇 2 攻 力 8 誠 定性 712 2 前 久 力 /12 


PT 


ニー*g SG58SS]|p ュ フ 


長 必 を 日 -211 Orcinus 
まっ オル シナ ス 


用 ZATTACKER 


PT 
ar な お な 


人 生 。 22mm 半生 還 NORMAL 
遇 12 区 加 1 家人 14 指 /4 靖久 力 12 


LU 


安定 は 


きる 日 -101 Delphinus #1 
3 こう を $ デル フィ ナス 家 eZTA 


sim 計量 UGHT 
到 加 77 天 定 性 78 條 性 /5 年 久 カ 2 


1] 
mm 


sms R-102 Delphinus #2 
* WW テル フィ ナス #2 fA 


FUR 


旋 /12 安 定位 /8 本 12 耐久 (8 


L__ atte = 関 uenx | 


日 -103 Delphinus #3 
る 間 テル フィ ナス #3 


1004okog 
3920m 
対生 量 NORMAL 
4 補 定 712 伏 人 /10 生 久 な 


|__ SttE = 関 。 "KX | 


中 /STAR FIGHTER 


LE 


有人 和 を 誠 で きる の 電 休 で も か ね 


全 偶 。 1074m 最高 度 
半量 量 HEAVY 
5 定 78 本 


wma 


人 


ao 


900 Geopelia 
る 和 * ジオ ペリ ア 用 ZADWNGED HGhTEN 


3 くみ きる X-49 NiqhtRaven 


均 | * ナ イト レー ペン 肝 /ADVANOED HIGHTEN 


39640ka 
計量 HEAVY 
3 安定 74 電 和 9715 耐久 715 


mms UL4054 Aurora 


る * オー ロラ 有 /ADVANCED FIGHTER 


x の 


] sms B-1C Lancer 
= デ | * * ラン サー 


すく 


本 二 。 2665ko 
加護 1530km 


wms C-17B Globemaster ル 
| s w グロ ー ブ マス ター 


sms KC777 。 ] 


な 用 仙人 


29937okg 
1089ewn 


ー ““: RAH-66B Commanche 


を テ る | s * コマ ンチ 用 ン 守 還 ヘリ コ プ ター 


本 重 。 4eo7ko 
加護 330km 


mV-22B Osprey 
こと る 。 。 オス プレ イ RWyWUW ヘ リコ ブタ 


EE 


胡 る 日 -505U 


1eresokg 
3060mw 


を 日 -501 Rhincodon 
ED まる る * ライ コドン 大 


LE 

Wa 17 より 全て omBL 上 大 で 
TTYTUCYPIS 
PTYTETWTYYHT 


全長 7575m 統 還 草 360496ko 
全編 dsa 昌吉 度 1896kmmh 
本 素 easm 


を 日 - 
PE を 日 -531 Mobura 


TI 
人 WM とい て 関 人 


全 業 gogom 因 号 重  4oz04oko 
全 栖 108m 理江 1102km 
全球 758m 


mes R-808 Phoca 
0 し る * フォ ー カ 


oe2| 語 革 


叶 き る RR-701 Triakis 
ー に の を * トラ イキ ス ICOEEZ】 


_1sam 
1ezm 
系 zem 


me る U-4053 Sphyrna 
ン ン * w ス フ ィ ル ナ 


本 
TV うな リッ ー ァ un 
ロ 2 に 


2 っ cmmacnsmctu 
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また は 敵 像 か ら 近 れ た いと き な ど に も 利用 され る 。 ま た 
上 昇 中 速度 が 低下 し 、 下 放 中 は 亜 度 が 上 が っ て し ま 
こと は 忘れ な い 


上 昇 と の 


機体 の 朋 度 を 水平 に 保っ た まま 、R2 ボ クン 、 ま た は 
12 ボ タン を 押し つづ ける こと で 居間 の 方 向 を 変更 する 
こと が で きる 。 し か し その 委 動 は 非 軍 に 悦 い の で 、 補 
中 皿 で は あま り 役 に 立た な い 。 他 の 休 動 と 組み 合わ せ 
る こと で 有効 に 使用 し た い 


機体 の 角度 を 大 きく 変え る こと で 、 す ば や く 機 首 の 方 
向 を 変更 する 提 本 技術 だ 。 信 を 地 天 と 避 直 に し 、 方 

ポタ ン 、 左 ステ ィ ッ ク を 上 か 下 に 入れ る こと で 、 注 
し た い 方向 を 靖 箇 し よう 、 こ の と き ヨ ー を 一 衣 に 使 
うと 、 訟 還 し な が ら 高度 を 変え る こと が で きる , 


基 際 の 失 作 は まず 空港 か ら 出 て いる ガイ ドラ イン に 没 
て 機 体 を 安定 させ る 。 洲 路 に 届く よう に 速度 を 訂 
難し つつ 、 機 首 を 下げ て 降下 し て いく だけ で いい 


革 際 の 夫人 は 和 軸 だ 。 速度 を 上 げ つ つま っ すぐ 
50 を 超え た あたり で 方 向 ポタ ン 、 ス ティ 


に 押す と 限 び あがる こと が で きる 


ドッ キン グ の 揚 作 は や や 本 度 が 高い 。 ま ず 自 像 の 正 
面 に 目標 を 控え 、 速度 を 上 げ つ つ 控 近 する 。 目 禁 の そ 
ば まで きた ら や や 高度 を 落と し 、 も ぐり こむ よう な 気持 
ち で 控 近 し よう 。 そ の と き の スピ ー ド は 目標 の 避 度 に 
よっ て 変わ る が 、 目 本 よ りや や 速く て も 大 丈夫 だ 


攻撃 、 回 違 基 本 操作 


水平 飛行 わら 方 向 ポタ ン 、 左 ステ ィ ッ ク を 下 に 押し て 
上 中 し 、 円 気 の 昇り きっ た と ころ で 方 向 ポ ボタ ン 、 ス 
ティ ッ ク を 左 有 の どちら か に 入れ て 人 得体 を 一 回 転 きせ 
| て 平行 に 戻す テク ニッ ク 。 役人 居 と 正 面 か ら すれ 直 
尼 を 疾 必 し た い 場合 や 後方 か ら 油 に 
道 必 され た 場合 な ど に 有効 だ 。 地表 か ら の 下 各 が 低い 
| 場合 に 使っ て みよ う 


水平 飛行 か ら 方 向 ポタ ン 、 左 ステ ィ ッ ク を 右 に 入れ 林 
体 を 右 100 度 まで ロー ル さ せる 。 そ の 入 方 向 ポタ ン 、 左 
| 3 イッ ク を 下 に 肖 し て 中 を な う 。 こ の 寺 和 の 

用 途 は 自 機 より る 低 高 度 の 目標 を 攻撃 する の に 適し て 
いる 。 と くに 交 馬 や 多 能 な ど を 攻撃 する と き に 使用 す 
る と 凍 か ら の 攻撃 を 回 避 す る こと が 寄 号 と な る 。 た だ 
し 降下 時 の 速度 の 上 が り 過 ぎ に は 気 を つけ よう 。 
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大 平 箇 行状 胃 あ ら 方 向 ポタ ン 、 左 ステ ィ ッ ク を 右 か 
在 に 入れ て 迷 体 の 族 が 上 空 を ぎ 向く まで まで ロー ル を 行 
な う 。 方 向 ポタ ン 、 左 ステ ィ ッ ク を 下 に いれ 一 気 に 旗 
下 し 、 由 所 の 最終 地点 で 平行 に 戻る 。 こ の 機 重 は 


身 枯 の 高度 を 一 気 に 、 な お か つ 早 く 下 げた い 場 合 に 
者 副 だ 。 た だ し エア ブレー キ を 使用 し な いと 、 地 家 に 
素 突 する 場合 も ある の で 注意 し た い 


(人 の 和 方 を 鐘 行 し て いる 般 を 、 自 林 の 下面 に 抽 え 
る た め の テ クニ ッ ク 。 機 を 一 定 の 方 向 に ロー ル さ せ 
つづ ける こと に よっ て 、 自 栖 の い て いる 円 の 中 心 に 
| 時 像 を 吾 え る こと が で きる 。 こ の と き 自 蛋 の 描く 円 
| が 一定 に な る よう に 気 を つけ よう 。 パ レル ロー ル と は バ 
し WM の 購 男 を 回 る よう を 禁 動 を 行なう こと か ら 時 ば 
れる よう に な っ た 名 称 だ 


に 


る の が 衣 後 か ら の 攻撃 だ 。 レ ー ダ ー を 活用 し て 再 看 を 
と りや すい 義 機 を 見 つけ 出 そ う 。 ま た 兵 と ミサ イル 
の 命中 車 は 痛 後 か ら 発 射 し た 場合 に も っ と る 高く な る 
の で . 央 禁 の 背後 を 究 っ た ら 透 ず 攻 撃 し よう 


et と 3 こと を 


脂 が 正面 か ら 迫 っ て きた 埋 合 に は 、 と りあ え ず ミサ 
イル を 人 時 し て みよ う 。 こ の 場合 、 ミ サイ ル と 開 の 


進行 方向 は 相対 し て いる の で 、 合 中 還 は と て る 逢い 
だ が 骨 機 を 自 島 の 間 浴 の 中 央 に も っ て くる こと で 、 使 
中 する 喧 累 を 上 げ る こと が で きる 。 だ が 、 ち ょ っ と の | 
早 変更 で あっ さり と 回 属さ れ て し まう の で 、 あ まり 
あて に は で き な い 、 


MVRO あ る 人 を する 有人 
( 3 


た 向 に 向かっ て 旋回 し よう 。 こ の 族 回 中 に エア ブレ 
ー キ を 使っ て 軸 度 を 落と し 、 族 回 半 企 を 小さ くす る こ 
と で 小回り に 回 る こと が で きる , 


邊 林 よ り る 高い 高度 を 著 行 し て いる 役 枯 を 豆 する 
は 、 三 通り の 方 法 が ある 。 一 つ は 自 栖 の 高度 を 和 禁 と 
同じ と ころ まで 上 げ る 方 法 で 、 る う 一 つ は 自 億 の 林間 
を 上 げ て ロッ クオ ン す る 方 法 だ 。 時 間 を 短 細 し た いと 
き に は 後者 の 方 法 を と ろう . 


CT 
LT 二 


すす 


mealoga 
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低空 着 入 攻撃 


ター ゲッ ト の 手間 か ら 高度 を じゅ うぶ ん に 落と し て 接近 
し 、 朗 する 方 法 を 「 任 空 和 放 撃 」 と 呼ぶ 。 ま ず レ ー 
ダー 画面 と マッ プ 画 面 で も 目 棟 を 確認 する 。 こ の と き 
自 林 の 衣 後 に 角 林 が 迫っ て き て いな いか も あわ せ て 確 
壁 し て ちく と いい 。 次 に 目 大 よ り も 手前 で 降下 を 開始 
し 、 地 表 ぎ り ぎ り まで 高度 を 落と す 。 そ の あと 目標 に 
向かっ て 最大 直 度 で 反 近 し ロッ クオ ン と 同時 に ミサ イ 
ル を 発 机 し て か ら 全 速 に 諾 する 。 こ の と 目標 が 析 
牙 存 在 し て いた 幸 合 は 、 達 度 を 落と し て 挫 近 し 、 目 林 
切り 替え ボタ ン を 利用 し て 一 回 の 接近 で な る べく 多く 
の 本 を gm し た い 


に 2 | 
ター ゲッ ト の 周囲 で 多く の 確 人 が あっ た り 、 タ ー ゲ ッ 


ト 自 体 が 克 台 で あっ た 場合 に は 失 近 中 の 攻撃 と ミサ イ 
ル 人 人 の 反 没 を け る た め に 人 放 下 提 没 を 行 な お う 
低下 召還 と は 目 李 の 上 空 ま で 高い 高度 で 上 行 し 、 日 
標 の 上 空 に 到達 し た ら 一気 に 降下 し て ミサ イル を 午 
する テク ニッ ク の こと だ 。 こ の と き 自 根 の 避 度 は 速 す 
ぎる と ロッ クオ ン し て か ら ミ サイ ル を 錠 刺 する まで の 本 
用 が 域 く な り 、 ミ サイ ル 発 後に 健 体 を 引き 起こ す ク 
イミ ング が 遅れ て し まう 。 障 下 中 は エア ブレ ー キ で 自 
像 の 速度 を 右 即 する よう に し よう 


呈 


に っ て し まう こと の 
EhTHT 


骨 骨 へ の 攻 軸 方 法 
いる 骨組 は 機 祭 や ミサ イル で 工 装 し て いる た め 
安 史 に 接 近 す る と ダメ ー ジ を 受け て し まう 
船 が まとまっ て 何 泊 し て いる 場合 に | 
ジ を 受け る 可能 性 が ある 。 そ こ で まとまっ て いる 下 組 
を 攻撃 する 場合 に は 、 高 い 高度 か ら 銀 旗下 媒 宮 を 行 な 
い 、 ミ サイ ル を 先 身 し た あと は 提 上 界 を 行ない た い 。 他 
の 條 租 か ら ミ サイ ル を 発 刺 され て も 、 念 上 昇 を 行なう 


こと で 振り 切る こと が で きる よう に な る 。 こ の と き 抽 
を ロー ル さ せる と 、 き ら に 回 慎 が 上 が る の で 革 え て 

お こう 攻撃 時 に は 和 鮮 や ミサ イル 次 人 を 一 つづ つ 看 ymamrpaaeomv 
球 し て も よい が 、 中 心 と な る 邊 を 遼 すれ ば 一 芝 で TL 
時 する こと る 可能 だ 。 好み に よっ て 使い 分 けた い 、 近 TP 


名 に よる 太 壊 は リス ク が 大 きす ぎる の で 止め て お こう . 


で mal 


往 方 か ら の 攻撃 は 、 回 林 す る こと が も っ と も 田 本 だ 
且 栖 が 自 禁 の 法 方 に つい た 状 量 は レー ダー で 確認 で き 
る の で 、 こ ちら が 他 の 角 を 攻撃 し よう と し て いる と 
き で も 早く 回 選 行 動 に 入ろう 。 視 計 の 作 胃 に な る と 


時 価 は 一 柚 の スキ を 班 
で 、MW 往 を と られ な い 
を と られ て し まっ た 場合 


イル を 発 穫 し て くる の 
に な る 。 自 標 の 
に は まず 加 度 を 上 げ て みよ う 


に 人 ぬ 上 昇 や 降下 な ど 機体 を に 動か し て みて 、 そ 4 
お で で 衣 慢 が 振り 切れ を か っ た 場合 に は 、 機体 を ロー 
ル さ せ て か ら の 急 旋 回 を 付け 加え る と 効果 的 だ 


前 方 の ら の ミサ イル は 加 切 な 機動 を 行なう こと で 、 前 | 
溝 に 回 乱す る こと が 可能 だ 。 ミ サイ ル の 書 志 が 放 た れ 
た ら レー ダー 画面 で ミサ イル の 挫 近 方 向 を 確認 し 、 そ 
れ が 朋 方 で あっ た ら 横 方 向 に 放 回 する だ け で いい 。 前 
方 な ら ミ サイ ル が 機 近 し て くる の が 提 膨 で きた 場合 に 
は 、 引 きつ け て か ら 回 棒 な ど は 考え な く て いい の で 、 す 
く 座 回 し よう 。 た だ し 地表 な ど に 近く 、 高 度 が 低い 電 
合 に は 、 ロ ー ル か ら の 念 族 回 が 可 し いと き が ある 。 そ 
の よう な と き は 一度 急上昇 を 行ない ミサ イル を 引き つ | 
け て か ら 、 候 障 下 を 行なっ て 回 避 し よう 


ロ ル の 王 か ら 派生 する テク ニッ ク と し て 、 上 昇 や 
下 と ども を 粒 り 交ぜ た 飛び 方 が よく 使わ れる 。 こ れ は 
栖 と 人 N に 朱 め の 馬 き を 付け 加え る こと で 、 重 の 追 必 や 
訂 計 を 料 け る の に 役立つ 。 ま た 自 翌 の 購 因 を 次 回 し て 
で 晶 や 動き の 早い 明信 を 准 に 近 え る 場合 で も 、 ロ 
還 要 な 役 を 持っ て いる 。 上 星 や 下 放 、 放 回 だ 
は ロッ クオ ン で き な い 央 で も 、 自 林 の 民 動 に ロ 
ー ル の から の 誠 回 を 線 り 込む こと で 追 中 が 可能 と な る 


計 方 み ら の ミサ イル を 回 避 す る 場合 に は 自 健 の 四 度 が 
評 に な り 、 度 が 達 けれ ば それ だ け 回 選 は 容 最 に な 
5 ミサ イル が 之 方 か ら 追尾 し て きた 場合 に は 、 ま ず 
主計 を あげ よう 。 つき ぎ に 各 放 回 に 移り つつ 、 そ の 了 動 
や に 上 界 や 下 旗 を 引 り 
諾 吾 で きる 研 区 が 拉 定 され て いる の で 
了 づ n ば いい の だ 。 近 距 訂 か ら の ミサ イル は 旬 放 回 、 吉 
記 皿 み ら の ミサ イル は 放 回 中 の 上 昇 で 回 枯 可 能 だ 
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この 物語 の 舞台 は 、 テ クノ ロジ ー が 発展 し 「 国 家 」 と いう 枠組 み が 意味 を 持た な く な 
。 っ だ お 未来 を 起 定 し た 世界 だ 。 人 々 は ゆき と と いた 便利 な 生活 を 送り 、 そ し て 民間 人 が 


戦争 に 巻 込 まれ る こと も 激減 し た 社会 。 し か し 、 大 間 の 欲望 尺 き る こと は な い 。 さ ら 
に な る 進歩 、 さ ら な る 栄華 を 求め て 社会 の 均 衛 は 少し つつ 起 み 始め る 。 


| cxoom 2 語 


か つて 大 敵意 国 が その 強大 な 還 事 力 を 和 量 
世界 中 に 勢力 を 伸ばし [日 の 決ま な い 』 
われ た よう に 、21 人 世紀 初 頭 は 還 事 カ を も っ た 国 
素 に 代わ っ て 茎 大 な 経済 カ を 靖 胡 に 
臣 力 を 及ば し た 多国 和 企 業 が 人 希 し て い 
代 だ = 20W 紀 まで は 国家 の 棄 謀 に よっ て 一 定 の 
バラ ンス を 保っ て いき 府 業 の 力 関 作 が 、 こ の 
陸 代 に な る と 薩 内 企業 の 上 お寺 リ に も 引 い 影響 カ 
(に よっ て 、 国 の 法 の 香 自体 が 絞 人 化し て 
し まう 、 そ の 議 果 、 こ の 頃 に な る と 名 企業 は 
し N | 2 還る 企業 は より 大 き を 旨 和 に 
収 き れ 、 あ る 業 は 完全 に 清き され て し まう と い 
う 事 能 が 得 尋 に 起こ る よう ほな っ た 

\ し て 各 企 業 を 待 み つく し 、 到 活 さえ 寄せ 付 
\ け な い ほお に 強大 化し 、 ピ ラド の 頂上 に 立 . 

N っ た の は 「General Resouse LTD 収 GR) 

と いう グル ー プ で あっ だ 
v 1 世紀 初頭 は まさ に GR グル ー プ が 「 自 の 決ま 
な い 国 」 と な り 、 世 界 の 市 場 を 独占 し た 。 資本 
主 六 夫 に お いて 、 演 の 要 打 は 久 界 の 天 と 


や いえ る 。 放送 、 出 版 、 食品 、 医 間 、 半 朗 . ーー 
生活 する に 必要 な ず すべて を ひと つの 企業 が 所 る 人 王 全 等 き 込 や うと し て いる 、 


こと 、 そ れ は 生き る た め に その 企業 に 従う レ か 
な いこ と を 宣 味 し て いた 。、 国 天 は 単に か つて の 
回 弄 を 区 分 才 る た め だ け の 組織 に な り 下がり 、 
法 和 が 規 力 を 欠い て し まっ た こと で 回 家 の きこ 5 PT 
存在 自体 が 提 味 を も の と な っ て し まっ た の で 
ある 現在 は 国 求 の 傾 員 た ち で すら GR の 息 の か ーーーー コ 
が うた 者 で 占め られ て いる 

国家 が 事実 上 、 湖 壊し た こと に より 国 末 較 の 
理 は な く な っ た 。GR の 独 市 場 で ある か ら 、 
太 滴 も 起こ り 得 を い 。 し か し それ は ひとつ 
の 細 織 が 世界 を 支配 し て いる と いう の に 週 ぎ な 
で 、 生 い の を ない 平 和 な 世界 と いう ユニ = ピア で 
は 決 U て を い の で ある 現に 小さ を 良和 地 
で 中 まで おり 、 ま た 生き 百 っ た GR 以外 の 企業 
織 へ の 圧力 は さら に 交 じ く な っ た の だ か ら 

や が で GR は 私 役 軍 確 を 所 放し 、 人 々 は GR へ 
の 怖 と 茹 基 を 強め て いく の だ つた 


ER ae 交 、、 ヾ 、 


の ン ン 


そん な GR の 縮 右 市 場 世 界 も 、「Neucom_inc] 
以下 、 ニ ュー コム ) の 牧 還 的 な 成長 に よっ て か 

見 せ は じ め る 。GR が あま り に も 大 き な 組 

れ 上 が っ た た め 、 組 織 の 体質 が 現状 失 
虹 で 保守 的 な 春 在 変わ っ で じ ま っ た の に 対し 、 
ニュ ー コ ム は 各社 か 柄 和 的 に 休 秀 な 大 材 を 引 
きら き 、 電 人 道 的 と も と れる 実 吐 、 開発 を 怒り 
匠 し 、 情 報 ネッ トワ ニク 業 を 電導 に 生 せ て GR 
を 負かす は どの 芋 放 に な っ て いっ た 

ー コ ム が 得意 ど ず る の は 慣 組 、 ソ フト ヴ 
ェ ア 、 バ イオ テク フロ ジー な どの 東 較 性 が 来 
ちら れ る テク ノロ ジー 分 野 で あっ た 。 GR が ゼネ ラ 
リス ト 価 質 、 組 識 語 で ある の に 対し 、 デ ュー コ 
は 技術 者 集団 、 個 人 主義 弁 で ある 、 ど うじ て 
で 利 放 が 先行 する 無 座 な 製品 だ り 。 ハ イリ スク 
で も 新 新 な 製品 が 歓 遂 きれ る 時 代 に な っ て きた 
こと 、 ま た GR の 市 場 名 休 昔 に 対 拓 し うる 戦力 
世 介 か ら 軸 操 さ れ た こと を 意味 する の だ ろ テ 
か つ で は GR る 画 期 的 軍 請 開発 研究 を 試み た 
こと が あっ た が 、2040 征 現在 で は それ ら の 開発 
研究 は 企業 の 便座 便 先 の 意向 か ら 縛 捧 せ ざる を 
えな く な っ た 、2029 年 、GR の 研究 所 に 在 信 す る 
主 生理 常 者 の ヨー コ マーサ ・ イ ノウ エ は 人 間 
の 記憶 や 人 本 を 人 工 的 な 必 に 物 引 す る 「 電 屋 化 
デッド コビー) 」 を 研究 し 、 その 実験 に 取り 組 
ん で きた が 、 実 験 の 成功 を 「 険 な もの 指し. 
で 重 ぐ 見 た GR 社 の 上 層 部 は 、 研 究 に 関わ っ た 大 
折 た ち を 間 べ ど 朝 雪 っ た 。 委 た 、「 シ ル バ ー ス 
トー ン 皇 」 とい う 先 天性 の 誠 量 夫 も つ 少 女 、 レ 
ナ を 使っ て [DOE 計 画 実際 を 開 給 二 る る の の 、 
グルー プ 上 履 部 の 経営 理念 に そぐわ な 本 を 判断 
され 中 止 。 か つて 組織 を 上 げ て 取り 組ん で 
記 螺 ナイ トレ ー ベ ン 」 の 開発 プロ ジェ 
放 仙 直人 玩 チー ム は まる ご と こ 
コム に 映 収 まれ あこ と に な る 。 天 地肌 の 研 1 
は ほこ ょ ご と で ニュ ー ゴ ム に 移 峡 し て し まい 、 
に 揚 っ た の は か つて の 栄光 に ず が 見 つく 、、 
約 な 人 々 の み と な っ て し まっ た 。 一 方 、 
る と れる 科学 者 が 結 し だ た ニ ュー コ ム は さ 
る 発 度 を 層 げ て いで 
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この よう な 背 知 か ら 、GR と ニュ ー コ の 対 主 
が 記 け られ な いも の と な る の は 当 痢 と いえ る 。 当 
時 、 ち ょ うど 世論 で も ニュ ー コ ム の 科学 至上 主義 
ぶり が 「 非 人 道 的 」 だ と 叩か れ て いる 最 中 で あり 、 
ナノ テク ノロ ジー 役 布 事件 な どの 公 守 問題 を ど キ 
ナ 自 い 事件 も 背景 に あっ た こと か ら 、2036 年 か 
ら GR に よる ニュ ー コ ム へ の 定評 が 本 格 化し は じ 
め る 。GR グ ルー プ は GR 系 列 、UPEO 系 列 の マス 
コミ を 使っ た 結果 識 『ー ュー コム = 一] と 持 会 に 
印象 づけ る 語 と に 或 功 し た 。 一 に ご ミー コム ば 
GR の 制 需 に は 下 を 貸さ ず 、 企 業 問 の 決 吾 は 2038 
年 に 本 格 他 ユー ジア で も 、 か つて は GR の 息 の 
か か っ で いた 講 農 で 占め られ て いた 国会 
コム 派 の 出 員 が 増え た こと で ふ だ つり 勢力 の 注 革 
ゆい が 絶え な く な る 

2039 年 、 ニ ュー コム は 滋 上 部 記 の プロー 
ト 」 を 完成 させ 、 そ の 実力 を 太 罪 に 町 ちや の る 。 
選 間 か ら 刀 角 を 溢 び て いる と は いで 相 変わ ら 
ず ニ ュー コム の 開発 じ た 捜 品 は 使用 され 、 支持 
れ 読 け で MI る 請 メ ガ フ ロー ト 完 成 に よっ て 「 
可能 を 可能 に ずる ニュ ー コ ム 」 と ささ や か れる | 
至っ た 。GR は 自社 の 持ち 胸 と 化し た 国 誠治 安 
林 慣 模 [UPEO。 を 利用 し 、 ニ ュー コム へ の 制 
大 を 合法 的 な 大 の と し だ = し か し UPEO 代 表 
GR、 ニ ュー コム 天下 に も 属さ な い ク ラー クン 
ン が 任 。 こ ご れ 地 窟 の GR の 代入 で あっ た イメ ー 
ジ を 払拭 する 活動 を 履 開 す る の で ある 。 
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この 世界 は 巨大 な ネッ クト ワーク 平間 (電話 空 
還 ー エ レク ドロ スフィア ー) に よっ て は と ん ど 
の 生活 赤 管理 きれ て いる 。、 マ ス メ デ ィ ア や 情報 
必 末 は る ちろ ん 、 自 動車 な どの 和 生 考 自 、 
9 の 管理 ジス テム 、※ 電 製品 に 至る まで ネッ ト 
フー ク 接 続 され で お り 、 近 典 に いえ は 、 一 歩も 
まま の 外 へ 出 な く で も 社 容 生活 に 支 邊 が な い 、 現 
に 、 一 度 も 実 箇 に 研 つ た 事 の な 大 物 と 言 工 を 
記 わ し た り 仕事 を する こと も こく 日 共 的 に 行わ 
1 れ て いる 、 ゲー ム て プレ イ 記 と 交わ され て 
いる 会 話 は 、、 す べ て エピ ク トロ スフィア を 通じ 
て 実行 され て いる 。 画面 が テレ ビ モ ニ ター の よ 
うに な っ 巡 い る の は 計 の た めで ある 。 それ は 、 
殺 え ば 区 の 反対 仙 に 住ん で いる 人 と 衣 好 関 人 
そ 結 送 こ と が 可能 で ある と いう メリ ッ ト が ある 
内 時 に 誠 WN、 全 に モニ ター の 向こう に 時 っ 
で いる 物 の 獄 が ど セ ほ ノ だ っ た と し て も 、 相 
放 は それ に 気付 か な いと いう 葵 る じき る 持ち 人 
ゃ せ て いる モニ ッ よ で は [大] で あっ た と 
し て る る. 其 の 「 友 人 ] は 本 導 に 画面 に 映 gIC 
る 人 物 と 同一 人 物 な の か し 修 放 的 に 造 ち れ た だ 商 
全 で し か な い の か 。 モ ご 娠 か ら で は 判 硬 が つ 
か な い の で ある 。 エ レク トロ スフィア の 薄 と し 
は 、 現状 で は まだ 之 市 な 間 題 に を っ て は いな 
い 

2040 年 は 人 工 物 と 生命 の 存在 が あい まい な 靖 
代 と な っ て いる 。 た と えば レ カ と いう 先天 性 の 
大 曲 を も つ 少 女 は 機 楼 と 自分 の 山体 を 挫 桂 き な 
る こと で 自由 に 大 宗 を 飛 朱 語 聞き る 、 = た 
シン シア は 自分 の 内 休 を 槍 で 計 記 憶 や 思考 だ け 
を コン ピュ ー タ ー に 箱 二 る こと で 世 同 か ら 
の し が ら み 、 内 体 の 限界 を 挫 て よう と する 。 デ 
ィ ジ ョ ン は 人 世界 中 の 人 間 を 根 欄 に 埋め こん で し 
まえ ば 、 独 か ら れ られ る と 信じ て ウロ ボロ 
ス を 結成 する 。 一 方 で 人 間 基 の 星 を も つ Al が 
開 先 され てい く ……。 人間 と コン ピュ ー タ は ど 
こま で 近づく の か 、 肉 体 は 本 当 に 必要 を い も の 
な の か 、 こ の 時 代 は 電話 化 が 進ん で いる よう で 、 
まだ 人 間 の 本 能 を 持て まれ ない 、 そ ん な 村 代 だ 。 
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生業 、 計 、 電 子 サー ビス 、 軍 江 、 市 人 事 業 


あら ゆる 産業 の 中 村 を 所 る 、 国東 の 桁 直 み を 幼 え た 記 大 資本 の 
紙 合 体 。 資本 主義 の 発展 に 伴っ て 経済 市 場 の グロ ー バ ル 人 ヒゲ 必 
人 の 和信 ど より 拓 に 旨 まれ る よう に な っ 
| た 0 果 、 各国 で も 有 雷 大門 が 奈 合 きれ で いっ た 。 この よう 

を 人 上 の 寺 人 の の 中 で 、 邊 る 臣 大 な 多 へ と 放 
CS 
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間 反 


DUROBOURQS 


通信 、 コ ンピュータ 、 ソ フト ウェ ア 事 業 、 
バイオ テ クノ ロジ ー 放 業 


分 野 を は じ め と し て 、 ニ ュー ロ ・ コ ン ピ ュ ー ラ 分 肝 、 東 
| 直角 メ モリ な ど に 代表 され る 新しい コン ピュ ー ラ 技術 、 生化 
| 生野 、 地 表 横 の 情報 和信 分 野 。 ナノ テクノロジー など 、 
| 性 広い 分 野 で の 最 先 紅 術 の 鐘 代 と 反 占 に よっ て 、 セ ネ ラ ルリ 
スク ルー プ と 夏 を 差 べ る 存在 に まで 会 に 大 長 を 補 げ る 。 
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国際 平和 の 雑 持 を 主 目的 と する 「NUN] に 所 属す る 
挫 安 維持 対策 林 村 。 平和 維持 員 会 は 近年 まで GR の 
伯 信 山 員 で 構成 され て お り 、GR が 表立っ て 制 和 を 加え 
る の が は ば か られ る 勢力 に 対し 、 合 法 的 に コン トロ ー 
ル す る た め に 利用 され て きた 。 内 休 的 に は 紛争 国 に 対 
する GR に よる 生 注 太 工 、 唐 介入 、SARF に よる セレ 
モニ ー 的 軍事 行動 な ど だ 。 こ の た め 、 例 業 の 権 人 優先 
の 到 箇 や 実際 的 な 軍事 カカ の な さか ら 「 張 子 の 上 」 と 提 
接 さ れ て いる 。 ま た 、 建 前 上 は 企業 の 利益 に 荷担 し な 
いと いう こと か ら 、 軸 像 な どの 江 装 も GR 以外 の 和音 
を 独自 開発 し て いた た め 、 高 性 能 な 閉 備 を 大 量 に 末 
入 で きず に いた 。 近年 の ニュ ー コ ム 演 欠 力 の 拡大 に よ 
リ 、 上 属 部 で の GR 派 、Neucom 演 央 中間 の 争い が 絶 
え ず 、 取 方 か ら の 装備 條 給 開 始 され た 


[Me red anone の 四 で UPEO の 生還 
春の 細田 三 の 胡 守 と 直 を 上 由 に 成 立 する が 、 現在 
で は で ネ ラ ルリ ソー スズ と ニュ ニコ の 仲人 飛び 主 な 仁 事 と 
を っ て い を - 
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る 事 めど 六 を 四 拘 に 設立 され て い : 


TTCN 
た め 、 

に 
人 多 に 見 孝 リザ し て し まう 。 お 役所 の し い 軍 
し なし GR Neuom の 記 人 の 基 化 に つれ 、 
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工業 、 農 華 、 水 産 な ど は も ちろ ん の こと 、 サ ービス 
や 軍事 放 業 に 王 る まで 、 あ り と あら ゆる 産生 に お いて 
独占 的 を シェ ア を 占め て お り 、 そ の 事業 展開 や 規模 は 
と ど ま る こと な く 広 が り 続け て いる 。 主 な 事業 展開 は 
都市 開 発 か ら 衣服 、 文 具 に まで 及び 、「 ゼ ネ ラル リソー 
ス 社 の ロゴ の な いも の は モノ で は な いと いわ れる は ほ 
ど 。 DF で は 大 際 半 店 の 座 設 や ジオ フロ ント 計画 ( 地 
下部 市 計 画 ) な ど が げ られ る が 、 一 方 で こう し た 開 
発 に よる 大 破壊 は 、 し ば し ば 地 珠 規 保 団 体 「 グ 
ロー バル ウェ イ ] の 投 判 の 対象 に を っ て いる 。 近年 、 
Neucom の 送出 に 危機 知 を 抱い て お り 、 経 戦争 が 
事 約 争 ま で 発展 し て いる 。 後に 所 有 軍 護 [GRDF」 の 
エー スパ イロ ッ ト 、 ア ピサ ル ・ デ ィ ジ ョ ン が クー デ タ ー 
を 起こ し 「 ウ ロボ ロス ] を 設立 する 
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で キネ ラル リソー ス に よる DOEH 
UEFA で 癌 の ハッ ティ ー ズ 光吉 に 徹 中 と の 居り 
還 DOE 才 大 

かつ て 、 ヨ ー コ ヤサイ モン ちず 記 長 し て いた 、 ゼ ネ ラ ルリ 
ソー ズ 補 本宮 
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還 comy Suoy TD. 

で ネ ラ ル ソ リー ズ 素 列 の 山大 の 近 業 「 グ 
ロッ サリ 研究)。 ペーパー レス 化 が 所 む USEA で は 、 出 
る 全 電 を 供する ネッ トワ ー ク 失 衝 と せっ て いち 
プロ ッ サ リー 放 で は 、 月 机 用 サー バー る 所 用 し 
て ぃ <, | 
し EE | 
SEA を 部 大石 で 章 し た セン ト ・ ア ゲー ク に 中 の 
で ネタ ラル リソー ス の 地下 


ロッ ト 、 ア ウィ サル ・ デ ィ ジ ョ ン 
バイ ロッ ト た ちの 2。 パ イロ ッ ト た ちの く は 大 学業 
の エリ ー ト で 電 中 きれ て いる が 、 キ ー ス ・ ブ ライ アン の よ 
うに 天球 の み の 好 上 げ で 過す る 直す る 
Ar [入り の ま 」、NEUG 
ち 、 そういう 硬 味 で は 、 軍 人 らし く 生き られ 
と で いえ る だ ろう 。 よ うす る に 休 表 全 系 の ノリ な の だ 

か まで OR に 間 し うる 間 織 が 大 人 を し を の っ た た の 。 暫 
時 人 の 間 開 委 な ど は あま り 行 な われ て いな いよ うだ 。 
た 、 上 草 の 人 を 革 えな ら 導 人 を どの 人 時 
る し を 5 で ぁ る 


ABYSS の き 。 ディ ジョ ン 
9 か AOCAP 時 凌 も の の 生 。 キ ー ス 人 
@HOPEFUL 人 和む 基 の 定 、 プ レイ ヤー 枯 。 


| 


前 身 は 性 的 な 財政 還 か ら 民営 化 され た 元 到 府 字 軍 秋 
理 居 村 EASA (Euro-Asia Speace Ad-minlstration) 


ソー ス 社 か ら の 大 規模 研究 開発 スタ ッ フ の 移入 を 度 
切り に 、 積 的 な 人 材 貸 め に 乗り だ し 、 事 業 内 容 を 大 
眉 に 拡大 し た 。2034 年 に は 通信 会 社 や ソフ トウ ェ ア 全 
社 の 和 を 経 て 宇宙 幸村 起 に よる 状 星 ネッ トワ ー ク 
誠 を 半 立 し 情報 通 信 分 野 で 業界 トッ プ の 座 を ほし いま 
ま に す る 。 料 学 技術 と 開発 に 重点 を お いて い 
コム 社 の 動向 は 、 し ば し ば 「 科 学生 上 主義 」 の 「 人 間 
性 を 無視 し た 行為 」 と し て 親 現さ れ 、 と り わ 1 

コム 守 自 の 軍部 を 所 有 し て か ら と いう も の 、 世 

ら 一 用 草本 を 受け る よう に な っ た 


万 f 補 peーー ーー 


ロ 己 り に ロ 『m In ロビ. 


| 半 還 EE ラ ーー 


・Pot wwds( ニ ュー コム 
・PCrolCowetEU 上 人 給 ド ッ ク ) 


Comons ls (ニュ ー コ ム ・ ス ペー ス 手 人 
Seotels Pet (ニュ ー コ ムー インフォ マ イ クロ 半生 
・Cepnburo (ニュ ー コ ム ・ パ イオ ナノ テク) 
・Cee Hey [ケイブ ・ レ イィ ニー) 


・Dewms (テニス 
Amder Mis (NEU ミ サイ ル 拓 和 
・ ニ ュー コム ・ ス ペー メメ ガ フ ロー ト 


に ーー 


ecom Vue se の 史 で 、 ニ ュー コス 素史 スフィア 


大役 を 攻 す 。 寺 必 を 用 し た テレ ビ 送 を 、 人 
人 は に 和 困り 人 する 。 


還 ナ ノー テク フロ ジー 礎 所 
USEA 間 軸 の チョ ピン ブル グ 和 に 間 役 され て い : 
ュー コム パイ イタ 記 有する 


で 人 本 ん ど Nevcom 所 攻 の が | 
シン シア ・ ブ リジット ・ フ ィ ッ ツ ジェ ラル ド が 


CT 
エー スパ イロ ッ ト と いう と こ か ら る わか る と うり 。 エリ ー 


ト 呈 の エリ ー ト で 導 床 され て いる 軍隊 の よう だ 。 晶 に 
員 人 の な 内 を 拓 え 、 枯 人 の 人 前 還 では 衝 一 と いえ る 。 
全 の 上 衝 が 大 きく 人 伯 財 まがい の 研究 も きれ て 
お り 、 そ れ が 攻 の 愉 に も 大 き な 虹 電 を サス て いる 。 
タブ ー タ を いた の 。 押 層 と し て は 各界 一 の GR6 その 仙 在 
ま 大 き を も の と し て と ら えて いる 。 仁 に 如 え て 人 人 に 
も こ だ い っ て あり OROF の 折 を 休 は 見 が 大 
て 時 を っ て い 


「 エ ー ス コン バッ ト 3】 の 物 珈 を 科 る 主 を キャ ラ 


| クタ ー 達 は 12 人 。 彼ら は いわ ゆる 完璧 と 正義 の 味 


ss に 


方 、 わか りや すい 竿 人 (中 に は パー ク な どの 悪党 も 
いる が ) な ど で は な く 、 そ れ ぞ れ に 角 れ られ た く な 
い 過去 や コン プレ ックス 、 偽 を 拘 い た 長所 も 欠点 も 
ある 普通 の 人 間 た ち で ある 。 失 ら の つぶ や き や 碑 音 
な ど を プレ イヤ ー は 、 征 に 第 三 者 の 立場 で 聞か され 
る こと に な る 。 そ こ で プレ イヤ ー が どう 生じ 、 ど う 
判断 する か が 重要 に な る 。 そ し て 徒 ら の うち の 故に 
つく か で プレ イヤ ー の 寺 合 も 大 きく 変化 する こと だ 
ろう 。 進ん だ 道 に よっ て は 今 まで 味方 だ っ た 者 が 
と な り 、 堪 だ っ た 者 と 組む 場合 も ある 。 も し か する 
と 、 か つて の 戦友 を 撃 壁 し な けれ ば な ら な いと いう 
療 江 の 選択 を 人 導 ら れる こと も ある か も し れ な い 。 そ 
し て 誕 と 組ん だ か 、 あ る い は どこ の 組織 に 所 許し た 
か で 特定 の 人 物 の 過去 や 応 末 が 弟 明 さ れる こと だ ろ 
2 

シナ リオ 分 時 に よっ て 基本 的 な 人 間 剛 係 が 変化 す 
る こと は な い が 、 す べ て の 人 物 の 関係 や 原 末 が 衣 き 
明か きれ る に は 、 他 の シナ リオ を 見 る 必要 が ある だ 
ろう 。 また 、 忘れ て は な ら な い プレ イヤ ー 自 身 の 衛 
衣 を 解明 する た め に は すべ て の ルー ト を クリ ア し な 
けれ ば な ら な い , 


人 間 聞 係 の 見 どこ ろ 


ら 、 姉 は 線 を 、 妹 は 錦 の こと を 気 直 っ て いる 。 フ ィ オ 
ナ ば 姉 の シン シア に 條 いつ きた い 焦り と コン プレ ッ ク . 
ス を 揚 き 練 け て いた シン シア は 、 た っ た ひと り の 本 
が 邊 分 の 還 直 を 理 角 し な いこ と に 知立 ち を 惑 じ て いる 
上 異 な る 価値 抽 を 持ち ながら 、 な ぜ か 生 妹 は パイ ロッ ト 
と いう 同じ 首 を 歩ん だ 。 食 て いな いよ う で 所 て いる 書 
匠 Neucom シ ナリ オ で は 、 プ レイ ヤー に よっ て ふた り 
せ は 財 し 組織 に 身 を 置く よう に な る 。 一度 は 和 般 し た 締 
狂 だ っ た が 、 や が て 商事 は くる い は じ め た 。 肉体 が お 
る か ら こ そ 自 分 を 臣 し み 、 他 人 を 気品 う こと が で きる 
こと に 、 シ ン シ ア は 気付 く こ と が で きる の だ ろう な . 


上 


UPEO シ ナリ オ 。Genensl Remouse の パイ ロッ ト 業 | 
と し て 柄 究 科 に 歯 半 され て いた 幼い レナ と 。 当 
時 か 5QRDF の エー スパ イロ ッ ト イィ ジョ ン ・ 質 
養 を レナ の 野 代 の 中 一 の な ぐさ め に な っ た の は 
府 人 を 失っ て 伸 の 直 え ない ディ ジョ ン の 存在 だ っ た 
間 下 に ディ ジョ ン を 破 党 し 、 そ の 発言 に 絶対 用 す る 
レナ 。 一 方 、 デ ィ ジ ョ ン ザ レナ に 離 を 四 う た 理由 は 
レナ に 対す る 同 恒 だ っ た の か 、 そ れ と る 他 の 目的 が あ 
ディ ジョ ン の 中 縛 か ら 誤 れ られ た と き 
f れ て いた レナ の 各 情 が 
放流 され る 旦 で る ある 。 生 た し て レナ は ディ ジョ ン 以 
外 の 人 間 に 心 を 全く こと が で きる の が 


| 人 間 関 係 の 見 どこ ろ 3) | 

ンー ミ レス メー コー ュ ン | 
』 Resouse シ ナリ オ 。 湯 去 に 足 こっ た 「 ヨ ー コ 
叶 信 | の 不 想 が 解明 され る シナ リオ 。 出 会 っ た 当 
拉 は 晶 な る 撤 杯 午 、 実央 全 に すき な か っ た ディ ジョ ン 
、 や ダ て 睦 性 と し て 放 意 と 関心 寄せ る よう に な る 
ヨー コ 。 ふた り は や が て 恋人 同士 と な る の だ が 、 ヨ ー 
コ の 研究 内 容 を 希 し た GR は ヨー コ の 本 本 を 回 る の だ 
っ た 。 一 方 、 ヨ ー コ と Genral Resouse 時 代 に 内 僚 
つた サイ モン は 、 ヨ ー コ に 容 か を 好 斉 を 寄せ て い 
百 史 の み が 星 一 の 生き が い だ っ た 理 年 サイ モン の 、 誤 
少な い 束 。 ヨ ー コ が ディ ジョ ン に や を 理 わ れ て いる と 


須 っ た サイ モン に ふた り に 対す る 情 二 や 計 拓 が 芽生 
な か っ た と は 如 侍 し が た い 。 その 真相 は 


w : 


Genx 


ACE CMIBAT3 electrosphere / CHARACTERS 


| Universal Peace Enfarcement ロ rganization 
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ンー 


バー パー タ 


ゴ 7 リ rw:2252 ッ シン 


エー リッ ヒー イェ ー ガ カー 


開 
上 
際 gg 
績 4 | 
Ya 症 
FE ロ 肖 
さ ロ 
KK つ 
粗 
上 
回 


HENA HIRHSE 


レナ に 関わ る シナ リオ 


NICKNAME 
AGE 
HEIeHT 
昌 EleHT 
BIRTHDAY 


PRHFILE 


UPEO ェ エー スパ イロ ッ ト - 攻 和 9 主 で 
Rewource に パイ ロッ ト と し て 入社 。 そ の 人 同村 の 剛力 
計 移 プロ ジェ クト に 参加 。 和 天性 の 仙 気 で 生ま れつ きま 
導 條 な し で 大 隊 の 光 を 洛 び る こと が で き な い と いう 
人 所 さまざま な 奄 国 か ら 「 悲 導 の ヒロ イィ ン 」 と し て 
マス コミ で も て は や きれ る 。 舞 情 な の は あく の 休み 
で コン プレ ックス を 手 え て いる た め 


KEY 山 DRD 


シル パー スト ー ン 病 

し ナ の 内 人 を 鈴 交 春生 まれ つき 大 隔 の を 活 び る ご と 

の で き な い 生気 だ が その 肉体 を 林 う な の よ 

ト の は 天 +9 で 6 ある. 

買 

し ナ の セリ フ に し ば し ば 生 電 する 。 不正 由 を 生活 を いち 

む て いる レナ に と っ て 、 天空 自由 に 交 吾 る 人 の 『 奄 | 

は レナ に と っ て は 身 休 の - 導 で も ある 

避 情 

レナ が 家 に 出さ な い 人 大 と し て の で の ひだ = 本 き は ら 
ー 証 て あえ で 殺 情 を 半 う こと で 偽 つ ぐ こ と を 天 け そい る の - 
放 5tCheo 


帳 
正 
マ 
の 
要 
表 
虹 
表 
3 


フィ ー に 関わ る シナ リオ 


NICKNAME 
A6E 
HEIeHT 169 
MT sn 
BIRTHnAY 2qi6.1.26 


奈 方 時 | 
LEL | 


PRUFILE 


UPEO パ イロ ッ ト 。 表 了 は Cenenw Pesouce よ 部 、 
提 東 馬 で 生ま れ ち 、 休 不 自 由 な い 生活 を 謎 っ て い 

Nevcom 所 属 の 紀 の シン シア に 欧 北 感 と ライ バル 奄 
記 を 斉 じ て いる が 、 ま た 一 方 で 全 を 寮 く 秋 し で もい る, 
円 上 の 反対 を 拓 し きり 、Neucom に 入っ た シン シア に 挟 
傘 し て UPEO に 入る 。 自生 むと コシ プ レッ クス の 友 尊 に 
LO 


KEY 山 HRH 


生 
に フィ ー に つき まとう 人 人 、 あ もい は 寺 か で 、 

に な っ て いる 生計 仙 と いつ も 巡 き れ て きた そ 
し て W6 も し フィ ー タ 時 で 、 シン シア の 時 だ っ た ら 和 は また 
の を いた こと だ ろう 。 [時 を そう ] それ ぢ 邊 た を 仙 けず 
了 い 約 に し て いる の 、 一 で な ん だ か ら 妹 に か な う は ず は 
人 と いう せ え る あら. て の と こち で 和 分 も 隔 っ て き て くれ 
で こと \ 才 て いる 、 また 、 それ る NM0 え の えと は 知ら ちず 


黄 K が わざ わき UPEO へ 入っ つた の は 机 身 の 下 競 の 水 さ 
る ある が 、 拓 へ の 必 午 が 大 き な 逐 回 で ある 。 エリ ラク の 生 
内 と る う 、 箇 た る 還 を る っ て 


4 


NICKNAME 
AGE 1 
HEI6HT 182 
HuEleT 69 
BIRTHOAY 


PRUFILE 


UPEO の 導 滋 パイ ロッ ト 。 平 的 な 宮 で 欠か ら 愛 
れ て 調 ち 、 軍 事 村 に 詳 を お き な が ら る も 軸 い を 評 まな 
い 。 よく いえ ば お っ と り し た 必 格 、 曇 くい えば 事 と か 
れ 主 貞 の 著者 。 後 に その 凶 林 惑 の な きか ら 生 軍 を 生む 
こと を し く 傷 や C こ と に な る 。 侍 信 が な く 挫 双 に 拉 
きれ や すい 。 同 便 の フィ ー ヤ レナ の 鞭 き に 甘 か れ て い 
る が 、 よ た りか ら は 相手 に され て いな いよ うだ 


KEY 山 HRH 


1 る 吉村 を 、 の ん び り 生き て きた エリ ラッ 
中 さえ 抽 時 が な い 。 補い 事実 


きま 訂 介 し た く な いと いう 気 音 ち も ある 

意 

仙 に 好き 、 と いう の で は な い が 、 分 が 到 ま れ や すい 
質 の た めか 、 の 球 い 性 に 莉 あ れ る らし い 。 最初 は フィ 
ー 調 り だ っ た が 、 凌 征 に レナ に も 著 れ は じ め る 


に 】 

革 迫 し た 国 了 状況 に 事 事 較 に 放 を 拓く 如 上 、 吉 争 の 3 
お 子 還 し て わく 事 還 で ある た かー エ リー ク は 件 す 全 を 
で な い 5 し 


<3| ⑨ 


Beneral Hesource LTD. GRDF 


osol 


Beneral ResourcelTD / ensral Respurce nfsnse Force 


ディ ジョ ン に 関わ る シナ リオ 


NICKNAME ディ ジョ ン 
AbE 42 


HEleHT 186 
HElelT El 
BRTHnAY 1997.10.10 


まま た 4.。 3644. 着 


PRHUFILE 


wel Resource 所 訪 和 部隊 [GROF」 の エー スバ イ 
ロッ ト 。42 避 と いう パイ ロッ ト と し て は 高 具 を が ら 、 
記 ま だ に 現役 エー ス の 地位 を 保っ て いる 。 過去 、 
ne Rewource の 研 ス タッ フ の ヨー コ 、 サ イモ ン 
の Mt 生 区 の 氏 内 千 と し て 協力 し て いた 友 導 を も つ 
計 の 負え る 河 去 の ほ が 、 今 の 放 開 を 大 きく 左 お する 
と に な e。 


KEY 山 DRD 


ョ ー コ 
計 つ て の 人 : そし て 、 今 は どす 放 。 愛し きた が ゆえ 
に 。 ヨー コ の を 画 醒 でき な か っ た ディ ジョ ン - 人 の 和 
きっかけ に 、 ディ ジョ ン の て の 中 で ある 注 宣 が みた まる 


ナイ トレ ー ペ ベン 


ディジ ョ ン が 下す る 先生 る | 臣 !、 こ の 時 人 を 
に 入れ る た め に 、 裕 は レナ を 利用 する 


近い り 研究 職人 押 の 所 、 記 人 や 仙 を コ 
タ に 和 栖 す る と いう も の - 柳 さ れ た 人 は 業 た し 


シビ 
人 が 「 デ ラド コピ ー] で ある こと に 気 つけ る の 


<| ⑨ 


ource LTD. GRDF 


_ General Hes 


eneral Resource TD./ pneral Resurce 0efense Force 


キー ス に 関わ る シナ リオ 
NICKNAME 
AGE 3 
HEIGHT 192 
MElGlT gn 


BlRTHnAY 2010.5.19 | 味 廊 時 
@ 政 ( 昌 本 中 


PRHFILE ] 


ロッ ト 。 ディ ジョ ン と の コン ピ 放 は 長く 
き 相 憎 」 と し て 埋 っ て きた 。 性 和 約 に は 

ン と は か な り 異な っ て おり - 価値 杏 る か け 訂 
押 口 だ が 、 前 人 

的 な 人 屋 に は 放 溢 だ 

と ん 価 用 する と いう 半 


KEY 山 ロ RH 


NICKNAME 
ApE 
HEIEHT 
ME 
BIRTHOAY 


PRHFILE 


NEU 放 本人 憶 の エー スバ イロ ント 。 UPEO の フ 
ィ ー は 後 女 の 多 。 一 度 は 了 と 同じ Generat Resouwce 
に 入社 する が 、 人 的 を 内 や 后 に 反発 し 、General 
Hewource と 対立 する Neucom に 秒 央 し た 。 如 狗 の な い 、 
人 生 、 抽 本 な 宣 貯 、 そ し て 自重 移 で ある た め 、 エ 
リー ト 草 族 生 以上 に 少く 、 無 いる の ね だ り で 農 全 を 
ー 馬 を 6 もっ. 


KEY 山 HRH 


人 に め だ ね る こと が 、 還 た し て 直 価 め ら の 『 共 で まる と 
いえ る の だ ろう か 2 


長 発 や 

有人 を 参 し よう と し な い 放 へ の いら だ ち 。 天 生得 す 
る シン シア の 購 還 を 人 的 」 と は ける の は 旬 た 。 し か 
し 礎 婦 を 時 いや る 所 持ち まで 埋 た を シン シア は 生生 の 表 
攻 る に 気づい て いな いと いえ る 。 ー 
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Generml Resource の 生理 学研 究 ス タッ フ 。 替 人 = 
ディ ジョ ン と は 電 原 人 天 内 の 記 容 と 半 寺 を と いう 

- 信 い ら 始 まり ご 基 に ディ ジョ ン に 革 の れ て いつ た = 
や が て ヨー コ の 研究 成果 は 名工 を る の と General 
Resource の 上 履 部 で 和 断 され 、 条 害さ れる 
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か つて Gem Resouroe の 末 輸 に つい て お り 、 サ イモ ン 
本 フル ー プ に Naucom 訂 拉 を 福 席 し た 反 生 を も つ - 


その 叶 析 ちる Neocom 机 本 を 還っ だ が 人 に 走 うた 
研 た ち に よっ て 還 目 され た 。 General Reeouce の 和 
青 ナ シメ ント に 教 わ れ UPEO に 出向 する 
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UPEO の 代 家村 員 。General Resorce と Neucom の 汰 立 
の 介入 を 、- 疾 し 合い と いう 笠 的 角 湊 で 望ん で ちり 


し が で きる 村人 で ある こと は 間違い な い 


丹念 に 描き まこ まれ た 「 エ ー ス コン バッ ト 3]」 の 立役者 
た ち 。 ラ フス ケッ チ に は 普段 は 見 られ な い 私 服 姿 や 、 
表情 まで が 細か に 設定 され て いる 。 
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著 三 世界 に 迫る ! 


ガー 本 幼 で は 大 り まく せな か 
Em スコ シバ ッ ト 3 エレ 
2 トロ スフィア ] の 介 界 を より 
一 下 時 し く 辻 る た め の ビ デオ 。 ゲ 
中 の ムー ビー や 痢 面 に 、 本 
転 掴 の ムー ビー 味 像 を 2 
革 委 され た 、 オ リ ジ ナ ルビ デオ 
スト ー リ ー と な っ て いる 


エー スコ ン パ ッ ド 3 エレ クト ロス フィ ア 公式 ビデ オ 
この ビデ オ は ソフ ト 記 第 の に 8 上 に 保夫 きれ た < 誠 ム 中 で は 引導 し に くい 、 各 企 業 
定 を 、 玩 し い 叶 像 と ナレ ーション に よる 圭 四 世 で 槍 。 そ れ ら 科 屋根 の 作柄 デー タ 
で 還 し く 知る こと が で きる 。 ま た 本 締 と 、 未 彼 豆 わ ア ミ メ ーション を 使用 じ て の オリ ジ ナ 


ルム ー ビ ー は な か な か 楽し め る 。 レ ンタ ル 店 な ど に も 基 い て ある の で 界 堆 に ハマ っ 
方 は 控 し て みて は どう だ ろう 
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ACE COMBAT3 
electrosphere 
作戦 分 岐 図 
作戦 は 全部 で 52 あ り 、 ス トー リー の 分 寺 に よっ て 3 つの エン ディ ング を 見 る こと が で きる 。 そ れ ぞ れ の エン ディ ング 
は 、 他 の エン ディ ング と 密接 な 関 り を 持ち すべ て の エン ディ ンダ を 見 る こと で 、 全 体 の スト ー リ ー が 詳 か び 上 が っ 


くる 人 組み に な っ て いる 。 分 野人 作 は 作戦 に より 殿 な っ て いる が 、 主 人 公 が 他 の 団体 に 秒 逢 する 分 氏 と 、MM じ 団体 
内 で 次 に 行なう 作戦 が 変更 きれ る 分 に 分 ける こと が で きる の で 、 同 違え な いよ うに 注意 し よう 


プレ イヤ ー が 恒 貞 欄 バ イロ ッ ト 


へ の 移 央 イベ ント が 発生 する が 、 
それ を 揚 天 する と 、 こ の | 
の エン ディ ング を 池 え る こと に 
な る だ ろう 。 
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クラ ー ク ソン 代表 と フィ オナ を る と 條 むこ と に 
する ルー ト 。 セ ネ ラル リソー ス の ルー ト と 骨 じ よ 
うに 、 和 笠 で ロボ ロメ へ の 隊 机 イペ ベン ト が 革 
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SELF AWARENESS 


fESSTANCE [クー テ ター の 


ロム の 藻 状 奏 は 限 軸 に 補 し 、 つ 
行動 人 半生 ee 


で た め Univeral Peace Lo 
mcnt Ormanization(UPEO) 所 峰 の 特 史 人 部 隊 SARF 
い ー に 出動 の 重信 計 
人 と 叶 方 休 空 や O 日 合 人 避 中 その 他 の 和 倫 涼 FOB 全 地上 の その 人 の 生 。 回 NONTARGET 
使用 可能 自 機 。EFsooog uo 
味 廊 機 了 p: こ 
攻撃 可能 機 ps 
非 攻 机 対象 
1 ー 


その 他 の 央 ] 


ショ ン な の で 、 凍 林 の 名 も 少な く 失 縮 
旋法 や 攻撃 方法 を 身 に つけ る の に 最適 を マッ プ 。 ま す は 
義 林 の 化 方 に 回 り 込 むこ と 、 ミ サイ ル 発 綱 の タイ ミン グ 
放 芝 える こと な ど し て お きた い 。 ま た 村 挫 が あ 
た な ら は 林 多 の 練習 を し て お く こ と も 大 切 。 こ の マッ 
プ は ミサ イル を 使用 し て いれ ば クリ ア す る こと が で きる 
が 、 今後 の マッ プ で は 人 多 で し か 破壊 で き な い 目標 も 出 
諾 する た め だ 。 ミ サイ ル に 機銃 を 億 用 する こと で 、 ミ サ 
イル の 再 頃 時 間 も 有効 利用 で きる 


/ 


_ UNEPOINT 


AUVICE 


BI て いな いう ち は 提 包 を 応 う こと の 吾 し い 。 し か し 林 
人 を 使い こなす こと で 縮 に 運 成 束 を 上 げ る こと が で き 
で よう に な る の で . どの マッ プ で も 引 和 を 時 ん で お く よ う 
し た い 。 ま た スト ー リ ー か 通 ん で 商人 な 本 
で きる よう に な る と 項 い 玖 投 カ の 職 鐵 が 使え る よう 
iMHN 力 や 生研 を あら か じ め 忠 振 し て お こう 


この マッ プ に 出現 する 目標 は ニュ ー コ ム の 検 送 邊 501 

この 内 送 探 は 機体 が 非常 に 大 きい た め 動 き が 鈍い 
浴 ミ サイ ル を 2 発 命中 させ れ は 設 宣 する こと が 可能 だ 
が 、 こ の マッ プ で 侍 用 で きる 桂 体 は ミサ イル の 也 数 が 
少な いも の が 多い の で 、 時間 の 短 給 を 目指 す な 6 は 移 拓 
攻撃 は ミサ イル を 使用 し 、 そ の 和 機 久 で 攻撃 する と い 
い 。 ま た 栖 体 に よっ て ロッ クオ ン 可 能 な 試 変化 する 
が 、 禁 体 の 洲 方 に どれ だ 接近 すれ ば ロッ クオ ン で きる 
の か を 感 的 に つか ん で お く よ う に し た い . 
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し し ーー エコ 


アウ ARE の ーー 


ゼネ ラル リソー ス の 艇 空路 に 対し て 。 ワ イア ボロ 山林 に ある 
2 の 大 地 か ら 妨 間 各 が 発 せら れ て いる こと が 刊 
し た 。 こ の こと が 新た な 紛争 の 火 粒 に を る こと を 防ぐ た め 、 
電波 区 枯 地 を 成 壇 す る こと が 決定 し SARF の 
対し て 出生 命令 が ド っ 


信昌 人 と 方 本 宮本 人 婦中 その 他人 上 の 時 計上 の その 他 の 起 。 四 NONTAHGET 


使用 可能 特 機 Erzoooc. Mos EC 婦 


味方 機 So-37 (レプ )、 EF2OOOE (フィ ー)。EF2OOOE (エリ ッ ク ES 
攻撃 不可 能 要 に 1 
非 攻撃 対象 機 0 革 一 了 還 で 反 了 
人 機 = 計 


初 の 6 上 攻撃 を 含む だ 。 ま ず 補 中 で 上 人 と 運 
通す る が これ は 目標 で は な い の で 、 時 間 が な い 電 人 
無視 し て し まお う 。 弟 探 の 北 を と る こと は 秀 単 な の 
で 、 休 格 が あっ た ら 机 難 し て お く と 地上 攻撃 に 集中 で き 
る 。 また レナ や フィ ー な どの 同僚 が 角 欄 を 撃 し て くれ 
る こと も ある が 、 あ まり 当て に は し な いで お こう 。 人 げ 
る 届 尼 を 深追い し て 作 符 領 域 か ら 凍 脱し て し まわ な いよ 
うに 注意 する こと も 大 切 だ 


レー ダー サイ ト を 8 人 破壊 する こと が この 作 埋 の 目的 だ 
レー ダー サイ ト の 周り に は 可 続 や ミサ イル 夫 台 が 設置 
れ て いる こと も ある の で 、 先 に これ ら の 族 設 を 破 幸 し て 
お いて か ら 、 目 本 を 攻撃 し て お く と 落ち 若い て 担う こ と 
が で きる 。 特 に 地上 攻撃 の 場合 は ター ゲッ ト の 切り 替え 
タン を 使用 し て 、 ミ サイ ル を 発 身 し た ら すぐ に 次 の 目 
本 を ター ゲッ ティ ング する と 効 素 的 に 倍 壊す る こと が で 
きる よう に な る 


の 日 帆 を すべ て 信二 する こと が で 
上 に 進む こと が で きる 。 弟 二 2 軸 で 
半 ぐれ た 目 本 も 出現 す る の で 、 旋 民 を 語 


サイ ル を 介し て 
二 下 の 之 記 が 
に 才 交 し て し ま 
使用 し て 吉 度 を 下す よ 
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箇 に ぶつ ける つも り で 
ィ ジ ョ ン 化 と の ラン デブ ー で 論点 を と る た の め に 必要 な 
は 、 接近 し て 失 け する こと だ 。 その た め に の 要 な の は 
放 員 人 と 放 加 作 だ が 。 ディ ジョ ン 酸 が どちら の 方 向 に 
の の を 知る こと も 下 要 に な る 。 ディ ジョ ン 欄 は 一 定 の 
RG バタ っ て 飛ん で いる の で 、 そ の コー スズ を 
えて 、 人 価 の 男 な る よう な 気持 ち で 飛行 する よう に し よ 
3。 析 体 の 性 能 は ディ ジョ ン 尼 の は うか い の で . 同じ 
コー ス を る の で は な く 、 シ ョ ー ト カッ ト も 加 う と いい い 


ONp3 / ENTER ロ )SIDN 


まず は セ ネ ラル リソー ス の ディ ジョ ン 村 と の 折 行 
この 訂 符 で は ディ ジョ ン 恨 接近 し 追 属し て いく こと で 
得点 を 則 る こと が で きる 。 ディジ ョ ン 機 は 速度 が 速い の 
で 自選 択 の 場面 で は 、 最 高速 が 連 い 林 体 選ん で 
お く と 高 得点 を 取り や すい 。 次 の 肌 村 は 空中 射 区 だ 。 空 
る 3 機 の デコ イ を 機 多 で 破壊 し 、 そ の あと 地上 攻 
る 。 デ コイ は 彼方 か ら 追尾 し て 直線 状 に な ら . ぶ と 
3 介 続 で 破壊 する こと が 可能 。 タ ワー を 破壊 する 地上 
攻撃 で は 、 地 上 に 拓 突 し ない よう に 注意 し よう 


ニュ ー コ ム の 内 送 像 か ら 投 下さ れ た コン テ ナ が 目 栖 。 コ 
ン テ ナ は 弟 下 章 を 使用 し て いる た め 、 障 下 辻 は 比較 


ゆっ くり だ 。 ま ず は コン テ ナ を 投下 し た 輸送 提 を 破 寺 、 
その あと 山 囲 を 飛行 し て いる 座 箱 機 を 排除 し よう 。 コ ン 
テ ナ は ほとん どー 直線 上 に な っ て 陸 下 し て いる の で 、 


ちら も その 古 胡 線上 の を 折 行 する と 無 駐 なく 代 壊す る こ 
と が で きる 。 万 が 一 撃ち も らし て し まっ た と き に は 、 施 
回 行 で 目標 を 信 わ な いで 一 気 に 肌 し て か ら 杏 び 接 近 
し た ほう が いい 。 


戦 生 動 分 固 図 


串 oz> 


張り ず の 上 岩 


時 の 安 台 は ニュ ー コ ム に よっ て 昨 で 破 ら れ た 
の 沙 上 穫 和 秀 店 スガ フロ ー ト に ニュ ー コ ム の 血 胡 が 介 細 
! と の 情報 が 入る 、 ゼネ ラル リソー ス を 制 吾 し 紛争 を 演 化 さ 
せな いた め に も 。 これ コム の 尼 動 座 お よび 護 和 戦 
周 要 部 際 を 失 際 し た けれ ば な ら な い 。SANP の メン バー は 
艦 際 が 人 当 史 が 敬う 前 に 先 宙 攻 没 を か ける 
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海上 移動 導 市 メガ フロ ー ト と 


目 醒 と な る R-201 は 攻撃 近 な の で 、 空 中 織 風 の 能力 は さ 
現す る 池 様 も 当 揚 な の で 少々 て こ ず る か も し れ な と く な い 。 その た め 有 に 到 浴 を と る こと が で きる 
メガ フロ ー ト 上 に は ミサ イル 及び 久 の 交 台 が 役 填 だ が R-101 は 理 頁 像 な の で 導 回 能力 も 高め 慣れ な いう 
て いる た め 、 む や み に 近 づい て し まう と 、 ダ メー ジ を 受 ち は 硝 人 接 を と る の に 苦労 する と 思う の で 、 ロ ッ ク オ ン を 
ける 可能 性 が 高い 。 租 と の 較 聞 は バカ フロ ー ト 上 空 を し た ら 早 め に 攻撃 する よう に し た い 。 自 午 の 度 が 遅い 
避け で 行なう か 、 次 台 を 先 に 潰し て か ら 行 お う 。 と くに は ロッ クオ ン で きる 距 区 に 反 近 する まで に 時 間 が 
ミサ イル 交 台 は 強力 な 追尾 ミサ イル を 放っ て くる と も ある の で 、 ス ピー ド が 速め の 香 交 を 選択 
油断 し て いる と ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 ま た 民間 栖 に し て お きた い 。 連 科 度 の 遅い 箇 下 離 ミ サイ ル が 計 代 で 
攻撃 仕掛け る と 達成 度 が 低下 する の で 注意 し た きる F/A-18U に 指 乗 する の も いい 


の ミッ ショ ン で は 初め て 朋 坦 する 。 女人 
サイ ル 夫 台 か 置 さ の に 
CARRIERJ な どの る 前 に つい 


一 で 吉 太 す る こと が で きる 。 骨 和 の 攻撃 に 需 れ て きた 
5 他 の 電 面 で の 地上 改 洪 の た め の 叶わ て 答 計 や 
ミサ イル を ー つ ずつ 油 し て いく 奴 四方 法 に 切り 前 えて み 


よう 。 記 補 か ら 名 降下 し て 昌 軸 する 記法 も 和 の 区 撃 を 
必ず る の に 有効 な の で 拭 
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ュー コム の 航 定 基地 に 対し て 仙 攻 を 開 知 し た 栓 様 だ 。 ニ 
れ 以 上 の 戦 園 の 丹 た を 防 リソー ス の 部 際 
が ロム を 補 ら な けれ SMF の メン バ 


に 対し て 出動 命令 が ド き れ た 
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で ネ ラ ルリ ソー ス の 松樹 部 障 GRDF と は は じ め て の 台本 
で まず は 基 本 通り 前 便 の 衣 後に 回 りこ ん で ミサ イル 攻 
琶 を し よう 。 た だ し 日 標 と を る F-15S/MT の ほか に F- 
18XA 出 下 す る の で 、 手 間 取 っ て いる と 第 二 交 攻撃 を 
れ な く な っ て し まう 。 手早く 上 付け よう 。 ま た 全 格 が 
あっ た ら 、 味 方 で ある ニュ ー コ ム の R-201 か 琴 台 さ れ な 
いよ うに 掴 座 し て あげ よう 。 今回 は 地上 攻撃 の な い 補 中 
還 だ け の 作戦 な の で 、 和 補 能 力 に 優れ た 電 此 に 指 業 す 
きよ うに し よう 


この 尼 体 は 大 晶 の 示 を 描 載 する こと を 日 的 
と し て 作ら れ た た め 、 島 動 性 が 低い 。 角 住 に 回 っ て ミサ 
イル! 必 軸 を 行なえ は 障 昌 に 机 詳 で きる だ ろう 。 クー ゲッ 
ト が 大 きい た め の 倒 も 当て や すく 、 ミ サイ ル と 便 用 す 
ji ば さら に 坦 叶 間 で 破壊 で きる 。 た だ し 上 商 の 旨 低 と 

て F-16XF が 出現 する の で 、 場 機 に 気 を と られ て 背 
計 に られ な いよ うに し た 。 で きれ ば 先 に 護 親 の 共有 人 
雇用 洲 し て か ら 、 電光 機 を 料理 に か か ろう 


F 16XA と F 16XF は 信 半 っ た 介 体 ナン バー だ か 、 性 
釣 に は 大 きく 違っ て いる 。XA タ イブ は 対地 遇 態々 
視 し た た め 、 林 動 カ や 角田 カ が や や XF に 才 り 
や や 間 手 だ 。 一 詞 X ド タイ プ は 人 中 間 の 能 
補間 柳 タイ ブ で 、 訂 衛 な と に つく こと が 多い 。 ミッ シ 
人 場 する 電 抽 人 は それ ぞ 目 的 別に 和 間 し て 
の で 、 前 本 の 人 角 を 細 し て お く と 果 的 な 方 
が で きる よう に な る 
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SARF の メン バー の 話題 に より 
コム の 所 突 は M 選 され た 分 戦 伴 滞 で ゼネ ラル リン 
ス の 値 記 人 が 座 認 され 、 そ の 行 勤 の 真 奄 を 墜 か め る た め 
レナ と プレ イヤ ー に 対し て 出動 命令 が ド っ た スト の 
由 社 の 対立 を 避け る た め に も 。 麻央 に 休 機 の 日 的 
い め な けれ ば な ら な い 
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戦 問 へ リ を 肌 鐘 す る 
で 人 する 船 は 人 株 を 欠け ば 、AHLB6B と 
ハリ コブ ター の み だ 。 この 抽 笛 ヘリ は に 
5 ら を 必 副 し て くる の で 、 ロ ッ ク オン が 可能 な 還 
ら 水晶 く ミ サイ ル を 発し て 撃 講 し た い 。 重力 も 
の な の で ミサ イル が 一 千 中 すれ ば 確実 に 六 壇 する 
た だ し ヘリ コ プ タ ー だ け あ っ て 吉 和 動 で こ 
イル を 回 廷 する こと が よく ある の で 、2 発 くら 
イル を 撃っ て お いて も し し V だ ろう 


この ミッ ショ ン で は 、 高 度 が 高 す ずる と 当初 の 目的 で あ 
る 偵 南 機 の 行き 先 を 確認 する まえ ショ ン が 終了 し 
し まう こと が ある の で . 凍 し た い 。 た だ し 遅 す ぎる と 
慎 李 機 を 見 失っ た り 、 失 達し て 水面 に 激突 し て し まっ た 
容 基地 は 3 区 所 に ラン ダム で 出現 する の で 、 債 束 機 より 


目 栖 攻 略 


この 人 埋 で 目 絡 と な る 秘密 基地 が ある 洲 谷 は 、 円 の よう 
を 形 を し て いる た め 1 回 目 の 攻 撃 に 失敗 し て も 放 回 し て 
再び 攻撃 で きる 。 た だ し 水面 と の 距 訣 が わか り い の 
で 、 高度 財 を よく 見 て お か な いと 光 突 し て し まう こと が 
ある 。 ま た 志 度 を あげ た いな ら ば 、 泊 谷 を 通過 中 に 出 
全う 和 尼 は 確実 に 朗 詳 し 、 秘 記 基地 に 保 入 し た と きも 
岐 価 や オイ ル タ ン ク 、 高 避 秀 を 遼 し て か ら 、 基 地 を 場 
界 す る よう に し た い 。 も し る 信 記 揚 を 見 失っ て し まっ た 
場合 に は 、 レ ー ダ ー を よく 見 て 追い つこ う 


戦 ・ 還 行動 分 名 


で ネ ラ ルリ ソー ス の 春 基 地上 つけ 糖 局 し た プレ イヤ 
レナ か ら 絡 が 入る 。 自分 に と っ て と で も 大 切な も の を 控 jpe Ge 
す た め に 人 公 に - 締 に 米 て 欧 し いと いう レナ 。 レ ナ 
常に 重 吹 を も の と は いっ た い 何 な の か 。 ド 人 公 
と も に UPEO の 基地 か 
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ミッ ショ ン 攻 略 
で 下 が ス ター ト す る と 自分 の 失 作 で 起 座 を す 
寺 ま る 。 則 了 の 撮 作 は 簡単 で 


を 粘 え た あたり で 方 向 キー、 を ステ ィ ッ ク を 下 
いな け だ 、 間 直後 に 基地 か ら 藻 人 連絡 が 入り 
まま レナ に つい て いく か 、 基地 に 委 選 する の か の 選択 を 


れる こと 
つい て 科 
方 向 に 鐘 行 し よう 
人 香 が 変わ っ て 


な る 。 こ の 作戦 を 続行 する なら レナ の あ 
、 基地 に 放 財 する な ら ば 族 回 し 
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この 尼 人 は 抽 し て 目 人 
また レナ も 下位 され る こ 


自分 の 前 は 自分 で 


間 度 を 上 げ つ つ 、450 


AF-117X た て 旋回 や 攻撃 


は セ ネ ラル リン 
枯 価 は 休 交 だ け あ 


け あ まり 高く な い 


だ ろう 。 た だ し 作 寺 間 が 夜 な の で 、 こ の 慣 体 を 
目視 で 確認 する こと は 難し い 。 レ ー ダ ー の 光 点 を よく 見 
導 f 位置 を 確認 する よう に し た い 。 弟 二 次 攻 


で は 渕 控 の 人 摩 が 
対地 攻撃 を バラ 


する 。 こ の F/A-18 1 は 制 
な す 機 体 だ が 、 全 体 的 


* ス ょ く 


人 能 は あま り 高 く な 


上 名 の 旭 行 記 明 が 怖い 
い 細 商 挟 因 を 搭載 し た 飛行 般 を アク モル 

記 に 授 り こん だ と いう こと だ 。 も し ぁ も 飛行 般 
く の 上 民 が 打 牲 に な っ て し ま 
に SARF の メン バー に 出動 命 人 が 下さ れ た 
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計 生 般 の 出現 位置 は 3 箇所 の 中 か ら ラン ダム で 決定 され 
その 凶行 経 務 に は 建造 物 が 夏 っ て いる の で 、 飛行 
斉 ぶ つか る 前 に その 夫 物 を 破壊 し な けれ ば な ら な い 。 ま 
その と き 随 行 か ら 元 れ す ぎ で いる と 、 目 標 と し て 認 
放す る こと が で き な い の で 、 飛行 粗 か ら 悪 れ す ぎ な いよ 
た い 

も 飛行 を 攻撃 し 、 破 壇 し て し まっ た 場合 に は 、 そ 
時 点 で 作 笠 拓 敗 と な っ て し まう の で テロ リス ト が 憎く 
6 攻撃 し て は な ら な い 


と な る 巡 狼 物 は は ぼ ー 直 線上 に な らん で 建っ て い 
あたり 判定 は 大 きめ な の で ミサ イル 、 禁 鐵 の どちら 
や 届 机 する こと 簡単 だ が 、 近 つき すぎ て 箇 突 し な い 
癒し よう 。 ま た 破壊 し た あと 上 部 か ら 落下 し て 
る 残 炎 は すり 抜け る こと が 可能 な の で 、 残 替 を 選 け よ 
て 、 他 の 陳 害 物 や 地面 に 激突 する よう な こと に は 
斉 う な いよ うに し た い 。 建 然 物 を 破壊 し た あと に は 、 不 
計 き し た 了 行 か ら 高速 舶 が 出現 する 。 こ の 高 表 は 
謀 が 強力 な の で 中 嘘 租 か ら ミ サイ ル で 破 一 し よう 


ト 人 0 百 は ラン ダム で 決定 され る た め 、 作戦 ま 
で 不明 だ 。 ま た 目 蛋 と 同じ 形 の 作物 が マッ プ 上 に 多 衣 

て いる か 、 目 箇 外 は 語 二 で き な い の で 注意 し た 
も し 目 醒 と それ ら 雑 物 の 父 別 が つか な く な っ た 場 
て レー ター と マッ フ 画 面 で 
20 が に 近い 昌 合 に は 、 連 
まう こと も ある 
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バー ク 可 令 か ら 橋 筑 の 作戦 人 


ネ ラ ルリ ソー 
ー 誕 クラ ー ク ソン 代表 を 講 術 する と だ 機内 の 
証 術 と し て フィ ー が 還 行 し 、 プ レイ ヤー と エリ ッ ク が 機 外 の 


任務 に あたる . 護 術 の 人 数 の 少な 
と と も に 人 公 は 出山 する 


いた 。 今 軸 の 人 E 務 は ゼ 
ー コ ム の 偽 戦 定 の 調 休 の た め レイ ニ 


次 を 抱く エリ ッ ク 


人 人 と 本 の 昌司 人 人 尽 そ の 他 の 直人 よ の 日時 地上 の その 仔 の 
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UNE PUINT A 


空中 給油 

ご FN の あと に は 空中 結 を 受け G け TI ば な ら 4 な 補 
二 革 の コツ と し て は 、 ま すず 時 油 の 必 部 を まっ すぐ 
庄 し 、 を 上 げ て ゆっ くり と 近づい て いく 。 そ し て 褒 
記 軌 の 下 か ら す くい あげ る よう に 提 衣 す る と うま く 周 名 
二 け る こと が で きる 。 こ の と で 連 肛 が 辻 す ぎる と 矢 販 
に て し まう の で 、 エ アプ レー キ で 本 鍵 し よう 。 ど うし て も 
まく で な いと き に は 、 ス ター ト ポ タン で 自生 9 に 結 和 
主 け る こと が で きる 。 


MISSION 09 / SCYLLA AN CHARYBDIS 


今 四 の 作 其 で は クラ ー ク ソン 代表 の 乗っ た 専用 絆 を 守る 
こと が 任務 だ 。 セ ネ ラル リソー ス の ディ ジョ ン ら の 攻 机 
を 乗り 切る と 、 大 き な 分 怒 が 出現 する 。 こ こ で R-101 と 
専用 栖 の どちら を 本 難 す る か に よっ て スト ー リ ー が 大 き 
く 列 れ て くる の で 、 自 分 の 信じ る 道 を 選ぶ よう に し た 
い 。 どちら の 村 体 も ミサ イル 一 発 受 卒 する こと が で き 
る の で 、 や り 直 し は 効か な い . 


目 栖 攻 略 一 一 


副 攻 撃 の 目次 は セ ネ ラル リソー ス 製 の 戦 撃 
『/Ar32C だ 。 こ の 居 体 は 汎用 性 る 高く いろ いろ な ミッ シ 
ョ ン で 多用 され て いる 。 導 回 性 能 や 攻 軸 性 能 も それ な り 
に 高い の で 、 衣 後 を と る の に 少々 苦労 する か も し れ な 
い 。 そ うい う 電 合 は 目標 が 自 林 の 正面 を 横切る よう な 形 
の と き に も ミサ イル も 発 財 し て みよ う 。 そ の 回 選 行 動 に 
よっ て より 有利 な 位置 を 占め る こと が で きる 場合 が ある 
か ら だ 。 ま た 各 林 を 追尾 する こと に 夢中 に な る と 謙 条 対 
銀 吾 さ れ て し まう の で 、 離れ すぎ な いよ うに し た い 、 


クラ ー タ ソン 代表 と フィ オナ を 突っ て し まっ た SARF の メン 
バー 果して 破 ら は 本 当 に スパ イ だ っ た の だ ろう か 。 そ 
中 、 ゼ ネ ラル リソー スズ の 飲 軍 基地 に 賠 か っ て ニュ ー コ ム の 戦 
軸 部 隊 が 出 届 し た と の 情報 が 入る 。 クラ ー ク ソン 代表 の い 
な い 分 貞夫 の 人 に 條 め を か ける こと が で きる 人 物 は 


も SNRF の メン パー は 出撃 する 


NEig 本 PO 昌司 人 その 人 の 


NoNTAHceT 


使用 可 能 自 提 ココ aex EN 

味方 灯 ェ リ ッ ク Hop 
攻 撃 不可 能 機 Tr 
故国 錠 

届 本 ニーーー 


sed 問 ES 


RT311 は 度 が い 反面 、 旋 回 性 能 な ど が 低い た め 、 自 
長 の 度 が け れ ば 簡単 に ロッ クオ ン し て 最 藤 す る こと 
が で きる 。 た だ し R-311 の 宮 度 が 自 標 よ り も 速い 場合 に 
ロッ クオ ン が 可能 な 下 区 に 接近 で きる まで 時 間 が か 
か っ て し まう 。 そ うい う 場合 は 他 の 目標 を 先 に 破壊 する 
よう に し た い 

高度 で は こち ら の 赤 動 性 も 低下 し 、 攻撃 に 有利 な 地点 
を 占め る の は 難し い 。 で きれ ば こち ら が 自由 に 避 行 で き 
る 黄 度 まで 隊 り て か ら 空 中 旨 を み た い 


NTERTMUINE ロ 


目標 攻略 


作 夫 の 長 初 に 出現 する 日 字 は ニュ ー コ ム 製 の 最新 
この 居 体 は 拉 革 の R-311 を 李 休 下面 に 課 し 作 
締 す る こと を 目的 に 開発 され た 。 つ まり この 
胡 価 を 破壊 する こと で 第 二 交 攻撃 で 出現 する R-311 の 答 
吉 を より 少 を くす る こと が で きる , 

融 度 を 抄 行 する た め 自 標 の 機動 カ る 低下 し て し まう 
が 、R-S31 は 連 度 も 遅く 訟 回 性 能 も 低い の で 1 回 ロッ ク 
オン すれ ば 衝 単 に 撃 す 
1 昼 で も 多く 破 潮 する よう | 


が け よ う , 


「 PE 


NE PUINT AHVICE 
通 成 度 を 上 げ よ 


ショ ン で 成 放 を 上 げ る た め | 
で は な く 作 電 放 了 ま で の 絢 隊 を 如く する 必要 が 
の た め に は HL-3 1 1 が 切り 散 さ れる 前 に すべ て の RL531 
や 戦隊 し て し まお う 。 度 で の 昌 員 は 誠 回 穫 力 が 作 下 
する た め 利 いづ らい か 、 水 で 自 層 の 遂 度 を 二分 に 
上 げ て か ら 一 気 に 上 昇 し て 、 ロ ッ ク オ ン す る よう に すず る 
と 比 朱 に 撃 護 で きる 。 ス トー ル し た 坦 合 に は すぐ に 
胡 前 を 下げ て 台 生 を 也 り 戻 そう 


戦 上 行動 分 絆 回 


om EE 


> プ 星 を 目指 す 光 rareare 


ギ ネ ラ ルリ ソー WI 開 信 基 地 に 対し て 攻 胃 
を 開始 し た 。 どう や ら シ ャ トル 打ち 上 け の 区 を つい て の 作戦 
の よう だ 。 ニ ュー コム か ら の 抑 接 枝 語 を 受け た UPEO は 
SARF に 出動 全 公 を ド し 宇 誠 地 の 防 雇 を 命じ る 


人 mmcu 人 Ro 全 人 人 ゆ その 公介 き 上 の 時 〇 きよ の その の 還 NONTARGET 


使用 可能 邊 江 
味方 機 

攻撃 不可 能 機 
人 攻撃 対象 
配 織 


末 2000E。 MG 33、 PA 18U、 に 16XFU、R1O1U、 FR2O1U、 8037 [scrsna 】 
se.37 (し )、 se37 エリ 22 RE 
EESTI 
Fe2C (ティ ョ フ 
CT 


0 アン トリ オン 


ANruoN 


Pscxa 


上 所 点 圧 用 尼 体 アン トリ オン と 訂 の 旨 林 隊 か 
ら 宇 軍 開発 地 を 守る の が 今回 の 任務 だ 。 アン トリ オン 
旧 ミ サイ ル で ロッ クオ ン が 可能 な の で 、 空 中 で すべ て 撃 
至 す る よう に 心がけ よう 。 ま た 野 数 を 俸 ば し た い 湯 合 
に は PA-32C も 可 叶 し た い が 、 こ の 機体 は な か な か 角 
を と る チャ ンス に 耳 ま れ な い 。 慣れ な いう ち は ア ント リ 
オン を 全 流 させ る こと を 最 便 先 で 考え よう 。 余 挫 が あっ 
よら 大 型 尼 C-17B も 曳 し て お こう 。 


ーー 


上 禁 と な る アン トリ オン は 空中 で は 楽 な ター ゲッ ト だ が 、 
電 上 に 着 際 する と 少々 や っ か い だ 。 空中 で 効 約 に 破 寺 
する に は ロッ クオ ン の 切り 奉 え を うま く 利用 し た い 。 ミ | 
サイ ル の 発射 拡 に ロッ クオ ン の 切り 愉 え を 行なっ て も ミ 
サイ ル は 目 李 に 向かっ て 飛ん で いく の で 、 生 早く 切り か 
える こと で アン トリ オン を 連続 で 破 する こと が で きる 。 
の た め に も ミサ イル 講 間 数 の 多い 機体 を この ミッ ショ 
シン で は 選択 し て お きた い 。 な お アン トリ オン が 基地 する 
当 必 度 は 最低 に な っ て し まう の で 注意 し た い . 


SSI ロ N 1】 / REACHING FOR STARS 


。 。 QNEPINTAIVICE 


C-17B を 琴 了 す る 


-17B は ゼネ ラル リソー ス 遇 の 大 了 送 擬 だ 。 お そら く 
アン トリ オン は この 無体 か ら 投下 され た と 考え られ る 。 そ 
の に めこ の 尼 は 沿い 人 を 飛行 し て お り 、 す ぐに 作 明信 
蝶 か ら 次 層 し て し まう 。 こ の 艇 体 を 硫 填 し た い の な ら ば 
人 人 党 と と も に 系 時 く 光度 を あげ 、 レ ー ダ ー と マウ ブ 
を 全 用 し つつ 人 必 す る よう に し よう 。 志度 の た め に 怒 
計 を 他 ば し た いと き に は 、 い い 獣 物 な の で 通さ な いよ 
うに しょ う 。 


分 岐 回 


っ 
ツァ ニ ユニット 礁 回 


ゼネ ラル リソー ス に よる ニ 
今度 は UPI 


了 い だ の も つか の 岬 
いた 


で いた の か 、 す べ て は 謎 


コム 定 開 革 基地 へ の 攻撃 を 
0 が 柏 秘 に 研 光 を すす めで 
ッ ト が 何者 か に よっ て 鶴 取 され た 。 存 わ れ た : 
ト と は 何 な の か 、 た ぜ UPEO が それ ほど 陳 須 た もの を 保管 し 
名 まれ た まま SARF は 出動 する 


Ammcw カ 人 wwomm Apet の GoW 仙 SEOW 〇 LOS の SOm 


使用 可能 自 機 。 ersoooe wc.ss. 
味方 機 Su37 (し ナ 
攻撃 不可 能 要 

非 攻 軸 対 象 機 。 ム rna 


FlBxFu_ Rion 


Reo1U. su37 


昌 NoNTARogr 


その 他 の 前 


UNE PUINT_AHV 


理 形 機 を 撃 し よ 


の 第 機 と し て 多数 の 向 が 出 因 す る 。 軍 度 を 上 
げた い 則 合 に は これ ら を すべ て 撃 補 し よう 。F/A.32C は 
区 だ の 用 性 も 高く 、 千 れ な い 叶 体 だ 。 ま た ご 
ちら の 移 時 し た ミサ イル を 回 選 す る こと も 多 し の で 、 三 
サイ ル を 轄 時 昌 し た り 条例 併 用 する な ど し て 末 し 
で し まお う 。 列 を 馬 っ で いる と き に 上 空 か ら ロッ クオ 
ン さ れる こと も ある の で 、 早い 弱 で 全 送 させ て お く と 、 
目 條 へ の 攻 加 に 集中 で きる だ ろう 。 


MISSIQN 12 / ONE- 山 AY TICKET 


現 事 を 効果 的 に 大 或 す る に は 、 高 度 を 地表 ぎり ぎり まで 
落と し 水平 碑 行 で 攻 軸 す る と いい 。 そ うす れ ば 列車 の 交 
台 か 5 は 死角 に な る の で 、 攻 撃 を 受け る 可能 性 が 低く な 
る 。 た だ し 地表 に 激突 し て し まう と 大 き な ダ メー ジ を 重 
け て し まう の で 、 攻撃 する 時 間 は な る べく 知 時 間 に する 
よう に で や がけ よう 。 ま た 展 する と き に 列車 の 上 空 を 飛 
行 する と 確実 に ミサ イル に よる 攻撃 を 受け る 。 雇 脱 する 
と き は 横 に 放 回 し な が ら 束 度 を 上 げ て 、 一 気 に 離れ る よ 
うに 機体 を 提 縮 し よう 。 


今回 の 作 理 は 究 取 され た ユニ ッ ト を 鶴 回 する こと に あ 
る 。 剛 大 の ユニ ッ ト は 所 列車 に 積ま れい ず こ か に 運び 
去ら れ よ うと し て いる 。 こ の 列車 は ミサ イル に よる ロッ 
クオ ン が 効か を い の で 機 全 で 破壊 し な けれ ば な ら な い 
また 一 番 福 ろ の 車 隊 の み が 目 栖 に な っ て いて 、 そ の 前 は 
破 圭 し て は な ら な い 捧 態 に な っ て いる 。 つ まり 一 番 第 ろ 
の 列車 か ら 原 番 に 入境 し て いく 必要 が ある の だ 。 ま た 列 
に は 凌 力 を 氏 や ミサ イル が 装備 さ れ て いる の で 、 安 
史 に 上 空 を 飛行 する こと は 癌 け よ う 


江上 行動 分 時 


ュー コム の ナノ バイ ト 研 完 所 で 事 絞 が 下 し 。 建設 作業 

用 の ナノ バイ ト が 騙 央 不明 の 涯 走 を 馬 め た 。 期 交 を 続け る | OrWniem 

ナノ バイ ト を 放 証 し て お く と 大 変 な 事 明 に 発展 する 性 PE 
が ある 機体 に ANBM ア ンチ ナノ バイ ト ボ ポム) を 装 偽 し た し 

ナ 、 エ リッ ク 。 プ レイ ヤー の 3 人 は 中 ち に 赴 電 へ と 葉 ん だ wm 


人 mWctt カ 休 PhO 純 人 その OM 人 


中 晴 〇 の そ 


NONTARGET 


合用 可能 自 機 


味方 杜 ee 
攻撃 不可 能 機 @ de 0-62 

直 旭 om 

英機 T ーー 


人 その 他 の 重 


ナノ バイ ト の 染 空 城 を 飛行 する と 画面 が ゆがみ 、 機 価 
に ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 ま た ナノ バイ ト は 幸 丈 を ア 
ンチ ナノ バイ ト ボ ム で し か 穫 除 する こと は で き な い 。 こ 
の アン チ ナノ バイ ト ボ ム は 、 誘 人 放 が な く ロ ッ ク オ ン 
る で き な い の で 慣れ る まで 難し い だ ろう 。 ナ ノバ イト の 
水 内 補 大 を 政 回し て 低空 行 で 反 近 し な が ら 坦 撃 する 
うま く 当て る こと が で きる 。 ま た 交 果 細 因 も 広い の 
で 、 昧 準 が 少し ずれ て も 大 丈夫 だ 。 目 禁 と 目 旬 の 中 間 
共に 落と せ ば 、 複 数 を 破壊 する こと も で きる 


NE PUINT_ AUVICE 


乾 型 の 雪 道 を 芽 え よ 


! ナ の 間 作 に アン チ ナ ノバ イト ポム を 撃ち こ Ci に は 。 まず 
し ナ と 通 度 を 一 鼻 さ せる 必要 が ある 。 そ の あと し ナ 機 よ 
り も し 高め の 同 反 を と り 、 レ ナ 相 の 前 万 に 革 ち こよ 
うに 提 作 し よう 。 加 括 過 さ る と し ナ 機 を 追い 中 し て 
大 きく タイ ムロ ス し て し まう 。 エア ブレーキ を 相 量 に 提 作 
し て ゆっ くり と 揚 近 すず る と し いい どう し て も 当て られ な ui 
に は 、 過 いき り 了 近 し て か ら 員 し て みる の も いい 


MISSIN13 / BUG HUNT 


ナノ バイ ト を すべ て 騙 欠 す る と 、 第 三次 攻 繋 が 凍 始 され 
る 。 レ ナ の 寺 体 が ナノ バイ ト に 保 食 さ れ て し まう の だ 
今度 は 動い て いる 租 体 に アン チ ナノ バイ ト ボ ム を 語 中 さ 
せ を けれ ば な ら な い の で 、 匠 一 次 攻 軸 よ り る も 度 が 高 
い 。 フィ ー を 失っ て し まっ た SARF に これ 以上 の 相 和 者 
を 出さ な いた め に も 、 レ ナ を 教 う よ う に 多 力 し よう 。 第 
二 交 攻撃 が 始ま っ て か ら 4 分 上 経過 し て し まう と レナ 
を 教 うこ と は で き な く な る の で 、 タ イム リミット に 
誤 し て お きた い . 


理生 動 分 鐘 


ゼネ ラル リソー ス の 央 人 錦 的 な 指 


ナシ メン ト の 容 然 の 死 


が 伝え られ に よっ て ゼネ ラル リソー ス の 内 導 
直営 に 肖 乱 し て いる 。 この 混乱 が ニュ ー コ ム と の 紛争 に な 
える 滑 電 を 考 族 し 


ー ク 可 銃 は 、SARF に ニュ ー コ ム 利 の 
攻撃 弱 で の ゼネ ラル リソー ス の 拭 器 工場 の 破壊 を 命じ る 


人 邊 と k 方 休 補 生 人 中 その他 の 地上 の 昌司 〇 先 上 の その の 呈 


NoN TARGET 


!W に RT 


ye 
ER 


一 一 ミッ ショ ン 和 9 
この 作 胃 で は R-211 以 外 の 機体 を 選択 する こと は で き な 
い 。 こ の 機体 は 攻撃 機 な の で 地上 攻撃 に は 便 れ て いる 
が 、 空 中 戦 に は 物足りな いか も し れ な い 。 目標 と な る レ 
ー ダ ー サ イト の 近辺 に は 多数 の 交 台 が 設置 され て お り 、 
と くに ミサ イル 頑 台 が 手強い 。 ミ サイ ル 窟 台 は 破壊 に 失 
表 す る と 確実 に 背後 か ら ミ サイ ル を 発射 され て し まう の 
で 、 必ず 初 撃 で 破壊 する よう に し よう 。 ス プレ ッ ド ボム 
を 装備 と し て 選択 し て お く と 、 広 功 囲 に ダメ ー ジ が 与え 
られ る の で 多少 照準 が ずれ て も 大 丈夫 だ . 


半 
ド コ 
この 作 肖 で 目 禁 と な る レー ダー サイ ト は 広重 に 秀 ら ば 
っ て いる の で 、 効 車 よく 破壊 で きる よう な ルー ト を 才 え 
よう 。 と くに 境 成 訟 を 上 げた い 場 合 に は 、 タ イム ロス な 
く 攻撃 し て いく こと が 重要 な ポイ ント に な る 。 任 始 
語法 は 味方 付 が ジャ ミン グ ( 音 電 流 を 発する こと ) を か 
7 て くれ る の で 、 そ の 時 間 内 に な る べく 多く の 目 析 を 
康 し て お く と よい 。 第 一 次 攻 軸受 けた い 電 合 に は 、 地 
よ の f 全 な ど 空 中 絆 の 痢 魔 に な る も の か ら 破 填 し て ちく 
と 股 像 と の ドッ グフ ァ イ ト に 筑 中 で きる だ ろう . 


目標 攻 


THE BAME 


地上 で 重要 に な る の は 、 い か に ダメ ー ジ を 少な くし 
つつ 目 蛋 を 破壊 する か で ある 。 効果 的 な 方 法 と し て は 、 
野外 の 上 空 を 日 林 を 認 し た ら エア ブレ ー キ を 
使用 し つつ 谷 放 下 を り ける 。 その あと ロッ クオ ン し た ら 
ミサ イル を 介し て 素 置 く 上 記す る 。 これ で 遂 の 和 
意 内 に いる 時 間 を 矢 薦 する こと が で きる 。 ま た 地上 必 
中 は 無防備 に な っ て いる こと が 多い の で 、 レ ー ダ ー を な よ 
く < 見 て 二村 に よる 玖 机 を 事 前 に 計 和 し よう 。 


戦 行 動 分 絞 


SESS5loga 


前 同 の 作戦 は ハー ク 可 令 の 際 誕 : これ り ゼ ネ ラ 
ルリ ソー ス と . コム は 全面 対決 へ と 進ん で し まっ た 。 こ wwders Tp 
の 紛争 か ら 無関係 な 一般 の 人 々 を 守る た め SARF の メン バー 
は 動 し た LO 
ー al 


Act 方 全休 人 中 その 他 の 信人 よ の 時 (地上 の その 他 の 計上 NONTARGET 


使用 能 自 本 。 sus 


床 方 機 So37 (し )、 Se37 (エリック Ao 
攻撃 不可 能 胡 | ATonarem) 
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非 攻 撃 対象 幾 va。a CTwm 


目 本 その 他 の 了 
XFAS6AzS_ 03xa sos 


Aagcxe- FL1o3za 


UNE PHINT AIHVIE 


民間 機 に 束 を つけ よう 


この ff 戦 に は 呈す る 。 こ れ ら の 民間 剛 は レー 
ダー 環 に 商 双 の 点 で 示さ れる の で 、 絶 に 疫 計 し な 
いよ うに し よう 。 ターゲット 切り 替え を 使用 中 に 計っ 
て ター ゲッ ト 化し て し まっ た 場合 で も 思わ ず ミ ザイル を 到 
ちこ ん で し まう こと の な よう に 、 よ く 三 認 し よう 。 これ 
3 の RM 信昌 座 し て し まっ た 場合 に は 和 実 に 胡 が 
FN っ て し まう の で 連 成 度 を 上 げた いと き に は と くに 
まき W し ょ う 。 


MISSIQN 15/ DAMAGE CONTROL 


攻略 


の 人 f 幸 は ゼネ ラル リソー ス と ニュ ニコ ム の 隔 社 の 還 
健 隊 を 相手 に し な けれ ば を ら な い の で 、 角 禁 の 再 が 
に 多い 。 前 禁 の 重 が 多い と いう こと は それ だ け 自 機 の 
入 を と られ る 可能 性 が 高い と いう こと な の で 、 攻 加 中 も 
レー ダー 面 に 気 を 配っ て お こう 。 ま た 今回 使用 で きる 
英 森 Su-43 は 高 性 な 人 で 、 多 玩 頭 ミサ イル を 話 人 
する こと が で きる 。 多 弾 融 ミサ イル と は 発 時 後 に 弾頭 が 
* つ に 分 区 し 部 を 追 必 する も の で 、 人 部 命中 し た と き は 
融 い 硬 力 を 持つ が 、 扱 い は し い . 


目標 攻略 


目標 は せ ネ ラル リソー ス と ニュ ー コ ム の 最新 全休 
だ 。 これ ら の 尼 体 は 上 昇 力 や 放 回 秀 力 、 攻 撃 カ な ど 、 ど 
れ を と っ て る 高い 性 共 を 持っ て いる 。 お まけ に 現われ る 
吾 が と て も 多い の で 、 浴 断 し て いる と あっ さり と 没 詳 さ 
れ て し まう だ ろう 。 こ うい う 場 合 は 1 機 の 日 柄 に こだわ 
る こと な く 、 タ ー ゲ ッ ト 切 り 合え を 上 竹 に 利用 し て 垢 い 
や すい 電機 か ら 最 衣 し て いこ う 。 こ ちら の ミサ イル 
疾 さ れる こと が 多い の で 、4 発 く らい の 連発 で 1 発 は 
当て る よう に し て いき た いと ころ だ 


怪 有 行動 分 時 


mm 


Ne プ レナ の 可 


デ タ ー 組 織 | ウロ ポロ ス j が エレ クト ロス フィ ア の 制 名 シ 
テム を 乗っ 取っ た 。 破 ら の 日 的 は 全 人 類 を 耕 化し 。 新 
し い 珍 へ と 進化 きせ る こと だ と いう 。 その | ウロボロス] の 指 
環 剖 が ディ ジュ ン だ と 知っ た レナ は 昌 身 、 彼 の 待つ 空中 空 
評 ス フィ ルナ へ と 阿 か っ た 。 プ レイ ヤー と エリ ッ ク は その 後 
を 近い 出納 する 


人 mWcmk カ 本 の 上 全 人 その 人 の 人 上 時 つの その の 有 


合用 可能 自 機 suqa 


申 NoN TARoET 


味方 Sue37 は リッ ク AS259puric 
mer 

攻 軸 可能 機 。 umaos Ba-e959pbm 
cmmr 

非 攻撃 対象 機 Gi09ME 
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この 任 で は ウロ ボロ ス の 寺 近 を 相手 に 空中 凌 を 行 
を うこ と に な る が 、 像 の 数 が と て も 多い 。 し か る 琶 場 
する 池村 す べ て が 目標 と な っ て いる の で 、 手 当たり 次 第 
に 兵 只 し な けれ ば な ら な い が 、 ミ ッ シ ョ ン は 弟 一 次 攻撃 
で 終了 する の で 時 間 は か か っ て も 大 丈夫 だ 。 た だ し 達成 
度 を 上 げた い 場 合 に は 吉村 間 で 角 繁 を 全 工 させ る 必要 が 
ある 。 エ リッ ク か ら の 通信 に 注意 し て 背後 を と られ な い 
よう に し た い 。 ま た 囲ま れる と 一 方 的 に 攻撃 され で て しま 
う の で 、 そ うい うと き は 委 上 昇 な ど で 振り 切 ろう 


この ff 洪 で ウロ ポロ ス の 中 板 ス フィ ルナ な 初め て 見 る こと 
に な る 、 た だ し この 作 昌 で は まだ ス フ ィ ルナ を 攻撃 する こ 
と は で き な い の で 、 その 記 を 目 に 抽 き つけ て お くだ け に と 
ど め よう 。 ス フ ィ ルナ の 周回 に は 和 が 革 害 と し て 尾 ん 
で いる の で 、 安 時 に 近づく と 集中 審 を 治 び て し まう 。 
で きる だ け ス フィ ルナ の 近く か ら 央 本 を 3| き し て 戦う と 
CVE ろう 。 つき の 作 音 で は いよ いよ ス フ ィ ルナ と 対決 で 
きる の で 素 し み に し て お こ . 


ゼネ ラル リソー ス の XFA-36A、 ニ ュー コム の RL103、 そ 
し て UPEO が 使用 し て いる Su-43 と 山林 は すべ て 最新 鐘 
覇 だ 。 そ の た めこ ちら の ミサ イル を 回 避 さ れる ご と が 非 
集 に 多い 。 そ うい う 場 合 に は 、2 発 の ミサ イル を 1 セッ ト 
と し 2 セッ ト の 攻撃 を か が ける と いい 。 そ うす れ け ば 4 発 の ミ 
サイ ル の うち 1 発 は 命中 させ る こと が で きる だ ろう 。 ま 
た 拉 優 が 正面 か らき た 電 合 に は 、 自 機 が 衣 拉 の 正面 に く 
る よう に 控 動 し て ミサ イル を 連続 発射 す る と ミサ イル を 
あて る こと が で きる 場合 も ある 


理 行 動 分 絞 


し た レナ は 、 ウ ロボ ロス の 中 ' 相 で ある | 

対し て 攻撃 を 仕 操 け る 。 し か し その amdy 
直後 に ナイ トレ ー と エリ ッ ク の 日 っ 2 
の 前 で し ナ は 時 人 は ス フ ィ ル ナ 
へ と 向かう 


人 と tt の 本 OH 天 人 中 その の 倫 入 の 日 末 〇 き 上 の その 人 の 計 。 日 NONTARGET 

使用 可能 自 林 suaa T 

祭 方 機 Su37 エリ ラク 522 

攻撃 不可 能 機 RA 
非 攻撃 対 角 ch 
瑞 醒 一 
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eml 隔 59 


ヒーー ーー ミッション 攻 路 一 一 
ス フ ィ ル ナ の まわ り に は 本 の 天外 放 ん で い 
る 。 和 間 に この 任 を 終了 させ た い 場合 に は それ ら の 
計 価 に は 本 わ ず に ス フ ィ ル ナ に 対し て 衝 中 芝 を か け 


よう 。 安全 科 を と る な ら ば 、 護 衝 の 科 明 優 を ス フ ィ ルナ 
か ら 引 き 了 し て 1 様 づつ 確実 に 仕 禄 め る よう に し よう 
隊 尼 が 2 傾 時 に ロッ クオ ン で きる 状 台 だ っ た 場合 に 
は 、1 揚 に 人 中 砲火 を 浴び せる や り 方 と 両方 等 に ミサ 
イル を お 見 負い する や り 方 の 通り が 考え られ る の で 自 
分 の f み で どちら か を 選ば ぼう . 


目 頂 と な る ス フ ィ ル ナ は 非常 に 球 久 力 が 高い 。 順番 に 出 
要する 4 陣 所 の ター ゲッ ト を 破壊 し て いく こと で は じ め 
て 奉 する こと が で きる が 、 そ の 間 に る 機 鉄 と ミサ イル 
で 改 婁 し て くる 。 と くに すれ 避 っ て か ら の ミサ イル は 、 
記入 か ら 撃 た れる た め に 命中 還る 高い の で 注意 し よう 
この 攻 束 を 回 六 す る に は 、 自 標 の 吉 度 を 速く 保つ こと 
と 、 ミ サイ ル 芝 生か 発 せら れ た 時 点 で 大 きく 族 団 す る こ 
と が 草 要 に な る 。 他 の 本 作手 間 取 っ て 回 生 秋 が 選 く 
る と 、 そ れ だけ 飲 ミサ イル の 命中 車 が 高 く な る 


ス フ ィ ルナ の 隊 還 で 空中 埋 と 行なう と 、 ス フィ ルナ がら 
の 99 王 な ミサ イル 攻撃 を 受け て し まう た め 、 非 に 不利 
と な る 。 そ うい う 場 合 に は 問 工 を し で も ス フ ィ ルナ か 
ら れ た 地点 に 謗 放し て いく か 、 交 に ミサ イル を 人 
発 時 し た あと は 申 果 を 確か め ず に 人 区 肌 を し て し まお 
う 。 レー ダー に は ミサ イル も 表示 され る の で 、 所 が あ 
れ ば ミサ イル の 方 を チェ ッ ク し て お こう 。 


pF" 正 cp 夜 塗 の 下 で 


ス フ ィ ル ナ は 投 大 さ れ 、 ウ ロ ポ ロス は 壊 引 


に 戦っ て きた SARP の メン パー も た っ 
軸 ら の 野 記 の た め に SARF を 返 具 と し て 利用 し 紛争 を 激化 し 
させ た 男 に 備 り を 近 す た め プ レイ ヤー と エリ ッ ク は UPEO 本 
部 へ と 記 る 


〇 '* き +o そ の の 了 。 回 NONTARGET 


上 CT 
攻 軸 不可 能 機 ーー 
非 攻撃 対象 に 1 

ョ その 他 の 了 


<3. TANkxa 


か し あの ス フ ィ ルナ と 約 還 機嫌 を 林 破 し 
の みな の で それ は ほど 伯 感 で は な い 。 自 村 の 吉 度 を 
っ つ 、 毅 衝 を 破壊 し て いこ う . 


NE PINT AVICE バー ク の 本 っ た V-22B が 目標 だ 、 こ の 健 体 は 以前 の ミッ 
ショ ン で も 民間 像 と し て 生 場 し た も の な の で 、 破 する 
の は 箇 湯 だ 。 し か し UPEO の 地下 格 生生 に 止ま っ て いる 
で 、 上 空 か の ら ミ サイ ル を ロッ クオ ン し て も 硫 寺 す る 
と は 不可 能 だ 。 格 維 庫 の ハッ チ が 開い た ら エ アプ レーキ 
を 利用 し て ゆっ くり と 降下 し 、 失 ぎ り ぎ り まで 電 度 を 
役 し て 邊 入 し よう 。 な お 格 還 に 保 入 し な く て も 入 り ロ 
人 近 か ら ロ ッ ク オ ン す る こと 可能 だ 。 換 テ クニ ッ ク 
に あま り 自信 が な い 埋 合 に は 、 無理 を し な いよ うに 


る 


吉 避 系 を 上 げた し F 
し て いく こと か 必要 に な る 。 ご: 
人 の ほか に 、 タ ンク が MH 更 する 
発 机 し て くる 上 に ゆっ くり と 到 動 し て し ED 
5 ミサ イル を 軸 っ て も まれ に 外れ て し まう こと が ある 、 で 
きれ ば タン ク の 虹 太 か ら 旬 利 し て 一 明 で 看 し た い 、 外 
し て し まう と ミサ イル を も ら っ て 
が LM 


pa 
で は 村 と 
この 両 は ミサ イル 


る の 物 じ 


還 行動 分 拓 


新しい 場所 


N ディ ジョ ン の 謗 い に の っ て UPEO か ら ゼ ネ 2 
間 し た プレ イヤ ー. 形 箇 後 の 初 の 作戦 は 休戦 ド に も か か Ye in 
MISSI ロ N ニュ ー コ ム の 答 地 を 強 避 す る こと だ . ニュ ー コ ム (っ 
作戦 は 開始 され た 


人 相方 全日 末 人 その 人 の 務 働 地上 時 〇 入 上 の その 人 き 切 NONTAROET 


使用 可能 自 機 joxA、Fissur 
味方 機 Fe2C (ティ ジョ ン 、 FI6XA =ー ス RFP 
(WaonmWm 
区 可能 機 rnau (フィ ー)、P/A 1Bu エリ ラク Oi 
で surmm 
連 計 旬 機 Rik っ ーー 
汰 機 
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今回 の 人 f 報 は ニュ ー コ ム の 電機 巡 を で 叩く こ と だ 
ー コ ム の 航空 基地 に は 機 代 が 4 基 と ミサ イル が 1 基 訟 
れ で いる 。 目標 の R-201 を 叩く と き の 必 魔 に を なら な いよ 
うに これ ら の 座 台 を 先 に 破壊 し て お きた い 。 ま た 基地 
は タワ ー が 彼 置 され て お り 、 こ れる 目標 に 入っ て いる の 
で 直 壊 し て し まお う 。 ま た 傘 缶 が あれ ば UPEO の 青果 
受 も 明 隊 し て お こう 。 そ うす れ け 日 棟 を 区 軸 中 に 背 倫 か 
ら ロッ クオ ン さ れる 危険 性 を 低く する こと が で きる 


シン グ を 償 始 し 、3 分 和 に 表 迷 を する 。 効 時 的 に 松寺 じ 
環 座 前 の 済 褒 に 信和 する 達 中 を 班 お う 。 こ 
と 目標 は ほぼ 一 列 に な らん で いる の で 、 タ ー ゲ 
屋 え を うま く 使う こと に よっ て 、 連 続 で 破壊 す 
が 可能 と な る 。 た だ し 連続 で 破壊 する た め に は 、 
主導 を 落と す 必 要 が ある た め 、 革 地 の 区 台 に 担い 腔 ちさ 
と も ある の で 注意 し よう 


UPEO の 電 は 目 大 で は な いり 
増生 に は 硬 し て お こう 。 
っ て し まい 、 第 


3 
た だ し その に 時 間 が か か 
に 送 ん で し まう と 運 成 素 は 下 が 
っ て し まう 。 注意 し よう 。 また この UPEO の 洒 細 に 
玩 全 の エリ ッ ク と フィ オナ が 如 わ っ て いる 。 合 ら を 
稀 す る こと は で き な い の で 、 安 心して 他 の 天 を 族 
らし て し まお う 。 昌和 の 人 能 も こち ら の 方 が い の で 
2 で 意 て る だ ろう 
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ュー ゴム 直志 へ の 導 馬 は 
MISSIDN この 功 を 受け て 今度 は ニュ ー コ ム の 閣 上 移動 
ME は 靖 カ フ ロ ー ト へ の が 7 な われ る こと に な っ た 。 メ ガ フ 


2H 


コム の 拘 ド の 押 点 と 考え られ る 、 これから の 
穴 収 は 誕 されない 


人 WCht カ 何 WO 全 人 豆 W そ の 人 の 仁和 OB OF の その の 双 。 回 NONTAROET 


使用 可能 自 検 。Fiexx Fssur asswhe | 


味方 村 FC (ディジョン)、 F15XA (キー ス ) ん PD 
(awtem) 

攻撃 不 可能 me 
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非 攻撃 対象 機 parmmeapr 
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、 上 電 
On x、 euNza、 rowenxt 


Hpmorou x 


海上 移動 都市 メガ フロ ー ト は 多数 の 埋 屋 擦 、 及 び 
ます ミサ イル 砲台 を 浦 し て し まお う . 
3 分 30 秒 を 過ぎ る と 高速 艇 が 出現 する の で それ を 机 破 し 


目 司 と な る R-201 は 攻撃 近 な の で 、 比 較 和 的 簡単 に 還 す 
る こと が で きる だ ろう 。 し か し 目標 を 搬 っ て いる と き に 
RH101 に 攻 向 さ れ て し まう 可能 性 が ある の で 、R-101 も 
早め に 没 詳 し て お こう 。 概 数 は それ ほど 多く な い の で 、 
語 ま れる 心配 も な い 。1 抱 つつ 慎重 に 迎 い と つけ セ ネ ラ 
ルリ ソー ス 缶 の 軸 背 の 能力 に 慣れ て お こう 。 上 昇 カ や 
了 回 性能 を 起 提 し て お け ば 、 い ざと いう と き 憎 て な いで 
す ひ 、 目 柄 で は な い 杉 相 も つい で に 束 倍 し て お く と 連 成 
ま を 上 げ る M け に な る だ ろう 


IN20/ MEAELAT 


HNE PUINT_AHVIEI 


7 1 
目 本 の メガ フロ ー ト か ら 大 きく 量 れ 場所 
の 人 


ー コ ム の 
る 。 ちょ っ と 中 回 り だ が 、 門 肛 を 上 
も 四 硫 し て お く と いい だ ろう 。 骨組 を 
) 遇 が か な い の で 、 位 
り も 重幸 され た 機 人 
イル で ダメ ー ジ を 琶 けなし よう に し た い 。 と くに 萌 設 か ら 
の ミサ イル に は じゅ うお に 所 を つけ よう 。 衛 し て いる 
と 四 さ れ て し まう 


還 行動 分 時 較 


393oe 


上 され た 。 その 資料 に は 玉 前 に ゼネ ラル リソー ス が UPEO に | Ta Gy 
権 和 で 斉 族 し て いた 特 妖 の 存 作 に つい て 記さ れ て いた は に 
と いう 。 ディ ジョ ン と プレ イヤ ー は その 人 存在 を 確か め る た 


0 の 本 部 へ と 山 か っ た 


TRWPYSTPTT1 


人 WRcnk カ 本 ROB 全 人 主 や そ の SO 直人 上 の 昌司 〇 きよ の その の 生日 NONTARGET 


使用 可能 特 機 ん 


味方 機 Fe2G (ティ ショ ン mn 
mw_owewoy 
攻 軸 不可 能 機 sz Bs-1om 
cnagram 
攻撃 対象 pwk 
配 提 


ここ CIPe 


4 = 
兵器 の 存在 を 確 め め る こと が 第 一 の 任務 


め ガ ンカ メラ を 使用 し て 格 細 の 写真 を 提 ら 
な ら な い 。 ガ ンカ メラ の 使い 方 は 通常 の ミサ イ 
再 和 順 ま で の 時間 が 長い 。 再 装 需 中 は 機 
ミサ イル 次 人 を ロッ クオ ン し て も ミサ イル を 発射 す 
は で き を い の で 、 提 影 よ り も さき に 回 り の 宙 台 を 
下村 し て お こう 。 ま た 自 穴 は 全 交 所 な の で 、 空中 破 の 代 
力 は あま り 高く な い 。 佑 の 震 休 に 乗っ て いる つも り で 攻 
要 を 仕掛 ける と 手 論 い 反 股 を 食らう こと が ある 


| INEPIINT ADV 


て 埋 闘 が 登場 する 。 衝 一次 攻 軸 が 加 時 間 で 済ん だ 場 
合 に は より 多く の 前 が 出現 する の で 心して 好 湯 に あ た 
ろう 。 た だ し 相手 は UPEO な の で それ は ど 導 性 能 な 内 
は 存在 し な い 。 1 林 づ つ 確 宏 に ロッ クオ ン し て 机 潤 し て 
いこ う 。 ま た 北 に 回 りこ まれ た と き に は 念 降下 で 振り 
切る か 、 聞 に 人 度 回 で 背後 を と り 返 そう 。 こ の 作 替 較 
成 度 を 上 げ る た め に は 、 肖 を より 多く 破壊 する 必要 が あ 
る 。 破 融 し や すい 機 読 な ど は 迄 さ な いよ うに し た い 


この 人 # 戦 で は 、U! 
ナ も 人 か を 限 し て ご 
前 に は な 5 な ru の で 
て し まお う 。 還 中 | 
上 へ の 疾 と 販 欄 を 目 居 を 見 


こと だ 。 答 


上 まで 本 を 混 計 す る こと も 硬 
UM 高屋 計 と し て 、 タ イム ロス を し な 
いよ うに し た い 


取 有 行動 分 


上 *oZ 


コン ビ ネ ー シ ョ ン 


名 陽 へ の 庫 識 が 進む で 中 、 ニ ュー コム の エネ ルギー 中 胡 
を 飲 下 させ る 目的 で 発電 所 へ の 攻 胃 が 実施 され る こと に な swesdaiwe 

NE た し た し ティ ジョン が 條 作 だ っ た た め 、 こ の 作戦 は キー | 
アル 』 ス と プレ イヤ ー の 2 人 で 行なう こと に な っ た 


Geerer Resource iD. 


TI 


AWCak 本 2PO 昌 情 人 避 そ の 人 の 但 上 O 全 〇 入 よ の その の 還 NONTARGET 


使用 可能 自 機 。 =iexA、Fissur 「azsrne | 


味 文 FlexA は ee 
ーー ニー 592cIeh ワ 

3 yeTIuT 
非 攻撃 対象 に ュー 


目 その 他 の 琶 
POwPLANrxa EE 
Gonexr 


今回 の 作戦 も 夜 間 に 行なわ れる た め 、 捜 界 が 展 ら れる , 
計時 を よく 見 て 作 を 傍 行 し よう 。 目 林 と な る の は 発電 
所 の 中 央 に 設置 され で いる コ ア だ が 、 こ れ は 第 二 交 撃 
の 目標 だ 、 ま ず は 周 固 の パワ ー プ ラン ト を 破壊 し よう 
コア は 非常 に 臣 補 に 作ら れ て いる た め 、 周 りか ら 攻 撃 し 
て も ダメ ー ジ を 与え る こと が で き な い 。 高空 か ら 信 陸 下 
を 行ない 、 コ ア そ の も の に ミサ イル を 叩き こも う 
と き エ アブ レー キ で 導 下 速度 を 調 加 し な いと 
突 し て し まう こと が ある の で 注意 し た い 、 


い 則 合 が 多い た 
人 に は 、 出 要 を / 
イル で は 前 め て し まお う 


地面 に 激 


キ た 自生 が 


英 條 に い II ば ロッ クオ ン の 電 能 を 使え る 

ン (区長 い 昌信 用 す また 大 中 を 
伸ばし た いと き に は 、 パ R 還 され て 
る ミサ イル も 区 し て お こ 


明 


第 一次 攻撃 の 目標 は コア の 財 辺 癌 に 設置 され た パワ ー ブ 
ラン ト だ 。 こ の パワ ー プ ラン ト は 全部 で 4 基 設 憶 さ れ で 
お り 、 こ の すべ て で を 破 圭 し を けれ ば な ら な いじ か し ご 
H 辺 で は パワ ー プ ラン ト の 影響 で ミサ イル の ロジ クオ 
ン 休 能 を 使用 する こと が で き な い 。 歓 錠 を 使用 し て 目標 
を 破 達 し よう 。 そ の た め 機 久 は 破壊 力 の 高い も の が 望ま 
し い が 、 巡 和 能 力 が 高い も の も 二分 実用 に 堪え る の で 角 
み で 選ん で ちこ う . 


行動 分 央 回 


gm 呈 


BEEO 


) の 平和 


で ネ ラ ルリ ソー スズ と ニュ ー コ ム の 移 伸 が 各地 で 潤 化 し 
中 、 王 な 情報 を 


と 肌 


Am の 本 や hO 全 人 中 を の の 倫 よ 日 ひき 上 その 人 8O 計 回 NONTARGET 


合用 可能 自 機 iexA、 Fi5s/ur. Feec、 PAszc 


時 で の つ ュ 2 PAS に 
攻撃 不可 能 機 。s。37 (し っ ) 4 時 
非 攻撃 対象 機 に エーー 
凍 機 


目 蛋 その 他 の 疫 


ョ ン 攻 略 

この 作 昌 で の 目標 は 一 機 の 大 型 栖 の み だ 。 た だ し その 財 
り に は 多数 の 作 和 機 が 飛ん で いる の で 、 こ れ ら を 先 に 可 
陸 し よう 。 そ の 中 に は 元 周 僚 の エリ ッ ク が いる 。 彼 の 標 
体 は 目標 で は な い の で 、 撃 潤し を く て も いい 。 し か し 補 
成 度 を 上 げた い 場合 に は 、 浪 を の ん で 破 博 し よう 。 こ の 
ミッ ショ ン か ら ゼ ネ ラル リソー ス の 新 穫 休 を 使用 で きる 
の で 、UPEO の 二 短 は 簡単 に 撃 許 で きる だ ろう が 、 や 
は り 囲ま れる と ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 ど ん な と き で | 
自 杜 の 後に 央 像 が いな い 状 態 を 心がけ よう 。 


目標 攻略 


目 本 は フィ オナ と クラ ー ク ソン 代表 の 乗っ た 大 型 提 だ 。 
この 尼 体 は ニュ ー コ ム で 開発 され た 新 形 低 で UPEO の ク 
ラー クソ ン 代 家 の 専用 像 と し て 賃 与 され て いる も の だ 。 
HCS0SU は 員 用 懐 と いっ て も 元 は 旅 知 標 な の で 臣 装 も な 
く 訟 回 能 力も 低い 。 ロ ッ ク オ ン し た ミサ イル は 回避 され 
な い の で 1 発 で 撃 休 で きる だ ろう 。 

UPEO の 元 同 僚 と 上 司 の 乗っ た 尼 を 撃ち 落と す の は 気 が 
道 ま な い が 、 デ ィ ジ ョ ン や キー ス に 燥 む こと も で き な い 。 
作 昌 を 終了 させ る た め に も 心 を 鬼 に し て 攻 軸 し よう 。 


SSION 23/ TAINTEU PEACE 


NE PHINT AIVICE 


レナ 再び 


この 人 に は Su.37 に 黒 っ た し ナ か 登場 する 。 し か し デ 
イィ ジョ ン が レナ に 3 し て 含む と ころ か が あ る らし いく 、 ロ ッ 
クオ ン や 改 還 す る こと は 一 切 で き な い し ナ も こち ら に お 
し て 攻撃 は し て こない の で 、 無視 し て し まお う 。 な お 
用 層 を 欄 し た あと に は 当 イ ベン ト が 近 え て いる 。 空 
中 は 時 と 自 機 の ※ 度 を 条項 させ 、 ゆ っ くり と 提 
近 す る と うま く で きる 。 こ の と く 自 欄 山 友 を 引 ソ 午 よ 
り も 姓 め に する の が 、 成功 させ る コツ だ 、 


民生 分 句 


WI 


の ニュ ー コ ム 側 の 志和 行動 が 開始 され た 。 ゼネ ラル リッ 
ス の 基地 に 対し て 高々 度 か ら 圭 革 を 人 投 け て くる 
人 ム 戦 人 際 を 特 珠 民 体 避 控 し よう 


Weary 


Seo.n 


Amce の 本人 人 補 や もの O 介入 上 O 昌 本 〇 上 O そ の 和 O 妥 。 目 NONTARGET 


合用 可能 邊 栖 nisuo 


慰 提 FC (ディジョン) PA.32C (キー ス FTRT 

攻撃 不可 能 機 7 
ce 

非 攻撃 対 旬 機 開 計 だ 


キ 大 


ここ で は 同 他 の キー ス が ピン チ を 迎え る 。 央 に 次 を 
と られ 屋 組 され そう に な っ て いる キー ス を 湯 す る が 、 モ 
と 作戦 と し て RL531 を 科 座 する こと を 優先 する か で 
この 先 の 作 昌 が 当 財 し て いく 。 ど ちら か 好み の 方 を 周 ぼ 
う 。 た だ し キー ス の 信 護 を 優先 させ て し まう と 、 成 
は 大 に 下がっ て し まう 。 作 香 了 計 に 虹 際 イベ ント が 
ある 碁 了 は 才 と 注 軸 に 注意 す れ ば 3 旨 な 
の で 、 オー ト で は な く 自分 で 拉 作 し た いい 


戦 行 動 分 


この 作 埋 は 今 ま で と は 比べ も の に な ら な い 高 さ で 空中 埋 
が 展開 され る 。 そ の た め ち ょ っ と で る 速度 が 低下 する と 
あっ と いう 間 に 和 失 才 し て し まう の で 、 常 に 加速 し て いる 
こと を 心がけ よう 。 た と え 旋 回 中 で も 速度 を 落と すこ と 
は 畿 禁 な の で 、 棋 差 び に な っ て いる 目 栖 を 順番 に 破壊 で 
きる よう な コー ス を 取 ろ う 。 ま た 未 度 が 低下 し 失 遼 し そ 
うに な っ た ら 春 早く 機 着 を 下げ て 速度 を 回 復 し よう 。 失 . 
達し て 落下 し て し まう より も 失う 高度 は 少な い は ず だ 。 


この 機体 は 補 数 の R 
311 を 機体 下 面 に 徹し て 移送 する こと を 目的 に 設計 さ 
れ た 大 へ 位 の た め 、 小 避 拉 に 比べ る と 機動 カ が 才 る 。 ま 
た 高度 を 居 行 し て いる の で 名 計 に 動き が 交 い 。1 回 ロ 
ッ ク オ ン し て ミサ イル を 発射 すれ ば 、 は と ん ど 演 許 で き 
る だ ろう 。 ロ ッ ク オ ン の 方 法 と し て は 、 氷 平行 で 自 林 
の 吉 度 を 大 まで 上 げ て か ら 旬 上 昇 を する と いい 。 失 館 
ぎり ぎり の と ころ て 目標 を ロッ クオ ン で きる は ず だ 。 そ 
こ で 東 早 く ミサ イル を お 見 舞い し て や ろう 


シャ トル 破 嬢 作戦 


ニュ ー コ ム の シャ トル が 誠 星 道上 の 基地 か ら 糧 融 す る と 
いう 報 向 が もたらさ れ た 。 シャ トル に は 研 売 デー ク が 搭載 さ 
UEN1IN て 、 ニ の デー タカ 9 ちか えら れ て し まう と 、 投 衝 人 人 
PJ。] に お いて ゼネ ラル リソー ス は ニュー コ ム に 遅れ を と っ て し ま 

ャ トル を 破 せ と の 命令 が 下さ れ た 


Geere eeource iD 


mW 本 mO 画 人 呈 そ の NO 但 * 上 の 旧東 〇 きよ の その パ eO 到 日 NONTARGET 


使用 加 能 自 機 Fsxw、Fisewr、 Fec. PAsec 「aoeeas | 
: 8 CTT 
祭 廊 機 PAS2C *= PT 
(と ャ ト Me 
攻撃 不可 能 機 1 
Tamm 
表 対 旬 mew 
取 覆 
詩 伯 Es その 他 の 本 
二 二 本 neoexi nnxa SR52220R5S6RGO5R 


TOWERx1 (シャ ト M 軍 し) 


EE 


FMNITTEE 


= ーー 自 和 攻 央 ニー ニー ニーー-】 


ーー ミッション 5 ニーーー ゴ 


今回 の 作 昔 は シャ トル が 基 靖 する 二 前 の 硬 を つき 、 破 
する と いう も の だ 。 シ ャ トル の 周り に は 主 近 も 飛ん で 
いる の で 先 に これ ら の 攻 衛 を 落と し て し まお う 。 と くに 
気 を つけ を けれ ば な ら な い の は 、R-103 に 括 乗 
シア だ 。R-103 は ニュ ー コ ム 製 の 最新 鐘 儀 で あり 、 
攻 連 力 、 上昇 力 な どの 性 能 も 非常 に 高い 。 ま た パイ ロッ 
ト の シン シア も ニュ ー コ ム の エー ス と 呼ば れる ほど 胸 が 
いい 。 シ ン シ ア 標 は 常に 自 枯 の 購 固 を 旋回 し ミサ イル を 
移 村 し て くる 。 シ ャ トル より る 先 に 撃 詳 し て お こう 。 


シャ トル を 撃 府 し よう と する と 、 ど うし て も 押 開 
地内 辺 で 畔 う こと が 多く な る 。 そう な る と 地上 に 設置 さ 
た 相 飲 や ミサ イル 夫 台 の 目標 と な っ て し まう 。 安全 に 
シャ トル を 二 し た いな ら ば 、 先 に これ ら の 計 設 を 0 い 
て お こう 。 ま た 第 二 次 攻 本 か 開始 され る と 、 新 た に タワ 
が 目 柄 と し て 加わ る 。 タ ワー を 計 二 する 衣 に や 般 
座 を すべ て 拓 し て お きた いも の だ 。 


ーー 
上 本 と な : 


トル は 大 気 内 で は 動き も 印 く 、 机 好 の 
手 物 で ある 。 キー ス い わく 「 販 雪 尋 ] と いう 表現 が びっ た 
り だ 。 し か し 型 久 力 は それ な り に ある の で ミサ イル を 
連続 で 撃ち こむ こと が 必要 に な る 。 ま た 著 了 の た め の ア 
プロ ー チ に 入る と 、 評 外 に 舟 早 い 動き を する 。 そ うな る 
前 に 机 詩 し て し まお う 。 シ ャ トル の 背後 を と る こと が で 
きた ら 機 続 を 使っ て 攻撃 する こと も 有効 だ 。 な ぜ な ら シ 
ャ トル は 著 腔 の た め の 放 回 行動 は 行なっ て も 、 機 読 を 他 
け よ うと は し な いか ら だ 


erere Resowce in 


MISSIHN 


2 ロ 


強 製 ! 字 軍 開発 基地 


ニュ ー コ ム の 証人 開 條 基地 か ら ロ ケッ ト が 打ち に: げ られ る と 
の 情報 が 入っ て きた 

ラル リソー スズ より も 進ん で いる . Fi 開発 技術 を 
介 了 す る と いう 計画 を ディ ジョ ン か ら 持 ちか けら れ た プレ イ 
ヤー は 作戦 に 参加 する 


信昌 層 と ak 方 休 空中 の 回 本 人 半 中 その 他 の 舞 倫 志 上 の 日 短 地上 の その 他 の 堪 。 回 NONTARGET 
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に ご 5 
この 作戦 は 宇宙 開発 基 地 の 占 操 が 目的 だ 。 そ の 要 と な 
る アン トリ オン を 上 区 する こと が 今回 の 任務 と な る 。 ア 
ント リオ ン の 着地 地 定 地点 の 表 り に は 多く の 地上 交 台 が 
設置 され て いる の で 、 識 中 の 吉 椅 より も 先 に まず これ ら 
の 和 人 を 破壊 し よう 。 今回 司 場 する 地上 次 台 は すべ て が 
禁 館 な の で 、 い つも の よう に ミサ イル を 気 に す る 必要 は 
ない 。 手当 た り 次 第 に 破壊 し よう 。 そ の と き に 空中 に い 
る 遇 像 か ら ミ サイ ル を 黄 た れ な いよ うに 、 な る べく 低 六 
度 で 履行 する の も テク ニッ ク の ひと つた だ 


著 陣 し た アン トリ オン に 向かっ て 、 空 中 か ら ミ サイ ル を 
発 す る 禁 を 雄 ち 落と さ な けれ ば な ら な い 。 アン トリ 
オン を 攻撃 し て いる 般 標 は と て も 拓 防 條 に な っ て いる の 
で 、 障 単に 衣 徐 を と る こと が で きる 。 ミ サイ ル を 連続 発 
重 し て いっ き に 遇 訂 し て し まお う 。 ま た 空中 で 目 居 に 包 
し て 攻撃 を 仕 座 け て くる 聞 優 に 関し て は 、 息 話 回 で ミサ 
イル を 回 避 し 育 後 を と っ て 反撃 し よう 。 し か し 今回 は ア 
ント リオ ン の 議 和 が 最 人 先 だ と いう こと を 忘れ を いよ う 
に し まう 。 


N NNSFER 


昌 人 を 全 演 させ る と 、 第 一 次 放 軸 に 秒 行 し ロケ ッ ト が け 
ち 上 げ ら れる 。 ロ ケッ ト は 基 和 中 央 の 人 射 品 か ら 晶 画 に 
ちよ げ られ る の で 、 発 和 口 か ら 半 い 性 所 に いる と 対向 
こと が で き な い 。 第 一 が 軸 の 前 に 近く で 符 機 し よ 
う 。 ロケ ッ ト は い 避 屋上 見 し て いく の で 、 早め の ロ 

イル の 仙 を DD け よ う 。 タイ ミン グ が 層 
イル が 泊 いつ け な く な っ て し まう こと も あ 
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と が 判明 し た 。 ゼネラル リソー ス と RI。。 
が 本 格 化し た 今 、 こ の 存在 
| で ある キース と Akie 
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Am 人 ik 人 の 目 本 人 下 その の 偽 玉 の 上 本 ) 入 上 の その 他 の 穫 。 目 NONTARGET 


使用 可能 自 機 


味方 


攻撃 可能 機 
非 到 机 対 旬 機 


本 機 


の きき 


UNE PINT ADVICE 


1IRBM を 破壊 し よう 


目 以外 の 取 に 気 を と られ て いる と 、 生 間 が オー バ 
ー し 第 二 攻 雪 が 関 吉 され て し まう 。 新 二 次 放 軸 の 上 
HHBM だ が 、 この 目 個 は ミサ イル で ロッ クオ ン す る こと 
が で き な しい 速度 は 比較 的 層 め な の で 、IRBM と 自 恒 の 
聞 を 周 峡 化 ろ か ら 外 発 抽 し よう 


寺 し な いと 作 香り 失敗 に な っ て し まう の で 、 年 案 に 軸 
し ょ う 


IN2?/CLAUSTRUPHOBIA 


里谷 に 召さ れ た ミサ イル 基地 を 破壊 する こと が 、 今 回 の 
任務 だ 。 凌 谷 は 入り 組ん だ 地形 を し て いる うえ に 作戦 中 
は 獲 が 発生 し て いる た め 、 視 界 が 悪い 。 誕 や 地面 に 痢 突 
ミサ イル 次 台 が 設置 され て いる 。 と くに ミサ イル に 追尾 
され て し まう と 遠 げ る 電 所 が な い の で 、 気 を つけ よう 。 
回 本 行 動 を 楠 に 行なう と 地面 や 履 に 衝突 する 場合 が ある 
の で 、 必 ず 生 直方 向 へ の 機動 を し た い 。 ま た 上 空 か ら 敵 
機 に 攻撃 され る こと も ある の で 、 要 注意 だ . 


目標 攻略 


目 醒 と を る ミサ イル 基地 は 、 映 若 の 護 深 くに 存在 し て い 
る 。 その た め 発 見 する の が 国際 だ 。 ま た 民 遇 方 法 も 時 
の 開い た 入り 口 か ら 保 入 す る か 、 基地 の 上 空 か ら の 急 降 
下 に 還 ら れる た め 骨 の 反 股 を 徹 け や すい 。 で きれ は 目標 
の み を 破壊 し て 介 交 説 を し た い 。 達成 度 を 上 げ 
を 序 多 く 破 絆 する こと が 必要 に な る の で 、 目 に つい た 
も の は 破壊 し て おこ う 。 こ の 作戦 で は 、 空 中 に いる 詳 林 
を 机 荘 する ほう が 、 地 上 の 目標 を 破壊 する より る 簡単 だ 
と いう こと を 覚え て お こう 
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軸 行動 分 回 


上 人 
9) 


ベト ロ ル 沿 岸 の ニュ ー コ ム 稲 際 補 給 用 ドッ フク 19 | 
人 光 了 の 例 き か 滞 和 化 し て いる と の 情 隊 が も mar 
コム の 半 体 化 の た め ! を 破壊 す 
プレイヤー に 出 紀 の 人 人 が ド っ た rie 


Ca 方 本 PO 時 人 その 短信 上 O 昌 上 の その の 起 回 NONTARGET 


合用 可能 自 機 。 FiexA. Fssur. Fec、FAszc 「azxwRe | 


味 機 FC (ディ ジョ ン )。 F/A3c (キー ス に 
Bes-zomm 
22Twm 


上 森 その 他 の 了 
SUBMARWNEx3. CONVOYx3 5 


洪水 想 や その 他 の 比 穫 の 周り で は 、 吉村 が 戒 活動 を 
掛 な っ て いる 。 溢水 由 を 撃 況 する まえ に これ ら の 衣 標 を 
蝶 し て お こう 。 こ こ て 登場 する 身 像 は 、R-102YR- 
211 な どの 部 隊 で それ ほど 手強い 相手 で は な い 。 た だ し 
数 は 多め な の で 、 肖 午 に 囲ま れ な いよ うに 注意 し よう . 
洪水 艦 を ロッ クオ ン し て いる と き に 、 ミ サイ ル を 発射 
れる と 回 避 行 動か 遅れ て し まう こと が ある の で 気 を つけ 
た い 。R701 は こち ら の ミサ イル を 回 剖 す る こと が ある 
の で 徐 狼 の ミサ イル で 対処 し た い 」 


N2B / DILEMMA 


目 硬 と な る 潜水 拓 は 作 埋 始 時 に は ドッ ク に 太っ で い 
る 、 そ の た め 急 獲 下 か ら ミ サイ ル を 発射 し て る 命中 させ 
る こと は で き な い 。 ド ッ ク の 正面 か ら 接近 し て 潜水 財 
の も の に ロッ クオ ン す る よう に し た い 。 この と き ロッ ク 


オン 切り 替え を うま く 使う こと で 、 複 数 の 胡 を 同時 に 
李 沈 する こと も で きる の で 、 タ イム を 舞 謙 し た いと き に 
は 珈 っ て いこ う 。 ま た 9 分 を 経過 する と 洪水 態 が ドッ ク 
か 5 出 て 移動 し 始め る 。 洪水 四 を 簡単 に 破壊 し た けれ ば 
それ まで 待っ て みて も いい 


UNE PUINI AHVIEE 


この ミッ ショ ン を クリ ア す る と 、 デ ィ ジョ ン が ら クー デ タ 
一 引 頒 「 ウ ロボ ロス 」 へ の 馬 加 を 求め られ る 。 こ れ ま で 一 
基 に 戦っ て きた キー ス を 置い て クー デ タ ー に 参加 する か 、 
それ 1 と も ディ ジョ ン の 時 い を 独り の っ て ゼネ ラル リソー ス 
に 狂 る か 、 自分 の 信じ る 道 を と ろう 。 ゼ ネ ラル に 寺 衣 し 
た 電 合 に は 玖 へ の 導 狐 イベン トカ 折っ て いる 。 空 基 へ 
の 間隙 より 周 放 が 意 い の で 、 全 面 に 行なう. 


行動 分 絞 


2 ロ 穫 和 8 
は メガ フロ ー ト を 目指 す 


人 We 本 hO 昌 本 人 その 人 の 


使用 可能 自 機 。 xrxaeA 


ター 組織 ウロ ボロ ス を 立ち 上 げた こと 
りほ は じ め た 。、 こ の 昌 生 の 中 
MISSIN 語 還 の TT の C が 


スガ フロ ー ト に 乾 還 


この 戦力 を 叩く べく キー ス と プレ イヤ ー 


信 き 上 の 日 還 ) 生 上 の その 人 の 


NoNTA 


or 


味 機 XFA 8A (キー ス ) 
攻撃 不可 能 機 
で sora 
非 攻 末 対 象 機 vozgxs キース に AD る 
酸 根 
EL] その 他 の 疫 


cowoyxa 


GuNx4 nest 


nl に 


この 作戦 の 目標 に は ニュ ー コ ム 克 の 最後 の 生き 残り が 
含ま れる 。 こ れ ら の 相 衣 は メガ フロ ー ト 近く の 寄 上 を 禁 
陳 し て いる の で 、 交 さ な い よう に し た い 。 し か し 開 郁 は 
補任 形 を と っ て お り 、 う か つ に 実 深 す る と 集中 窟 火 を 


浴び て あっ と いう 間 に 撃 詳 ま れ て し まう 。 と くに 第 一 次 
攻撃 で 和 機 か ら 多く の ダメ ー ジ を 受け て いた 電 合 に は 外 
遥 だ 。 そ こ で これ ら の 攻撃 を 回 選 す る た め に 、 能 麻 の 軍 
上 る 通過 する こと は 避け 、 ロ ッ ク オ ン 徐 に ミサ イル を 玩 
和 し た ら 素 早く 横 に 進路 を 変更 し よう 


障 だ け あ っ て 出撃 し て くる 寺 提 非常 に 仙 が 多い 。 と 
くに 最新 訂 戦 103 の 部 胡 は 手強い 相手 だ 。 こ の 作 
職 で は 歴戦 の 戦士 キー ス か ら 、 且 鋼 を 持ち か けら れる 
この キー ス と の 障 負 に 負け て し まう と 建 世 度 が 下がっ て 
し まう の で 必ず 勝ち た い 。 周り ほとん ど が 諏 懐 な の で レ 
ー ダ ー 画 面 を よく 見 て 、 珈 いや すい 隅 か ら 落 と す よう に 
し よう 。1 懐 を いつ まで も 追い まわ し て る と 、 キ ー ス と 
の 隊 負 に 負け る ば か りか 、 最 麻 さ れ て し まう こと も ある 。 


メガ フロ ー ト の 上 空 に は ニュ ー ス 関 人 と 思わ れる 民間 
が 多数 包 ん で いる 。 こ れ ら の 上 人 柳 は 押 沖 する の か 番 
いい と くに この 作 埋 の よう に 剛 が 多い 中 合 は 、1 発 
の ミリ イル も 無 肛 に する こと は で き な い また メガ フロ ー 
ト 上 の 設置 され た 次 も 層 細 に な ら な いか ぎり 、 無視 し 
て し まっ た ほう が し いい 昌和 外 で 空中 歌 を 行なえ ば これ 
5 の 光 台 は 舞い も 同 な の で 、 な る べく 抽 な 撃ち は 
選 け よう 


際 行動 分 時 較 


| mocac 


よっ て メ 
め ら れ て し まう 。 その 戦 園 力 に 公司 を 生え ae oon 
ス の 首 原 陣 は キー ス と プレ イ その 


ィ た ゼネ ラル リ ソ 
破 弄 を 命じ た 


人 WC 條 PO 時 人 そ の 仁 の 但 人 よ 時 (上 の その 人 8 革 。 則 NONTARGET 


使用 可能 自 機 xssA 


味方 機 


攻撃 不可 能 機 


非 攻撃 対象 機 を 
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ナイ トレ 


ス フ ィ ルナ を 委 す る と 、 つ い に ナ イト レー ペン が NH 明 す 
る .。 ナイ トレ ー ベ ン は に 胡 生 が 高く 、 着 浴 に 拉 え 
る こと すら 議 し い 。 ナイ トレ ー ベ ン の 角 後 に どう し て も 回 
中 に は 、 正面 か らく る ナイ トレ ー ペ ベン に ミサ イル 
の 全球 戦 し よう 。 ミサ イル と ナイ トレ ー ベ ン の , 
導 が あえ ば 、 登 中 する こと も ある 、 し か し この ミッ シ 
ョ ン で は ナイ トレ ー ペ ン を 撃 ほ する こと は で き な い の で 、 
の 機会 を 侍 と う 。 


HEAHL DETHE SE 


ーー 一 一 ミッ ショ ン 攻 略 一 一 

ウロ ボロ ス の 中 枢 、 空 中 空母 ス フ ィ ル ナ と の 戦 且 だ 。 ス 
フィ ルナ の 風 辺 に は ウロ ボロ ス の 護衛 埋 交 隊 が 多数 飛 
行 し て いる の で 、 簡 単に は 近づけ な い 。 ま た ウロ ポロ ス 


の パイ ロッ ト は 精 餅 所 いで 機体 最新 銀 栖 ば か りな の 
で 、 素 な 工 い は で き な い 。 こ れ ら の 科 機 と 鞭 うと き に 
は を る べく ス フ ィ ル ナ か ら 区 れ た 補 城 に で る こと が 恒 林 
だ 。 あと 上 切 り 替 え を 利用 し て 、 氷 と し や すい 了 禁 
あら 順番 に 攻撃 し た い 。 た だ し 自 機 が ロッ クオ ン さ れ た 
場合 に は 、 攻 撃 中 で も 茹 く 回 人 行動 に 移 ろ う 。 


この 作 埋 の 目 格 で ある ス フ ィ ル ナ は 、 そ の 巨大 な 機体 に 
見 合っ た 和 久 力 を 持っ て いる の で な か な か 破壊 する こと 
が で き な い 。 全部 で 4 入所 出現 する ター ゲッ ト を 須 番 に 
攻撃 し て いく 必要 が ある が 、 そ の 間 に や 攻撃 力 は 落ち な 
い の で 安野 に 近づか な いよ うに し よう 。 ま た XFA-36A は 
多 弾 王 ミサ イル を 謎 備 す る こと が で きる が 、 対 ス フ ィ ル 
ナ 理 で は 選択 し な い ほ うがい い 。 な ぜ な ら 分 燃 し た 弾頭 
の 内 、 1 発し か 使 中 し な いこ と が 多い の で 多く の ダメ ー 
ジ を 望 C こ と が で き な い の だ 。 


ロボ ロス の 傘 中 空 呈 、 ス フィ ルナ は 没 陸 され た 
5 直前 ディ ジョ ン と ナイ トレ ー ベ ン が 脱出 し た の が 大 認 さ 
た 。 ジオ フロ ント に 透け 込ん だ 衝 ち を 迫撃 する た め 、 キ ー 


ス と プレ イヤ ー は その あと を 近 っ た e 
人 上 と 吐 人 PO 本 人 荘 や その 仁和 但 上 の 昌 本 ( つ 入 上 の その他 の 馬上 NONTARGET 


使用 可能 自 機 xrAasx 


味方 機 XPA36A (= ス 3969 か 人 
攻 軸 可能 008 
非 攻撃 対象 機 

敵 機 


この 作 航 の 部 隊 と な る ジオ フロ ント れ ま で 場合 目 禁 と を る の は ジオ フロ ント に 設置 され た 乃 料 シ 
と 当っ て 天井 が ある 。 そ の た め 上 昇 や 下 放 な どの 震動 が ステ ム の に 杜 読 を 撃ち こみ 破壊 する ご 
大 きく 制限 され る の で 、 今 まで より 一 飛 の 提 弥 術 が 要 と で 、 ジ オフ ロン ト を 崩壊 せ ナ イト レニ ペン を 状 き 込 
さ れる だ ろう 。 ま た ジオ フロ ント に は さま ざま な 吾 物 下 電 装置 は ジオ フロ ント 全体 に 広 ぐ 淫ら 
が 陵 で られ て いる の で 、 そ れ ら の 電 物 に も 実 し を いよ マッ プ を 見 な が ら 効率 的 な 六 絡 を 選ぶ 
うに 気 を 配る こと る 重要 に な っ て くる 。 と くに 算 空 で 杜 こと が 大 切 だ 。 ま た 引 粒 終 置 は ミサ イル に よる ロッ クオ 
に 放 回 し て いる と き は 、 じ ゅ うぶ ん に 注意 し た い 。 方 向 ン が きか な い の で 、 機 呈 で 破壊 する こと に な る 。 耐久 力 
悪 覚 も 失っ て し まう こと も ある の で 、 マ ッ プ 画面 と レー は 盾 い の みじめ 遇 区 の 長い 機 続 を 選択 し て 
ダー で 目標 の 地点 を 常に 確認 し よう お く と 有 有 和 


よる 

ら ば 大 き な ダ メー ジ を 有 

目 を 天 

グ ザ ク に 馬 
ので 、 すれ 直 
ある 。 常に レ 


秋 で も 衣 人 が 
区 の 動き に 気 を 本 ろう 


上 を 


| 


の 悪魔 - 


ジオ フロ ント か ら 脱 出し た ナイ トレ ー ベ ン が 軸 で 次 を 更 し | mA 
た 。 し か し 度 下る 攻撃 を 受け た その 限 体 に 。 も う 勢 い は 

な い 。 こんど こそ ナ イト レー ベン を 鍋 天 すべ く キ ー ス と プレ 

イヤ ー は その 征 を 迫っ た 


Ammcmk カ 本 WOB 時 人 そ の の 双 人 上 の 昌 人 〇 きよ の その の 計 。 加 NONTARGET 


SS ET 


Eo XPA36A は ー ス AB 
軸 不 可 能 3 
人 区 机 対 名 cebrw 


| もの e 下 
ae saxe。 rgenza 


この 作戦 で 破壊 し な けれ ば な ら な い 目 標 は ナイ トレ ー ベ 
ン と ディ ジョ ン の 乗る オー ロラ で ある 。 ナ イト レー ベン 
は ダメ ー ジ を 喝 け て いる と いっ て も まだ まだ 手強い 相手 
だ 。 ナイ トレ ー ベ ン が 自 禁 の 前 方 を 村 切 っ た と き や 、 大 
きく 旋回 し て いる と き に ミサ イル を 発射 し て る 、 ほ と ん 
命中 させ る こと は で き な い 。 斉 杜 を と っ た と き を 措 
て ミサ イル を 全 償 斉 護 し た い 。 ま た 正面 か ら ナイ トレ ー 
ペン が 辿っ て きた と き に は 、 自 懐 の 華 準 の 中 心 に ナイ ト 
レー ペン を 掘 え て ミサ イル を 発射 する と いい 、 


この 作戦 で は 、 ウ ロボ ロス の 最 簡 の 生き 残り の 人 
が ナイ トレ ー ペ ベン と と る に 現われ る 。 禁 数 は 多く な い が 、 
ナイ トレ ー ペ ン を 倒す と き に 所 魔 に な っ て くる の で 早め 
に 側 し て お こう 。 こ の 作戦 で 連 成 度 を 上 げ る た め 
林 の 太 数 を 増やす 必要 が ある の で その 意 祭 か ら る こ 
れ ら の 衣 便 を 破 填 し て お こう 。 た だ し 作 埋 が 実 放さ れる 
時 間 表 は 夜 な の で 、 ウ ロボ ロス 仕様 の 細 任 は 非常 に 
視 民 し ずら い 。 レーダー 画面 を 注視 し つつ 隊 草 で 雷 を 確 
還 す る よう に し た い 


NE PINT AHVIEE 


な る が この 
の 再 隊 する こと は で き な い 
の チイ トレ 
こち ら も ミサ イ 
オー ロラ [に m 放 され 
上 見 を 行ない 、 そ の まま 詳 の ター 
フレ ー キ な 使用 し つつ 急 了 下 を 


婁 行動 分 時 


ド 人 公 と キー ス の 活 唱 に よ 


を < 人間 識 | oe の っ た 
は 骨 び 発進 し た 


っ て クー デ タ ー 雪 結 ウ ロボ ロス は 
填 綴 し た 。 し か し 肝 看 し た メガ フロ ー ト か 
その 戦 半 要 際 が 多 進 し 。 市 部 を 無 光 別 | 


銀色 に 評 く な | 
囚 し て いる と 
この 戦時 機 際 を 撃 陳 すべ く 。 プ レイ ヤ 1vr hwwni 


人 cm 方 本屋 その他 の 計 但 和睦 区 上 の その AO 音 。 貼 NONTARGET 

合用 可能 自尊 xruaeA 1 

味方 機 Aa に 

攻撃 可能 村 mg9-7959 
ST 

人 末 対 旬 機 ceyucOwWr| 

に い 】 

目標 その 他 の 了 


8 枯 の XR-900 う の うち 1 木 に ある 税 度 の ダメ ー ジ を 与え 
る と 、 ハ ッ キン グ を し て その 壇 の 提 系 款 を の っ と る こ 
と が で きる 。 こ れ で 聞 と 同性 能 の 機体 で 埋 え る の で 、 そ 
れ は ほど 不 間 に は な ら な い だ ろ う 。 衣 標 は まとまっ て 了 行 
し て いる 令 向 が 強く 、 ど ちら を 向い て る 各 機 と いう 状況 
が 多い 時 切り 替え を 利用 し て 、 正面 に いる 航 か 
サイ ル を 発 穫 し て いこ う 。 た だ し は ミサ イル の 回 記 
了 作 に 優れ て いる の で 、 全 列 斉 射 を 行っ て も 一 発 も あ た 
ちな いこ と も ある 。 無 設 ち は 辿り よう 


この 作 理 で は な その 笠 拉 隊 を すべ て 撃 荘 する こと が 日 
的 だ 。 こ こ て 登 場 する 本 価 は XR-900 で 、 性 能 約 に も 儲 
侍 の フォ ルム の ナイ トレ ー ベ ン に 最 信 し て いる 。 そ れ が 
8 則 登場 する こと と な る の で 震 幸 を 強い られ る だ ろう . 
た だ し 操 線 技術 は レナ や ディ ジョ ン は ど で は な い の で 、 
時 間 を か けれ ば な ん と か 酸 卒 で きる 。 ま た 作 太 中 の 天 人 
も よい の で 視界 が 広い 。 こ の 作 笠 が 終了 する と エン ディ 
ング を 駒 え る こと に な る の で 、 今 まで つ ち か っ た 技術 を 
すべ て つき こん で 自 利 し よう 


自 憶 と な っ た XR900 の は 通常 ミサ イル と レー ザー 
レー ザー は 提 代 と 違っ て 単 史 な の で 、 債 れる まで は 
骨 枯 に 当て る の も 衣 し い だ ろ う 。 ま た ミサ イル な 自生 
と 同 骨 し た XFA-38A の も の を 同時 に 発 劇 する こと に な 
る の で 、 郊 が 多い 背後 や 正 商 な ど ポ イン ト を 授 さ えた 
発出 を い が けれ ば 癌 中 させ る こと も 可 し く な いこ の 作 
陣 の 到 は 計 間 で 決ま る の で 、 度 を 上 げた いと を 
に は 、 短 時 間 で 作 埋 を 終了 させ る よう に が け よ う 。 


理 馬 行動 分 時 


| mm に ss 


ンーeeoSSfRESA 


| 環 


へ ビ の 意思 ロ 


we Top 避 

われ 、 ゼ ネ ラル リソー ス を 抜け て クーデター | 細 xuvs | 

旨 給 ウロ ポロ ス に 参加 し た プレイヤー 避 着 の 日 槻 は ニュ | 
ー ラ ム 本 福 の あ る ポート ・ エ ド ワ ー ズ 、 ニ | 
し て の を 逢い 友 り 。 講 休 化 させ る こと が | 


本 


OPT 


人 と 方 本 補 の 昌 林 人 如 中 そ の 全 の 玉造 よ の 日本 ) 寺 上 の その 公 の 還 。 回 NONTARGET 


使用 可能 引 機 xruaow 


味方 機 4o54 


ョ ンジ. uo53 


"mm 際 Eo 


この 作戦 で は 地上 設備 を 破壊 する こと が 目的 に な る 。 し 
か し さす が に ニュ ー コ ム の 本 社 だ け あ っ て 空中 に は 多く 
の 電 剛 本 が 哨 成 し て いる 。 ま た 可 針 や ミサ イル 容 台 の な 
どの 股 信 も 設置 され て お り 、 気 を つけ な いと ダメ ー ジ を 
時 け て し まう だ ろう 。 こ の 作戦 で は ディ ジョ ン か ら 振 
され た 目標 を 時 破壊 し て いく こと で 六 行 する 。 得 時 間 
で の クリ ア を 目指 す な ら ば 空中 の 了 楼 や 大 台 な ど は 無 
神 し て し まっ て も よい 。 た だ し 巡 成 加 は 大 調 で 決ま る 
の で 、 寺 成 車 を 上 げた い 場合 に は 破壊 し て ちこ う 


UNE PUINT A 


人 MK 中 は 月 が 笠 っ て いる た め 、 靖 天 革 より も 拓 先導 が 
思い 。 その た め 地 上 の 容 台 や 宮中 の 夫 了 の 外見 が 遅れ て 
攻 刺 を 受け て し まう こと が ある の で 、 レ ー ダ ー 末 華 に は 
注目 し て お こう 。 作 昌 中 は ス フ ィ ル ナ と ディ ジョ ン の 
行 する 。 没 財 が ス フ ィ ルナ に 対し て 攻 軸 を 信 理 ける 
が ある が 、 ス フィ ルナ を と くに 舞 護 する 必要 は 無い 。 し 
か し 直 寺 数 を 大 計 た い 中 合 に は 、 ス フィ ルナ の 攻撃 で ダ 
メー ジ を 邊 けた 前 を 電 鞭 する の も 一 つの 方 だ 


目 柄 と な る の は FREEWAY や BUILDING な どの 建物 
だ 。 これ ら の 建物 は 重力 が 低い の で 一 玩 の ミサ イル で 
門 球 で きる 。 第 二 次 攻撃 目標 と を る の は 、 ニ ュー コム 
の 首 隊 が 乗っ た V-22B3 機 だ 。 こ れ ら を 1 分 29 柳 以内 
に 破壊 する こと で 作 埋 は 終了 と な る 。 し か し 1 分 30 秒 以 
上 至 過 し て これ ら の 居 体 に 芝 げ られ て る も 作戦 は 終了 と な 
る 。 V.22B を 台 が すか 、 遂 が さ な いか に よっ て この あと 
の 作 埋 が 分 鐵 す る の で 自分 の 凶 み に よっ て 選択 し よ 
う 。 ま た 競 げ られ て る 成 度 は 下がら な い 


還 行動 分 鐘 四 


2 I 残存 の ニュ ー コ ム 


前 MM の 作戦 に よっ て 。 ニ ュー コム の 可 公 秀 は ほ ば 壊 多 

ュー コム の も う つの 委 点 海上 区 生 部 市 メガ フ 

MISSIHN く の 戦 が 狂っ て いる と 考え られ る 。 メガ 
3 これ ら を 吐 江 する の が 今回 の 作 務 だ 


Amcmg 本 PO 人 W 人 WO 人 の 人 FOO 入 上 の その の 計 


使用 可能 自 機 。 yrxaex 

味方 機 4054 (ディ ジョ ン )、 UL4053 
攻撃 不可 能 機 

非 攻 軸 対 象 機 

机 機 


曲 NoNTARoET 


REP 
Be5-36 束 


Cum 


SUBMARwexe Eioiee 


SAwxi 


ス フ ィ ル ナ と と も に ニュ ー コ ム の 残存 勢力 を 叩く の が 今 
回 の 作戦 だ 。 作 戦 空域 全体 に 敵 機 と 目 醒 が 逆 ら ば っ て 
いる の で 、 マ ッ プ 画面 を 利用 し て 近い 身 を 探し 出す こと 
が 大 切 に な る 。 戦 有 闘 機 は R-103 が 多い の で 、 密 集 地 帯 に 
突っ 込ん だ り 、 囲 まれ た り し て し まう と や っ か い だ ろ う . 
また メガ フロ ー ト 上 に は 機 倒 と ミサ イル 次 台 が 設置 され 
て いる の で 、 そ の 上 空 で 空中 戦 を 行なう と ミサ イル が 飛 
ん で き て ダメ ー ジ を 受け て し まう 場合 が ある 。 で きる だ 
けり 怒 秀 の いな い 海上 で 類 懐 を 叩く よう に し た い , 


目 李 と な る の は 6 隻 の 六 水 だ 。 江 水 区 と いっ て も 浮上 
し て いる の で 、 通常 の 氏 を 同じ よう に 攻撃 し よう 。 ま 
た 目 林 以 外 の 箇 登場 する の で 家 研 し て し まち う 。 想 
船 を 破壊 する と き の ポイ ント と し て は 、 ミ サイ ル を 発 
し た あと に 素早 く 回 避 生 動 を と る こと が 大 切 で ある 。 候 
旗下 か 5 ミサ イル を 発射 し た 場合 や 、 近 中 区 か ら 発射 し 
場合 に は 、 命 中 し な い 場 合 も ある の で 、 ロ ッ ク オン 可 
能 な 送 苑 か ら 攻撃 する こと を 心がけ る よう に し た い . 
そう すれ ば 反 没 で ダメ ー ジ を 受け る 可能 性 も 低く な る 


MISSIONs5 


LinuinATinN 


AM を 斑 格 する 


目 必 の 衝立 を 全 江 さ せる と . 残っ た 馬 組 か ら 地 罰 
ミツ イル SAM が 免 笛 さ れる 。 この ミサ イル 3 包 に 
な 大寺 を 持ち 、 ス フィ ルナ を 一 発 で 失 詳 し て し まう 。 
この ミサ イル は ロッ クオ ン す る こと が で き な い ので 科 多 で 
硫 順 し な けれ ば な ら な い 、 小さ な 目標 な の で 間 迷 に 邊 め 
で の も 栖 し いか も し れ な い が 、 席 カ の 大 き な キャ ノン 移 
を 臣 備 し て 瑞 すれ ば 昌 座 で きる の で 、 日本 自 憶 の 
友 を 朋 蔽 させ る こと を む が け よ う 。 


戦 同 行動 分 時 較 


最後 の テキ 


ュー コム の メガ フロ ー ト は 区 力 化 きれ た 。 説 肌 か ら 立 ち 本 
な いや ネ ラル リソー ス に ウロ ボロ ス を 凡 な 力 は な い 最後 1 
MR た Oi に 計 し て 女 寺 を (中 け る た め 、 ウ ロ ポ ロス は 
3 TPEO 本 部 の ある エキ スポ ・ シ ティ ー へ と 韻 か っ た 


Ammcmr カ 本 m の W 人 hp を の WO 信昌 本 ① き 上 の その WO 計 回 NONTARGET 


GUNx6。 MSSLxS。 TANKya 


この 作 埋 で は UPEO の 部 明 が 相手 と な る 。 ま た 作 埋 の 部 
歴 も UPEO 本 部 上 空 と な る た め 、 空 中 紅 の と き に 地上 か 
ちの 攻撃 を 受け や すい 。 と くに ミサ イル 合 ど タン ク は 
村 意 と な る た め 、 空 中 埋 に 集中 する た め に 先 に 破壊 し 
て し まっ て も いい だ ろう 。 ま た ナイ トレ ー ベ ン に 乗っ た 
レナ と オー ロラ に 描 乗 し た ディ ジョ ン も この 作戦 に 参加 
し て くれ る が 、 電力 的 に は アテ に な ら な い の で すべ て の 
上 本 や 毅 は 自分 で 硬 する よう に し た い 。 た だ 前 に 
衣 化 を 取ら れ た 場合 の 賢 告 は 無 禄 し な いよ うに し た い 。 


a 


葛 一 次 攻 撃 で 革 地 の 周辺 孝 設 と 目 禁 の 茎 交 を 束 す 
る と 、 第 二 次 攻撃 が 開始 され る 。 こ こ で 目 組 と な る の 
は 、UPEO の パー ク 司 令 の の っ た V-22B だ 。 こ の 禁 体 は 
UPEO の 地下 格 答 庫 に いる た め 、 上 空 か がら ロッ クオ ン し 
て ミサ イル を 発射 し て る 病 中 させ る こと は で き な い 。 地 
で 栓 十 の ハッ チ が 開く の を 待っ て 、 低 補 で 信 入 そし 
て ミサ イル を 発射 し て 徒 壊し た い 。 な お V-22B を 破壊 し 
が 終了 し た あと で も 、 格 納 軍 の 如 や 床 な ど に 滋 突 し 
て し まう と 作 埋 は 失敗 と な っ て し まう の で 注意 し た い 


この 作戦 で も っ と や 潤 導い 
前 Bu-43 だ 。 こ の 介 人 
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37 の 二村 で 、 失 動作 や 必 撃 カ な どか り 
まとまっ て いる 。 その た めこ ちら の ミサ イル を 
る の で 、 有 利 な 位置 を 占め て ロッ クォン 
サイ ル を 全 弄 発 遇 し て 一 先 で 

う 。 も う 一 つの 目鼻 と な る 

に 較 で 先 


取 遇 行動 分 時 


の の の あら っ 


ス と ニュ ー コ ム の 共 例 れ を ね ら 
較 軸 は ウロ ポロ ス | 
フレ イヤ ー の か つて の パー 


人 mW の 本 OB 全 人 その 人 の 双 人 党 上 時 〇 千 よ の その の 生 NONTARGET 


使用 回 能 自 機 xrxax ェ ーーー 


味方 要 XFA36A (キー ス ) ee に 
攻撃 可能 機 ” uraos。 ティッ ュ ン FC 
非 攻撃 対象 機 2 


ZIZz 2FA-36Ax5. RT s 


ス フ ィ ルナ の 周 困 を 飛ん で いる 護 条 の 形 妊 を 拓 陸 す 
る と き に は 、 な る べく ス フ ィ ル ナ か ら 離れ た 場所 に 訂 
し て 戦う と いい 。 また 一 機 に 集中 攻撃 を か ける の で は な 
く 、 手当 た り 次 第 に ロッ クオ ン し て ミサ イル を ば ら まぐ 
と 没 を 小 し や すく な る 。 な ぜ な ら 、 一 機 を し つこ く 辿 
尾 し て いる と 後ろ か ら 他 の 笛 に 攻 軸 さ れ て し まう か ら 
だ 痢 面 近く に まで 高度 が 下がっ て し まう と 、 自 繁 の 動 
き が 制限 され て し まう 。 高度 に 気 を つけ て 寺 お う 


次 攻撃 の 目標 と な る の は ス フ ィ ル ナ だ 
の と を に ! 
の 可 守 は 覆 し いこ と で は な い 、 

還 度 を 早く 保ち つつ ス フ ィ ルナ 
畔 、 そ の 科 急 放 回 を し て 刻 箕 する 。 じ ゅ うぶ ん 
の っ て いれ ば 、 ス フィ ルナ か ら の ミサ イル は 自 層 
つけ ず に 失 下 し て いく の で 、 ダ メー ジ を 踊 け な いで すむ 。 
ス フ ィ ルナ の 購 国 を グル グル と 族 回 する こと は 、 ダ メー 
ジ を 生け や すい の で 止め て お こう 


第 一次 攻撃 
| 害 の 戦機 摩 を 排 訂 し て いれ ば 、 ス フィ ルナ 
ポイント と し て は 自 慣 の 


この 作 洪 で は レナ の 可 る ナイ トレ - 
な る 。 この と き の ポ イン ト と し て は 
ナ か ら 隊 れ た 場所 で 埋 う こと が 大 
り に は 電化 が 飛行 し て いる の で 、 近づく と 攻 刺 を 受け 
て し まう 。 た だ で さえ 手強い ナイ トレ ー ベ ン と の 理生 
中 する た め に も 、 離れ た 空域 で 電 剛 を 行 な お う 。 ナ イト 
レー ペン に ある 科 民 の ダメ ー ジ を 与え る と 、 キ ー ス の 生体 
が サイ トレ ー ペ ン に 挟ま っ て し まう の だ 


バン カ条 の 目 森 に 
で きる だ け ス フィ ル 
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使用 可能 自 陳 。xraasx 
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味方 可 3 っ 59 ゆ に 和 
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攻撃 可能 4 サフ 959 
Ed 

非 攻撃 対 旬 本 CByukcWWr 


その 他 の 邊 


目標 は ディ ジョ ン の み 。 他 の 電位 や 牙 粘 、 容 台 な ど は 
一 切な く デ ィ ジ ョ ン と 主人 公 の 一 生 打 ちと な る 。 戦 還 空 
域 は 破 寺 さ むれ た メガ フロ ー ト の 上 空 、 天 気 も 晴天 で 視界 
もい い 。 最後 の 決 埋 に ふさ わし い 舞 台 だ 

ディ ジョ ン の 乗る 繁体 オ ー ロ ラ は 、 ナイ トレ ー ペ ン に 匹 
般 する 能力 を 持つ と いわ れ 、 性 能 約 に も 者 芝 に 優れ て い 
る 。 た だ すべ て を 失っ た ディ ジョ ン は 混乱 状態 な の で 
そこ に つけ こ 6 了 が あり そう だ 。 チ ャ ンス を 交 ず | 
撃 し て いこ う 


次 攻撃 で ある 程度 の ダメ ー ジ を ぢ える と 、 系 
に 移行 する 。 第 二 次 攻撃 で は エレ クト ロス フィ ア が 
台 と な り そ こ で 空中 埋 を 行なう こと に な る 。 遂 一 次 吉 撃 
で ダメージ を 与え た と いっ て も 、 デ ィ ジ ョ ン は まだ まだ 
列 い 。 骨 後 を と る チャ ンス も な か な か 宮 っ て こない の で 、 
正 栖 か ら す れ 違 うと き に ミサ イル を 叩き こも う 。 こ の と 
き で きる だ け 六 早く 連射 する と あたる 確証 が 高く な る 
また ディ ジョ ン が 本 当 に 真正 面 か らき た 場合 に は 、 機 妹 
を 加 っ て 少し で も ダメ ー ジ を 与え た い 、 


エレ クト ロス フィ ア の 中 で は 、 上昇 や 下 放 の が 旬 み 
に くく 情 れ な いと 飛び づら い 。 ま た 地図 に 電 突 ずる 0 
が Xu から と いっ て 、 下 隆 し すぎ る と コー ス ア ウト し て 作 
避 衝 と な っ て し まう の で 気 を つけ よう 。 自 根 の 位置 を 
つか 一 番 の 方 法 は 。 デ ィ ジ ョ ン 根 を レー ダー と マッ プ 
画 人 で 遼 認 し 基 束 と する こと だ 。 と くに 回 や ロー ル で 
自 和 の 置か が よく わか ら な く な っ た と き に 活用 し た い 、 
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を か ける こと に 決定 し た 


使用 可能 自 繁 ni 


バー ク 司 銃 の 1 
| 
| 


と 本 薩 WO 日 縛 人 尽 ゆ そ の の 自信 上 上 林地 上 の その 季 O 由 日 NONTARGET 


杜 方 吉 Fr311 (ウン シア RS11 (フィ ー、 R311 x4。 Rh351 4 ASlotWem 
BNB-aoW 
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Aaacxe、 BASExa| 
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地 頻 地 へ の 作戦 に 入る と 。 上 本 で ある シン シア か ら 指 
信販 く 。 そ の 洛 を 押 捉 し て し まう と 之 民 が 下がっ 
て し まう の で 注意 し た いま た その 指令 に し た が っ て オイ 
ル タ ン ク と レー ダー サイ ト を ー 定 誠 橿 する こと で 、 ボ 
の 作 昌 が 当 会 する 。 ど ちら の 人 電 に 違 め た いひ を 才 え て 
破 天 政 を 大 陳 し よう 、 そ の と き 昌 魚や ミサイル 誠 台 、 脱 
要 に 本 墜 され て し まっ て は 介 味 が な い の で 、 蛋 異な も の 
が 5 ちっ た ら 逢 協 し て お こう 


ISSIDN 39 / POMUER FOR LIFE 


ミッ ショ 


この 作 埋 で は 高々 度 電機 を 使用 し て 、 セ ネ ラル リソー 
ス に 強 凌 を か ける 。 革 一 攻撃 の 目 枯 は 、 ゼ ネ ラル リ ソ 
ー ス の 高 聞 軸 RF-12A2 を 撃 吾 する ご と だ 。 今回 
使用 する 機体 R-311 は 極 妥 ま で シン プル に 設計 され た 最 
新設 様 な の で 、 候 問 の ゼネ ラル リソー ス の 童 関 機 と は で 
き が 四 う 。 和 単 に 季 近 を 柚 許 で きる だ ろう 。 た だ し 高度 
が 高い た め 林 動 に は それ な り の 制限 を 受け る 。 旋回 中 な 
ど で る 剖 度 を 攻 と さ な い よう に し な いと 失 加 し て し まう 
じゅ ぶん に 注意 し た い 」 


ゼネ ラル リソー スズ 空軍 基地 の 提 肝 を 低下 させ る の が 、 今 
四 の 任務 だ 。 そ の た め 目 標 に は 基地 施設 も 含ま れ て い 
る 。 た だ し R311 は 訟 回 能力 や 安定 性 が 低く 、 対 好 攻 
に は 向い て いな い の で 一 本 菩 の 電 法 を 使用 する な ど し 
て 、 基 地上 空 に は あま り 太 ま ら な いよ うに し よう 。 そ う 
し な いと 基地 か ら 発 身 さ れ た ミサ イル で ダメ ー ジ を 受け 
て し まう 。 ま た 目 和 以外 の 電機 も 少数 飛ん で いる が 、 
な る べく 無 授 す る と 作 埋 を 進行 し や すい 。 今 回 は 自 慣 の 
安全 を 最 便 先 に 考え よう 


こつ 
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シャ トル 訪 選 ・ 
ゼネ ラル リソー ス 空 軍 大 地 へ の 作戦 は 成功 し た 。 し か 


ー コ ム の シャ トル が 融 す る タイ ミン グ を 下 い 、 セ ネ ラ ル 
リソー ス が 攻撃 を 住 再 け て くる と いう 情報 が も た ら さ れ た se 
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第 一 次 攻撃 


作 爆 始 時 に は 北陸 の 操作 を 行なわ な けれ ば な ら な い 
が 、 基 隊 に 比べ る と 簡単 な の で 自分 で 拘 作 し た い 。 第 一 
次 攻撃 と し て 酸 来 し て くる の は 、 壌 柳 F.22C だ 。 こ の 
戦は 性 能 的 に も バラ ンス が と れ で いる 人 体 を の で 、 
囲ま れる と 少々 や っ か い だ 。 ま た この 戦 林 の 洒 役 に ば 
か り 気 を と られ て いる と 、 シ ャ トル が 芝 笠 され て し まう 
シャ トル の 周り を ゆっ くり と 旋回 し つつ 、 近 つい て くる 
骨 尼 を 区 卒 し よう 。 腕 に 自信 が ある な ら ば 、 こ ちら か ら 
尼 の 集団 の 中 に 容 避 し て いっ て も いい , 


UNE FI HVIEE 
シャ トル を 譲 衛 す る 


人 対象 で ある シャ トル は 動き が 続く 、 試 革 も 情 ん で い 
な い 。 その た め 戦 に 独 わ れる と 格好 の 電 逢 に な っ て 
し まう 。 シャ ト JUG 疫 弱 の ミサ イル を 回 選 す る こと も まま 
な らい の で 、 肖 和 に ミサ イル を 発 出す る タイ ミン グ な 和 
えて は な ら な いい 最悪 の 時 は シン シア に 言わ れ た よう に 、 
シャ トル の 介 に な る つも D で 必 加 を 妨 ご う 。 着 遂 ま で の 4 
分 を きり きれ れ ば と りあ え ず 希 一次 攻撃 を 切り ぬけ る こ 
と が で きる ぞ 。 


二 次 攻撃 の 目 短 は 、F/A-S2C と F/Au18I の 選 隊 た 。 
こち ら の 部 層 は 著 秩 し た シャ トル を 攻撃 する た め に 第 一 
次 攻撃 の F-22C よ り る 対地 攻撃 に 優れ た 打 体 に よっ て 構 
成 さ れ て いる 。 そ の た め 空 中 戦 で は 、 先 は ど より る も 苦 
は し な い だ ろ う 。 な 石 、 こ の 作料 の 連 世 度 は 第 一 次 攻 疫 
を 終了 させ た 野間 に よっ て 決定 され る 。 和 二 次 攻撃 に 進 
々 で し まう と 軍 成 度 が 大 幅 に さがっ て し まう の で 、 上 げ 
た い 坦 合 に は 守 一 次 攻撃 を 終わ ら せ よう 


軸 上 行動 分 館 図 


ーー ESTERRSIN 


neucom nc 


MISSIHN 


内 1 


と に より 重 研究 デー タ 

きた 。 し か し 条 星 婁 道 に に ゼネ ラル リ 
事 商 星 が 複数 確認 され た 。 こ の 

コム 上 語 部 は プレ イヤ ー に その 隊 規 に 
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mr 


初 の 衛 是 軌 道上 で の 作戦 で ある 。 泰 星 婁 道上 で は 通常 


目標 と な る 軍事 衛星 は 、 星 科 首 上 に 膨 開 し て いる う 
間 制 限 が ある 。。 そ の た め 一 つの 間 星 を 硫 清 し た 
旦 く 次 の 目標 に 向かう 必要 が 出 て くる 。 マップ 
を いつ で も 開い て お く ク セ を つけ て 、 自 答 目 栖 の 
位置 を 把握 し も っ と る 近い 商 星 を 攻撃 で きる よう に し た 
* 自体 は ほとん ど 何 止 し て いる 状態 な の で 、 
ロッ クオ ン 後 な ら 多少 無理 な 位置 か 発射 し て も 命中 さ 
せる こと が で きる の で 覚え て お こう 


ソー ス の 加重 量 を すべ て 太 壊 する と 、 大 所 
属 に 天 入 する こと に な る 。 こ れ は 独 際 の 動作 と 似 て いる 

は 太め だ 。 ます 陳 体 下部 を 地下 に 了 け 5 
大 気 の 匠 で 寺 え 尽き な いよ うに 首 和 | 
この と き 画 面 上 に 人 和広 の 内 が 
れる の で 同 困 させ る よう に し よう 。 こ こ で 相 価 が 大 きく 
ED する と 失敗 し て し まう の で 注意 し た い 、 全 
の で 未 い 線 作 を 7 け よ う . 


衛星 回 収 作戦 
ecom nc 
ウル リッ ー ス の る は 。 も は や 申 め る こと 
が で き な い 光 要 に まで 申 大 し て いた 。 そ ん な どき ニュ ー コ 
の 人 間際 し 、 交 に 大 し た と の 全 隊 か る 
地 の 本 幸 を で ネ ラ ルリ ソー ズ か どる た め ブ レイ ヤ 


は 出撃 を 命じ られ る 
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便 有 可能 邊 禁 : 
味方 提 E ン ン の 、 211 (フィー) は 3 PT 
ーー ー aoW 
攻 軸 可能 機 laormm 


- 非 林 対 象 


で R.21 1 を 便 用 し て いる 
スフレ ッ ド ポム を 区 備 す る こと が で きる 
リクオ ン と ホー ミン グ の 電 能 は つい 
く 広 上 の も の 
る と 押 で 自 要 まで ダ 
た の 用 誠 は 邊 本 の 居民 と 高度 に 依存 し て お 
や 変化 する 。 目 柄 の 先 を 担っ て 
する と 命中 囚 が 遍 く な る 


貸 齋 性 を ゼネ ラル リソー ス の 本 和 に 
こと が 目的 だ 。 そ の た め 上 空 を 飛ん で いる 本 禁 
は で きる か ぎり 無 入 し よう 。 も し る 攻撃 を 仕掛 け で くる 


、 放 回 や 上 昇 で 振り 切る こと が 大 切 だ 。 少し で も 
現場 へ の 翌 着 が 遅れ て し まう と 、 人 志和 星 は 実 に ゼネ 
ラル リソー ス に 堆 わ れ て し まう だ ろう 。 海面 上 空 スレ ス 


し を 飛行 する を ど し て ロッ クオ ン さ れる 人 た 険 性 を 癌 けつ 
つ 、 電 人 務 に 集中 し よう 


ス の 際 能 で ある 。 給 租 は 種類 に よ 


め 全速 力 で 飛行 し て 電撃 を し な いと 間 
マッ プ で 寺 成 度 を 上 げた い 坦 合 に は 
破 寺 数 を 上 げ る こと が 必要 だ 。 し か し 様 ぎ や すい 財 胃 が 
多 吉 出現 する の で 
れ け 自然 と 較 成 訟 も 上 が 


信也 性 を 容 わ れ な いよ うに し て い 
て いく だ ろう 
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ゼネ ラル リソー スズ が 自 匠 の 軍 地 に 疫 空 兵力 を 集結 きせ 

ce て いる と の 全 報 が 入っ た 。 シン シア は 人 間 の 馬 化 | 

に 計 し た が 語れ その 天 到 に 友 対 する フィ ー は シン 

43 シア と の 対立 に 令 む 、 そん な 中 彼ら は ゼネ ラル リソー ス を 明 
く た め 出没 する 


wma 
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合用 可能 自 機 ios 
味方 機 RL103 (シン シ の 、 R 103 (フィ ー) 
攻撃 可能 機 
非 攻撃 対象 機 


ミ 還 ] 


ーー ミッ ショ ン 攻 略 ーー ーー] 


の 作戦 で は 遂 基 地 の レ ー ダ ー に 摘 足 され な いこ と が 第 


ーー の 条件 と な る 。 そ の た め に は 低 高 度 を 飛行 し を けれ な 


な 5 な い が 、 際 地 の 上 を 飛ぶ と 山 栗 や 丘 な どの 記 伏 が あ 
る の で ちょ と し た ミス で 高度 が 上 が っ て し まう 。 そ れ を 
避け る た め に は 洛 上 を 飛行 する と いい 。 海岸 線 に 沿っ て 
人 度 で 飛行 し つつ 、 レ ー ダ ー 画 面 に 般 の 基地 か 現われ 
た 5 ゆっ くり と 上 昇 し て 基地 に 接近 。 そ の まま 一 気 に 攻 
めん で し まお う 。 な お 加 度 が 早い と シン シア と フィ ー 
が つい て こない の で 注意 し よう 


| 。 UNEPUINIAUVIEE 


この 作戦 了 所 に シン シア か ら 、 ク ー デ ター 細 是 ウロ ポ 
ロス へ の 加 を 求め られ る 。 理 十 の た め に 自分 の 信じ る 
道生 こう と する シン シア か 、 そ れ と も 其 か ら の 価 僧 フ 

ュー コム に の こる か 。 よ く 考 えて 決め た 
い 。 シン シア に つい て いく と 琉 中 で ス フ ィ ルナ と の ドウ キ 
ング イベ ント が ある 。 こ れ は 垂 中 給 灯 と 似 た よう な 象 
を 皇 け る か も し れ な い が 、 ど こ に 最近 すれ ば よい の か わか 
5 た め 由 は 高め だ 


今回 の 作 埋 か ら ニュ ー コ ム の 且 新 打 欄 R-103 を 使用 で き 
る 。 こ の 機体 は トッ プク ラス の 性能 を 持つ て いる の で 、 
どん な 作戦 で も こなせ る だ ろう 。 今 回 破 橿 じ な けれ ば な 
らい 目 林 は レー ダー サイ ト だ 。 そ の 購 較 に は 抽 銃 や ミサ 
イル 次 台 な どの 盤 設 も 存在 し て いる の で 、 柄 極 的 に D い 
て お こう 。 ま た 目標 物 は 一 つの 場所 に まとまっ て いる の 
で 、 手 体 を ロー ル さ せ た ま ま 横 に 旋回 し て 、 須 番 に 破壊 
し て いく と 學 還 的 だ 。 こ の マッ プ で は レー ダー に 提 知 さき 
れ て し まう と D ラ ンク に な っ て し まう の で 注意 し よう . 


戦 同 行動 分 時 回 


っ Oseu 


SE Len 


それ ぞ れ の 真実 


シン シア に 謗 われ る まま 。 クー デ タ ー 租 織 ウ ロボ ロス 
し た プレ イヤ ー。 最 の 作戦 は シン シア 。 ディジ ョ ン と 
座 な 式 吾 の バイ ロ PEO か ら 教 出す る 

つて の 同 能 し ナ の こ 


人 四 末 と gt 伴 中 の 日 居 人 中 その 季 の 大 倫 信 上 の 目 琴 〇 地上 の その 他 の 散 。 回 NONTARGET 


使用 可能 自 想 nic 


味方 姓 Rio3 (シン シカ UL4053 


UPEO 本 部 上 空 に 乗 り 込 ん で の 空中 綾 と な る 。 そ の た め 
対 定 砲 火 も きつ く 油断 し て いる と 撃 翌 さ れ て し まう だ ろ 
う 。 だ が 、 ミ サイ ル 癒 台 と タン ク に さえ 先 に 破壊 する よ 
が け て お け ば 問題 は な い 。 第 一 次 攻撃 で 出現 する 
隅 は Su-37 と R-101U だ 。 こ れ ら の 各 遇 控 は R-103 
に 比べ れ ば 高い 性 能 で は な い の で 、 一 近 づ つ 引き 難し て 
確実 琶 多 し て し まお う 。 た だ し 地上 上 攻撃 を し て いる と 
き な ど に 接 ろ か ら ミ サイ ル を 撃ち こま れ な いよ うに 、 レ 
ー ダ ー 画 面 を 見 る こと を 濾 え て お こう 


に に 
弟 ニ 次 攻撃 目標 と を る の は 、UPEO の 再 打 及び 基地 
関係 放 設 と 車両 だ 。 戦 居 は Su-43 も 出動 し て くる の で 
油 伯 は で き な い 。 ま た 基地 施設 を 破壊 する た め に 低空 で 
進入 する と 、 周 り の 陸 希 物 に 箇 実 し て し まう こと が あ 
る 。 軽く 接 角 する だ け で も 大 き な ダメ ー ジ を 受け て し ま 
う の で 気 を つけ よう 。 ま た シン シア が 安全 に 下 際 で きる 
よう に 、 空港 周囲 の 剖 標 と タン ク を あら か じ め 拓 座 し て 
お く こ と が 大 切 に な る 。 一 度 基 座 さ せ て し まえ ば 安全 な 
の で 、 そ の あと は 身 禁 の 机 蘭 に 全力 を あげ よう . 


タン ク は ゆっ くり と だ が 生 し て いる 。 その た め ミ サイ ル 
を 和香 し て も 人 と が あり 、 こ ちら が ダメ ー ジ を 
圧 け て し まう 埋 合 が ある 。 それ を 編 く た め に は 、 タ ンク 
の が 織 生 し て いる 後方 か ら 池 近 し 。 通 必 する よう に ミサ 
イル を 玩 遇 する と いい また タン ク か ら は 深 力 な ミサ イル 
が 区 笛 さ れる の で 、 タ ンク の 上 下 を 通過 する こと は な る 
べく 計 け よう 。 死 骨 さ え 選 べ ば 、 タ ンク で 邊 鍵 を 作 
に 昔 げ る よう に な る 。 


戦 生 動 分 時 回 


離脱 


レナ を UPEO か ら 孝 出す る こと に 成功 
そこ で シン シア は 自分 の 理 超 
と に 絶望 し 


ママ ママ ママ 


ス フ ィ ル ナ へ と 攻撃 を 仁 損 け 


人 還 と 方 人 空中 の 目 貸 人 企 中 その 他 の 正人 地上 の 目鼻 ( 〇 玉 上 の その 他 の 二 。 回 NONTARGET 
ーー [era] 
味方 村 ioa (ウン A235 箇 
攻撃 不可 能 機 16-22 全 電 
非 攻 撃 対象 機 で 15M 下 電 


垢 六 の 目 父 は 、 デ ィ ジ ョ ン の 生還 する オー ロラ だ 
この 山 人 は 和久 力 が 仙 い の で ミサ イル を 発 も 人 中 させ 
る 必要 が ある 。 ま た 介 下 上 昇 か ら 和 価 を ひね っ て の 人 
下 な ど 、 思 いも よら め 財 和 
する 。 オー ロラ の 開化 が ど 
同 で すれ 思う と き を 利用 し て 、 
みた い 

いる と 


Cu1 12 


第 一 次 攻 撃 の 目 述 は ゼネ ラル リソー ス の 職 隊 だ 。 た が そ 
の 軸 り に は ゼネ ラル リソー ス の 誠 標 が 多数 匠 行 し て い 
る の で 、 先 に 叩い て ちこ う 。 許 委 で ある XFA-36A は 
手ごわい 相手 だ が 、 ま れ を いよ うに ずれ ば 問題 に な ら 
な い 。 し か し 空中 革 を 杉 衣 の 上 空 で 行なっ て し まう と 、 
太 隊 か ら の 攻撃 を 受け て し まう の で な る べく 離れ た 空 城 
に 旗 導 し た い 。 詩 擦 を 上 付 けた あと は 紙 隊 へ の 攻撃 
だ 。 低空 で 送 入 する か 、 高 空 か ら 急降下 で 狙う が 、 ど 
ちら の 場合 で も ミサ イル 発射 化 は 回 行動 を と ろう 


委 二 次 攻 軸 の 目 柄 は 、 空 中 空 呈 ス フィル ナ だ 。 ス フィ ル 
ナ の 周囲 に は た くさ ん の 放 条 二 位 が 飛ん で いる の で 、 
突撃 する と 少な く な い ダ メー ジ を 受け て し まう だ ろう 
(は ス フ ィ ル ナ か ら 衣 れ た 場所 に 請 必 し て 朋 付 けた 
ス フ ィ ル ナ は ロッ クオ ン 旭 生 が 長い の で 、 ポ イン ト に む 
か っ て ミサ イル を 先 旨 し た ら すばやく 回 行動 を と ろう 
さも な いと 向こう か ら 発 射 され た ミサ イル が 先 に 
中 し て し まう ぞ 。 自 標 の 度 が じゅ うぶ ん に 
ミサ イル る 記 単 に は 所 いつ け な い . 


ー コ ム の 郊 上 移動 部 店 メガ フロ ー ト は 、 ナ イト レー ベン 
> て 破壊 され た 。 し か し クー デ タ ー 軍 の 中 彼 で 
史 ス フィ ルナ と 、 デ ィ ジ ョ ン 機 オ は プレ 
ン シ ア の 平 に よっ て 破壊 され た 、 彼 ら は 遂げ た ナ 上 、<e 


ン の 近 撃 に 移る 


Amcmr 人 mwoBWW 人 mw そ の SO 介 呈 Eo 本 〇 きよ の を の AO 日 NONTARGET 
使用 可能 自 本 nioa 

味方 機 RF103 

攻撃 不可 能 機 


非 区 撃 対象 要 


Nm Piank 


に ーーー 
ジオ フロ ント の 内 部 に 遂げ 込ん だ ナイ トレ ー ベ ン を 導 
する 。 し か し ナイ トレ ー ベ ン は 本 性能 が 秀 入 に 高い の 
で 、 理 像 を と る こと は 難し い 。 ま た 油断 し て いる と すぐ 
衣 全 を と られ 、 レ ー ザ ー に よっ て ダメ ー ジ を 受け て し 
まう 。 レーザ ー は 感 力 が 大 きい の で 、 近 者 区 か ら 合 中 さ 
せら れる と 、 無 槍 で き な い ほ どの ダメ ー ジ に な る 。 放 回 
を 多用 し つつ ナイ トレ ー ペ ン の 痛 後 を と る か 、 真 正面 か 
ら の 拉 近 を どの チャ ンス を じっと まっ て 、 す き が あっ た 
5 ミサ イル を 静 早 く 人 弾 発射 し よう 


ここ で の 遇 術 は ナイ トレ ー ベ ン 一 近 の た め 、 吉 成 度 を 上 
げ る た め に は 早 く ダ メー ジ を 与え 得る 必要 が ある 』 ナ 
イト レー ベン ダメ ー ジ を 与え た い 場合 に は 、 ご ちら の 恵 
度 を 最大 に し て ナイ トレ ー ベ ペン と の 外苑 を 一 気 に 開け 、 
ナイ トレ ー ペ ン が 追 属し て くる こと を レー ダー 画面 で 確 
朗 し た あと 、 横 へ の 介 放 回 を お こない 真正 面 か ら ミ サイ 
ル を 叩き こも う 。 お 互い の 周囲 を グル グル と 回 っ で いる 
だ け で は 、 い つま で た っ て も ダメ ー ジ を 与 える こと は で 
き な い だ ろう | 


| UNEPOINTAIVIEE  』 


す ト 


ジオ フロ ント の 部 は 天井 が ある た め 、 昌 村 を 自 四 に 
刑 ば すこ と が で き な い と くに 上 放 や 下 放 を 6 
井 地 夫 に 沙 突 し て し まう 可能 が 作 く な る 


地 国 す れ す れ を 高 で 選 全 す る こと に よっ て 、 央 の 人 
撃 を 振り の れ る 順 合 が ある の で 区 し て みよ う 。 


戦 還 行 動 分 拓 


いら 脱出 し 。 ふたたび 地 に 次 を 
シン シア と プレ イヤ ー は 近 軸 
的 な ダメ ー ジ を が える こと は で 


ら だ っ 中 、 ニ ュー コム の サイ モン | 全 ee 


Ammcmt ち 本宮 hO 果 人 その 人 の 偽 EO 村 上 の その の 香 日 NONTARGET 


使用 可能 自 機 "nos 
味方 機 Ri03 (シン シ 


攻撃 不可 能 要 


人 区 加計 象 機 


本 機 


第 一次 攻 軸 | 


ナイ トレ ー ベ ン は 都市 の イー オン ・ ジ ェ ネ レー ター に よ 
つて 、 大 異 的 な 林 動 力 を 得 て い る こと が 振 明 し た 。 そ の 
た め 弟 一 次 攻撃 の 目 析 は 、 都 市 に ある すべ て の イー オ 
ン ・ ジ ェ ネ レー ター と な る 。 し か し イー オン ・ ジ ェ ネ レ 
ー タ ー は 、 頑 到 な 昼 に よっ て 保護 され て いる の で 、 杏 の 
原 間 か ら ミサ イル を 撃ち こむ か 、 上 空 か ら 介 降 下 し て の 
攻撃 で し か 破壊 で き な い 。 ま た イー オン ・ ジ ェ ネ レー タ 
は 都市 の 全域 に 分 股 し て 建設 され で いる の で 、 交 車 約 
な コー ス を 考え て 攻撃 を し よう 


イー オン ・ ジ ェ ネ レ ー タ ー の を 攻撃 し て いる と 、 背 後 か 
5 ナイ トレ ー ペ ベン が レー ザー で 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 こ 
の 時 齋 で の ナイ トレ ー ペ ン の 休 動 性 は 自 優 を 上 回 っ て い 
る の で 、 振り 切る の は 容 昌 で は な い 。 そ うい う 場 合 
大 きく 旋 団 し て 違う 目 株 に 向かう か 、 ナ イト レー ベン が 
追 属し て これ な いよ うな 低空 コー ス を 取る よう に し よう . 
その と き ビル の 了 間 を 通過 し た りす る の る 効果 的 だ 。 た 
だ し この 時 点 で ナイ トレ ー ペ ン を 攻撃 し て も ダメ ー ジ は 
与え られ な いこ と を 記 れ な いよ うに し た い , 


イー オン ・ ジェ ネ レー ター の 周回 に は 、 多 講 の 提 駅 と ミ 
イル 生か 置か れ て いる 。 これ ら は 自 和 が 提 近 ずる 
' 剛 を 仕 押 け て くる の で 、 余 折 が あっ た ら 人 
し て お きた い 、 し か し 雪 完 する べき 目 恒 は あく まで イー オ 
ネ レー ター な の で 、 これ に 寺 す る ミサ イル の 作 
グ が IEDfu よ うに し た いい また 村 より は ミサ 
イル 区 馬 を 優先 的 に 雷 する よう に し 


還 行動 分 時 回 


クー デ タ ー の 志 衣 
neucom inc. 

シン シア の 読 

し て シン シア 

ム の 上 層 部 は 


Am と 本 WO 有情 人 愛 中 そ の の 生 信光 上 の 時 上 の その の 回 NONTARGET 


使用 可能 邊 栖 nioa 3 

RT 

Bo-ieW 

Cau 

ロメ フィ ルナ へ 9 タ 
メー294eu 


E コ 下 その 他 の 悪 


この 作 畔 で は 攻 団 で き な い 毅 と し て の 和 昌 す 
る Rr103N 其 する 。 この 条 体 は ロッ クオ ン する : 
で き な い の で . 無視 し て し まお う 。 こ の 作 提 の 軍民 
破 環 数 に よっ て 決定 され る 。 よ り 高い 病 度 を 望む 富 
に は 、 ス フィ ルナ に 大 き な な ダメ ー ジ を 与え る こと は も ちろ 
ん 埋 琴 攻 撃 で 上 わ れる 骨 殆 を すべ て 全 基 させ る こ 
も 要求 され る 。 し か し H-103 な ら ば この 条件 を 
の も 対し く は な い は ず だ 。 区 苦 ろ う 


ーー 

ーー 
まずは ウロ ポロ ス 軍 の 吉本 放す る こと か 仁 李 だ 
目 枯 と な る XFA-36A は 6 提 と 少な た い が 、 そ の 他 の 束 で あ 
る Su-37 は 10 居 と 多め だ 。 ま ず 晶 棟 と な る 前 標 を 優先 
座 宮 し て いこ う 。 こ の と き Su-37 が 乱入 し て き て 温 
一 脱し て 機体 を た て 直す 全 失 
な ぜ な 5 渡 埋 に な る と 艇 ミサ イル の 回 選 和 生 
が 遅れ が ち どう し て も ダメ ー ジ を 受け て し まう 
あら だ 。 第 次 攻撃 で は ス フ ィ ル ナ と 対決 し な けれ ば な 
ら な い 。 ダ メー ジ は 極力 押さ えよ う 


か 歌 し い 。 


ーー う 
攻 軸 の 目 林 と な る ス フ ィ ル ナ の 周囲 に は 、 護 知 の 
到 較 伴 が 蘭 ん で いる 。 い つも な ら は ば まず は 証 術 の 
細 礎 を 内 付け て か ら 、 ス フィ ルナ を 攻撃 する と ころ だ 
が 、 今 回 は 直接 ス フ ィ ル ナ を 攻撃 し て みよ う 。 な ぜ な ら 
ある 一 定 の 時 間 内 に ス フ ィ ル ナ に 与え た ダメ ー ジ の 
よっ て 、 こ の あと の 作 明 が 分 貫 す る か ら だ 。 一 つ で も 多 
く の 作戦 を 選ん で 見 た い 電 合 に は 、 ス フィ ルナ に 対し て 
短 時 聞 で 多く の ダメ ー ジ を 与え る よう に 心がけ よう 


戦 馬 動 分 


無言 の シン シア 
naucom mc. 


夜中 空 呈 ス フィ ルナ に 対し て 攻撃 を 仕掛け て いた フィ ー は 
尋 の シン シア の 来 っ た 機 を 見 つけ る , 
iPW は 個 を 負っ た ス フ ィ ル ナ を 近 味 し 
令 。 フィー と プレ イヤ ー は ス フ ィ ル 


人 mmcm カ 人 WOW 人 その の 往き の 日 本 〇 きよ の その 人 の 


使用 可能 表 交 nos 
味方 機 


撃 不可 能 機 
非 攻撃 対 


昌 NoN TARoET 


3959PME 人 か 
me 

4 分 -5959W 
ST 

ceyuEcWr 


その 他 の 琶 


2 生生 


区 一 次 攻撃 で は 、 ス フィ ルナ ー 機 し か 出現 し な い の で 、 
集中 砲火 を 浴び せよ う 。 た だ し この あと の こと を 考え 
て 、 くれぐれも 自 像 に ダメ ー ジ を 受け を いよ うに し た い . 
また この 人 f 報 で は ス フ ィ ルナ を 兵 荘 する こと は で き な い 」 


ある 一 定 の ダメ ー ジ を 与え る こと で 、 和 一 攻撃 は 終了 
と な る 。 最 大連 度 で 接近 し つつ ロッ クオ ン 、 そ し て ミサ 
イル を 全 弾 発 緒 し た あと に は 、 急 族 回 で て ス フ ィ ル ナ か ら 
弄 詳 する と いう 、 い つも の セオ リー を 守っ て いれ ば ノー 
ダメ ー ジ で いけ る だ ろう 


ス フ ィ ル ナ の 北 に 出現 する 疫 昌 は 、 他 の 作 天天 の 
数 に 比べ る と 少数 だ 。 こ の 到 な ら は 回 まれ て 攻 載 され で 
も 回 選 で きる の で 、 届 本 の 中 心 に 自 村 を 枯 い て 手当 た り 
次 基 に 理 議 し て し まお う 。 目 本 切り 替え を 利用 する こと 
で 、 自 尼 の 近く を 押 個 に 用 ん で いる 季 叶 を ロッ クオ ン 
で きれ ば 、 さ ら に 前 に 破壊 で きる 。 た だ し 各 中 に な り 
すず で で 光則 と 提 般 し な いよ うに 気 を つけ よう 、 


第 二 次 攻撃 の 隊 を 全 小 させ る と 、 
と 移行 する 。 こ の お き の 目 標 は Ra 中 
ア だ 。 以前 は 一 引 に 胃 っ た 仲間 、 そ し て フィ オナ の 
し か し 今 の シン シア は クー デ タ ー 組 識 ウ ロボ ロス の 一 員 
で あり 、 こ ちら に 攻撃 を 仕 提 け て き て いる 。 シ ン シ ア は 
再 後 に つい て 的 確 を ミサ イル 攻撃 を 行なっ て くる 。 攻撃 
し な けれ ば こち ら か 受 壁 され て し まう の で 、 選 を の ん で 
起 壊 し よう 。 一 度 痛 後 を と っ て し まえ ば 、 ミ サイ ル を 連 
射す る こと で 比較 的 簡単 に 共 詳 で きる だ ろう 


フィ ー の 決意 


シン シア を 失っ た フィ ー は 、 書 を 古っ た ウロ ポロ ス と ディ ジ 
ョ ン に 対し て 覆し ゅ う 心 を 像 や す 。 度 陳 な る ダメ ー ジ を 与 

えた に も か か わら ず 、 ま だ 落ち な い ス フィ ルナ を 今度 こそ 皿 に -] 
醒 す る た め に プレ イヤ ー と フィ ー は その 除 を 錠 う 


neucom mc. 


人 mmcnr カ 人 Ro 細 人 その の 除き 上 O 時 〇 信 上 の その の 取 日 NONTARGET 


使用 可能 自 相 nios fsexene | 


味方 機 Fr103 (フィ ー) TFT 
攻撃 不可 能 栖 EET】 
非 攻撃 対 象 可 


目 


の で 、 先 に これ ら の 衣 栖 を 撃 し て し まお う 。 た だ ス フ 
イル ナ の 購 で 空中 革 を 行なう と 、 早 卒 が ス フ ィ ル ナ に 
合っ て し まい 、 せ っ か く 本 禁 の 角 接 を と っ て も 攻撃 の チ 
ャ ンス を 交 し て し まう 場合 が ある 。 で きる だ け ス フィ ル 
ナ の 周 園 か ら 貞 標 を 引き 痢 が し て 載 い た い 。 また どう し 


て も ス フ ィ ル ナ の 周囲 か ら 離 れ な い 般 が いる 場合 に は 、 


その 誠 栖 を 及 真 正面 に すえ て 晶 大 吉 度 で 突っ 込み つ 
つ ミサ イル で 攻撃 し て 概 放 し て みよ う 


ーーーー ーー 
ーー 


島 入 の 報 位 さ え 区 怠 し て し まえ ば 、 ス フィ ルナ を 
と す の は 比較 的 楽 だ 。 遺 く か ら 且 準 を 合わ せ て ロッ クオ 
ン し 、 ミ サイ ル を 発 穫 し た ら 系 早い 話し て 茜 れ る 。 ス 
フィ ルナ の ター ゲッ ト は 通常 ミサ イル を 4 発 撃ち こめ ば 
破 寺 する こと が で きる の で 、 こ れ を 4 回 線 り 返せ は 可 
する こと が で きる 。 た だ し あせ っ て 近づい て し まう と 、 
述 の ミサ イル の 舞 食 と な っ て し まう 。 と くに 其 
押 隊 と の 報 肢 で ダメ ー ジ を 負っ て いる 場合 に は 、 全 
攻撃 だ 。 


ィ ル ナ 


放 泊 の 戦は こち ら が 近づく まで 、 ス フィ ルナ の 周 
還 と ゆっ くり と 放 回 し て いる 。 その た め ロッ クオ ン す る こ 
と は 9 押 測 だ が 、 ミ サイ ル を 刺し た と た ん 回 選 行 
全 に 入る 。 当て る ミサ イル は 一 発 で いい の で 、 で きる だ 
多く の ミサ イル を 90 さ こも う 。 こ の 作戦 滴 贅 に よ 
っ て 層 成 が 定 され る の で 、 ス フィ ルナ の 前 に 他 の 了 
屋 を すべ て 志 し よう 。 前衛 財 は な い の で 、 全面 に い 
っ て も 大 丈夫 だ 。 


陸 馬 行動 分 絞 


| mc 


eSEB05S6R 有 mg 


ジ ォ フロ ント - バニ 
まあ テ の > 再 ま 4 ニ 
neucm mc. 
つい に ス フ ィ ル う ス フイ ルナ カ 
機 の 戦 較 要 が 脱出 する の が 確認 され た 。 どう や ら 脱出 
い 。 こ れ 以上 の 吾 消 を 継 り 返さ 
り 後 を 飼う 


人 AWCe の 本宮 hO 訂 人 


の OR 信 き OB 昌 


NTARGET 


使用 可能 自 機 3 
ET CTR 


味方 機 っ PssloNS1 MISSION2 
3 が 5WSmEf | 人 た B95gDMW に 人 
4 7 

攻撃 可能 機 segpu | Bo9-11959Wu 
DS Fair 

7 了 92o6Stc6 | で J29RF 


玉 その 他 の 敵 


ナイ トレ オン ・ ジ ェ ネ レ ー タ ー に よっ て 
工 化 され め イ ー オ ン ・ ジ ェ ネ レ ー タ ー に 
ハッ キン グ し 、 そ の パワ ー を 低下 さや る こと に な っ た 
ハッ キン グ の 時 間 は 90 秒 し か な い の で 、 攻撃 は その 時 間 
集中 し て 行 お う 。 ハ ッ キ ング の 前 か ら ナイ トレ ー ペ ン 
の 背 化 を に 秒 行 する こと で 、 ハ ッ キ ング が 開始 
され た と た ん に 攻撃 を 仕 撫 け る こと が で きる 。 ハ ウキ ン 
グ の タイ ミン グ を 計っ て 、 効果 的 に ダメ ー ジ を 与え る よ 
うな 乏 行 パタ ー ン を 還 り 上 げ て お こう 


ナイ トレ ー ベ ン を 撃 朋 し た あと は 、 い よい よ デ ィ ジ ョ ン 
中 則 だ 。 デ ィ ジョ ン 林 は ナイ トレ ー ベ ン に 努 ら な 
い 性能 を 持っ て い 萌 楓 を と る の は 大 変 だ 。 し か 
し 正面 攻撃 を 多用 する こと で 効率 よく ダメ ー ジ を ち え る 

P イジ ョ ン 禁 は ミサ イル を 発射 し て 
て こない の で 慣 へ の 候 族 回 な 
つか れ た と き は エア ブレ ー キ で 
ディ ジョ ン 恒 に 邊 


ジオ フロ ント の 理由 入り 中 ん で お 
で あっ と いう 人 て し ま 

る も の は な い が 、 逆 じ る 記 や 村 
手 を 則 . と くに 和 

自 尼 の 遂 度 な 調 主 し つつ , ヨー と 
し よう 。 この 

する 必要 が ある プ 画 栓 な ど 
b せ る 部 分 で タイ ム を 電 還 する よう 【 


5 入り 昌 A た 


| [エー スコ ン バ ッ ト 3」 の 発売 か ら 数 ヶ月 が 経過 し た 。 ゲ ー ム 誌 な どの 記事 で は 「 エ 
ー ス コン バッ ト 3」 は スト ー リ ー 重 視 で 前 作 か ら 大 きく イメ ー ジ チェ ンジ 、 と いう 

| 見 出し が 踊る 。 果 た し て 「 エ ー ス 3」 の 生み の 親 で ある 開発 チー ム は これ ら の 周 時 
の 反応 を どう 感じ て いる の か 、 今 だ か ら こ そ 語れ る 開発 者 た ちの 思い に 迫る 。 


ES 、 


TS て ue と e 
か ら こ ん な に し SA] と いう 質問 
が HH て る まつ で すね > 開発 チー ム と し て は これ ら の 反 
を と うい う 風 に 感じ て いら っ し ゃ る の で し ょ うか 。 当 
方 と し て は 「 変 わっ た 変わ っ た ] と 書か れる こと に 、 
さん が 中 必 に 感じ て いら っ し ゃ る の か も し れ な いと 思っ 
た の で す が . 
「3」 を 制作 する に あたり 、 ま ず 「 パ バイ ロッ ト 
の 分 を 味わっ て も ら お う 」 と いう 基本 コン セプト を 押 
さえ て お け ば 、 そ の 他 の 要 業 は も っ と 変更 し て も いい な 、 
と いう 思い は あっ た ん で す 。 エ ー ス コン バッ ト を も うと 
幅広 い ユ ー ザ ー 飛 に 遊ん で も ら え る よう な 内 容 に する に 
どう し た らい いか 、 と いう こと を 話し 合っ た 結果 、 ス 
リー や ドラ マ を 門 り 近 む こと で より 多く の 人 、 た と 
ィング ゲー ム を 教 直 し て きた 人 な 
ど に も 感情 移入 し て も ら え る の で は な いか と いう 結論 人 は 
達し まし て 、 今 回 の よう な 形 が 出来 まがっ た わけ で す 。 


比べ て 初め て わか る の で な く [3| は 変わ っ た 、 新 し く な っ た と 思わ せる も の を 打ち 出し た か っ た 


間 軌 これ まで の シリ ー ズ は どちら か と いう と 硬派 な 、 
人 間 自 さ を 皇 除 し た よう な 作り で し た が 、 世 界 凶 を 打ち 
た て 、 ス トー リー あり 、 ア ニメーション あり で 新村 到 を 
いろ いろ 克 り 込ん だ 結果 、「2] か ら が ら っ と 変わ っ た と 
[の 方 が も た れ た の で し ょ う 。 そう い 
ら イ メー ジ チ ェ ンジ し て スト ー リ ー 
重視 | と いう 声 は 、 遂 昼 ど ころ か むし ろ 歌 選 で す 。 こ ち 
ら と し で は [前作 か ら 何 も 変 わっ て いな いと いう 声 が 
上 が る 方 が 捧 か っ た くら いで すか ら 

浴 ハー ド は 変わ っ て な い の に 「2j より すご い モ ノ 
を 考え な きゃ 、[2| を 超え な けれ ば な ら な いと いう 思い 
の が 強かっ た で すね 、 

ユー ザー の 皆さん か ら の 反 箇 は どう で し た か 

装 【2) か ら の ユー ザー の 皆さん の 中 に は 「 あ まり 変 
えな いで ほし か っ た 」 と いう 声 も 確か に あり まし た 。 で | 
す が 、 新 し く 『3j】 か ら 始 め た ユー ザー の 方 か 5 は 「 ス 


NuN_h 


こい \ リ メー RW . 玉 


Eo 


トー リー が あっ て よかっ た 」 と いう 声 を 聞き ます 。 間 見 家人 
と し て は 次 杏 両 論 で し ょ うか 。 あ と 、 ス トー リー に 関し 3 則 
て は 最後 の 結末 を みた ユー ザー の 方 か ら 、 起 り の 記 が 上 れき 
が っ た り し て いま し た 。「 俺 は ブタ か | 」 っ て ね 。 ( 科 ) % 
結末 で れ る ほど 入 情 移入 し て も ら え た わけ で す 。 9 
浴 あの 細 来 は スタ ッ フ 内 で も 負 幅 が あっ た ん で 時 
す よ 。 11 
中 林 サ イ バ ー パ ンク を テー マ に し た 作り だ っ た の で 二 + 8 
来 と し て は ああ いう 形 に な っ た わけ で す が 。 を 
2: 前作 開始 の 位 の 時 、 果 だ し て タイ トル を 「 エ ?$ 

ー ス コン バッ ト 3』 に し て いい も の か 、 列 タ イト ル に し た は 

カ が いい の で は と いう 意見 も あっ た ん で すけ ど ね る 


前 他 の イメ ー ジ を 杭 し て 新しい も の を 作り た か っ た と | 
人 の イメ ー ジ を 寺 す と いう より は 、 沸 作 の シス 
テム を も っ と 軍 広 い 久 に 生け 入れ で も らい た い 、 その た 
(チェ ンジ と いう 考え で す : に 
面 牛 いと 言っ て も らい た 
前 作 か 5 の ユー ザー が 必 ん で も 「 こ れ は | 
と 的 介し て も らい た い 。 ユー ザー の 間 ロ 
| いけ ど 、 か と いっ て 前 作 まで の ファ ン を ! 
こと る し た く な い 、 そ れ が 、 今回 一 和 02 
で 
WEOWEW ん で も ら うと いう の が ォ へ で の 


WW 今 四 の 作 手順 は 、 最 拉 世界 節 を 打ち 時 し て そ 
の 世 量 押 に 合っ た シナ リオ 、 キ ャ ラク ター、 コ レプ を 球 
ち ま せ る と いう 手順 だ っ た の で 仕事 量 は 多かっ を けれ ど 、 
カイ デア に 周 ま る こと は を く て 逆 に 作り や すい 部 分 は あ 
り ま し た ! 


人 且 卓 電 作 江 


昌 


スト ー リ ー を つけ た こと で ステ ー ジ の 幅 が 広がっ た 、 ピ ビル の 谷間 か と 思え ば 今度 は 字 宙 へ と 


当 


AS 


CyHo ン SDNN こ 
寺 民 の 音 和 > 
旧い xyーh 
内 較 の 〇 | 革 還 せ 


中 本 音 に 関し て も 、 ま ず は 効果 昔 を 重視 し 、 世 界 扱 に 
合わ せ た 補 所 感 を 表現 する よう な 曲 を 当て まし た 。 あ っ 、 
ちな を み に ジ オペ リア の 「 キ ュー ン 」 と いう 効果 音 は 僕 の 
中 び 記 が 涯 ざっ て ます 【 和 ) 

半生 中 西 さ ん は は か の ゲー ム で も 自分 の 店 を 加工 し て 
効果 音 を 作っ て いま し た よね ( 衝 ) 

装 あく まで も 季 情 贅 入 し て も ら うた め の スト ー リ ー 
で あり アニ メー ショ ン な の で 、 キ ャ ラク ター た ち は な る | 
べく アニ メア ニ メ し な いよ うに し て いま す 。 キャラクタ 
ー を 作る と き 、 ま ず イ ラス ト を た くさ ん 青い て いで 
あと で イメ ー ジ に 合う 人 物 に 拓 り 探っ て いく ん た で す が 、 
この 人 人 物 と この 人 物 は 岳 妹 だ か ら や っ ぱり 似 た 大 を 選ば | 
な いと いけ な い 、 な ど イメ ー ジ に 合っ た キャ ラク ター を 
本 % の に は けっ こう いま し た 。 

革 箇 面 を 変え て 見 や すく 、 と いう の と 3D の 全 間 
を も っ と 体感 で きる よう に 見 た 目 を も っ と 分 か りや すく 
と いう の が 2 か ら の 禁 題 で し た 。 あ と 、「『21 の ユー 
ザー か ら の 避 相 で けっ こう 多かっ た の が 、 地 所 に 活 突 し 
て すぐ 死ん で し まう と いう も の だ っ た の で . 今回 は 
[EASY モー ド で 地 曽 に 了 体 が 接触 し で も すぐ に 需 れ な 
いよ うに し た り 、 詳 呈 度 の 痕 各 に は 番 労 し まし た 
| |2| の 一 革 の 表 衣 は 衣 機 で な く 人 地面 だ っ た ( 笑 ) 
主計 只 と し て は (3) は 、 和 と 「2| の 中 間 く 
5 いで し ょ うか 。 初重 の は 、 プ ロジ ェクト 内 で 上 手 な 
人 が プレ イ し て も 、 邊 | 像 個 す の に 15 分 週 っ か け て や っ 
倒せ る くら い の 莉 号 度 も あり まし た 。「 ナ イト レー ベ 
ン ! る 箇 初 は も っ と 強かっ た ん で す よ , 

詩人 は 時 切 、 サ イ バ ー バ ンク の 世界 を 作り た く で 
と いう で も サイ バーバ ンク 的 な イメ ー ジ は すでに 春原 化 
し て る 甘 が ある 。 ゲ ー ム と し て も それ は か り で は 持た 
な いん で す 』 そ れ で 、 あえ て デス トピ ア 的 な イメ ー ジ を 
し j5 20 年 人 の 本来 角 を 取り 入れ た ユー トビ ピア 人 


と 世界 宜 で いこ うと 。 
華人 生 ステ ー ジ が ビル 誠 で は 、 面 白く な い ( 笑 ) 。 


そう いえ ば 、 近 未 泰 が 荘 台 と いう わり に は ジャ ング ル あ 
D 


火山 あり で わり と 自 希 が 残っ て いる よう で すね 。 
潮 団 あま り 暗 い 世界 イメ ー ジ を 作り た く な か っ た の | 
で 、 よく 広告 な ど に ある 「 都市 計画 図 」 の 夫 囲 気 を 参考 
に し まけ た = だ か ら 交 が けっ こう 多い の で す 』 

引 本 あと 、 ス テー ジマ ッ プ と し て の 面白 さ で ( 笑 ) 
二 革 名 初 に スト ー リ ー が あっ た か ら 、 いろ いろ な バリ 
エー ショ ン で 中 和 各 な く 作る こと が で きた ん で す よ 。 衝 
市 あり 、 火 山 あ り 、 宇 宮 あ り と いっ た ぐあい に 。 実 類 、 
ニュ ー コ ム と いう 企業 の 性 格 か ら 
は 相思 叶 で な いし 。 個人 的 に は 、 天 草 の ある ステ ー ジ が 
太 に 作り に くく 壁 し か っ た で すね = 


TNTERVIE ) 


世界 鈴 は スタ ッ フ 全員 の アイ デア を 監 り 込 ん だ 、 で も まさ が 2 枚 組 に な る と は ( 笑 ) 


詩人 あれ は プレ イ する 方 る 愉し いね 。 あ まり 面 数 が な 
いい の が 赤い だ けど ( 和 

人 界 限定 交 料 は 中 水 さん が 作ら れ た の で すか ? 

半 剛 基本 ペー ス は 由 水 で 、 あ と は スタ ッ フ 全員 が それ 
G ど ん どん 付け 加え て いく と いっ た 感じ で す 

潮田 野本 を お 願い し た 佐藤 さん に は 、 あ ら か じ め こ 
ちら で 角 定 し た 世界 観 を 元 に スト ー リ ー を 作っ て も ら っ 
た ん で す 條 藤 さ ん と は 同 選 代 な の で 、 こ ちら が 伝え た 
い ニ ュ ア ンス が すぐ に わか っ て も ら え て 助かり まし た 
近 未 来 と は いえ 、 ニ ュー ス 場面 な ど は 秒 に 現代 的 で すね 
半 糧 あれ は 佐 基き ん の 要 記 で 、 あ あな り まし た 。 7 ロ ー_aZ2 
ディ な ん か も 入れ て あり ます が お 気づき に な り まし た か 7 


In 
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本 当 は 名 企業 の CM な ん か も 尋 り 込む 予定 だ っ た ん で す 上 | 
ご 2 

が 泊 容 三才 人 で ボツ に な り まし た は 

半 半 あ 、 ポ ツ の CM ムー ビー は ビ デオ に 収録 され で ま を ト 。 | 
す の で 、 みな きん よかっ た ら 見 て くだ さい ( 和 ) 9 | 
内 し か も 本 当 は CD-ROM2 放 組 に な る は ず じ ゃ な か | 
っ た ん で す よ 。 部 | 
半 閉 ナム コ 初 の 2 必 組 ソフ ト ( 生 )。 胃 

量 初 、 デ ー タ を 入 計 し た ら CD-ROMS 覆 分 も あり し 2 に 


まし て .( 笑 )。 これ は と ん で も な いも の を 適 り は じ め て し 
まっ た な ぁ 、: と 

小 党 ムー ビー が 一 番傘 量 を と り まし た ね 。 会話 シ ー ン 、 
キャ ラク ター の 前 が 動く じゃ な いで すか 。 あれ だ け で 相 
当 、 容 量 を と る わけ で す 普通 だ と 品 の 部 分 だ け を 動か 
- せ ば いい と いう 惑 じ で す が 、 や は り [3| は スト ー リ ー| 
拉 で せ に より 、 キ ャ ラク ター に 靖夫 入 し て も ら わな く 
て は な り ませ ん か ら 。 表情 の 立 秒 を 動き まで 出せ な いと 。 
半 団 あと アニ メ 部 分 の ノウ ハウ が うお に は な か っ た の 
で 、 アニ メシ ー ン を 作る の に は けっ ご う 番 労 わ まし た 。 
!3) で 収まり きら な か っ 大 要 泰 も だ いぶ ある と 思い ます 
が . その 辺り で 心残り な 部 分 は あり ます で し ょ うか 。 
生計 人 々 の 生活 に つい て の 役 定 も ある ん で す が … 
入れ た い 要 素 が 多く て ゲー ム に 収まり きら な が っ た 部分 
が が な りあ り ま し た か ら ね 。 こ れ を 3| の 終了 と 共に 
埋もれ きせ て し まう の は も っ た いな いと いう 愚 いら は あり 


ます 。 こん な こと 言う と 、「 交 回 作 の 人 引か 7 | と 思わ 
れる と 困る ん で す が ( 笑 )。 何かしら の い 
な あと 個人 的 に は 思っ て いま す . 


作品 と は どこ か 違う オリ ジ ナリ ティ を 疾 
と いう 気持 ち は 強く あり ます 。 そ うい う : 
思い 入れ の い 作品 に を り ま し た 

し いな ぁ と 。 愉 に 新しい も の を 取り 入 : 
[ 病 じ く な っ た な お] と 感じ て ほし いと | 


未知 の ACE COMBAT3/ 裏 技 集 
還 還 還 較 、 リフ レイ icti<S 2 


リプ レイ 画面 中 に コン トロ ー ラ の ある ボタン を 
すこ と で 、 通 常 と は 尋 な る 画面 で リプ レイ を 楽 
こと が で きる 。 コ ント ロー ラ の R2 を 押す と モ 
ョ ンプ ラー 画面 、L2 を 押す と ビデ オノ イズ 画 
画 に 変更 され 、 同 じ ポ タン を も う 一 度 押せ ば も と 
の 画面 に 戻る 。 さ ら に 両方 の ボタ ン を 押せ ば モー 
ショ ンプ ラー& ピ デオ ノイ ズ 画 面 に する こと も で き 
る 。 ま た リプ レイ 画面 だ け で な く ア トラ クト デモ 
画 還 で も 有効 だ 。 い つも と 違う 肉 困 気 で リプ レイ 
を 楽し みた いと き に 試し て みて は いか が だ ろう か . 


還 正 弄 ボ タン 
画 本 剛 ポ タン 


・ モ ーション ブ 
"ビデ オノ イズ 


ら : ミ ッ シ ョ ン 達 成 率 を 確 


認 で きる 


者 ミッ ショ ン に は それ ぞ れ 成 束 が あり AD 
の N 由 陳 に 分 か れ で いる 。 こ の 連 成 畔 は タイ トル 
画 人 中 央 部 の の 色 に よっ て 確認 で きる 。 ま ず 、 
ー 度 ゲー ム デ ー タ を ロー ド し メモ リー 上 に プレ 


イデ ー タ が ある 状 馬 に する 。 そ の 後 、OPTION 
の 「BACK TO TATLE] を 選択 し タイ トル 面 
に 戻る と 、 吉 ミッ ショ ン の 連 成 累 に よっ て に 
色 が 付い て いる は ず だ 。 色 と 補 成 率 の 較 人 は 以 
下 の 通 り 。 連 世 車 に よっ て イベ ント は 多少 異な 
る が 、 ス トー リー 展開 に は 影響 し な い . 


ロ II ez 


ュ レ ー タ を ブレ イ で きる 


ーーーーー 一 目指 せ ! 全 エ ン デ ィング & 達 成 率 オー ル Aーーーーーーーー 
同一 の アカ ウン ト で 各 ルー ト 全 5 隆 類 の エン ディ ング 
に 和 較 する と 自動 野 に ミッ ショ ン シ ミュ レー タ に 条 行 
する 。 ま た 全 エン ディ ング クリ アデ ー タ が 保存 され て 
いる アカ ウン ト を ロー ド す る と 一 番 右 に 『SIM] と い 
う フ ァイル が 加わ り ミ ッ シ ョ ン シ ミ ュ レー タ を 始め る 
こと が で きる 。 こ れ は いま まで クリ ア し た ミッ ショ ン 
を 自由 に 選択 、 導 ぶ こ と の で まる モー ド だ 。 さ きち に 通 
谷 選 所 可能 な 張 が 全 種類 論 い 、 ス プレ ッ ド ボム が 
ミッ ショ ン に 関わ ら ず 備 で きる 


還 胡 し コマ ンド 

ミッ ショ ン シ ミ ュ レ ー タ で 休 価 、 基 紀 拓 夏 の ロー 
ド 曽 中 に 隠し コマ ンド を 入力 すれ は 特 球 な 琴 吾 を 半 
信 で きる 。 入力 コ マン ド と 兵 只 の 開 係 は 表 を 参 ョ 
大 得 の な か に は 通常 で は 前 で き な い 特殊 な る の も 合 ま タ ン DS 
還 R STARTR タ ン | スフレ ッ SRA (講和 


画 違 成 度 別 追 加 要素 

この ミッ ショ ン シ ミ ュ レー タ で は 、 各 
ミッ ショ ン の 成 車 に よっ て 様々 な 導 加 
要 氷 が 用 意 さ れ て いる 。 例え ば 右 は 補 成 
車 オ ー ル A の 場合 に 追加 され る 兵 
OS (衛星 夫 首 レーザー) 。O.S. し は ロッ クオ ン 状 台 
で な けれ ば 発射 で き な い が 、 そ の 攻撃 力 は 他 の 兵 各 と 
は 比べ 物 に な ら な い は ど 雄 力 で ある 、 

ちな み に ラ ンク C に は ランク D、 ラ ンク B に は ラン ク 
C・D、 ラ ンク A に は ラン グ B・C・D の 過 加 要 乗 が 人 
れ て いる の で 、 一 席 に 複数 の 所 加 要 挟 を 得る こと る 可 
能 。 特典 の 詳し い 内 容 は 以下 の 通り な の で 、 成 
ー ル A を 目指 し て 博 導 ろう TTYTTrrTTTTTT1 


ミ 本 林 電 ウロ ボロ スカ ラー・R.-301、Su-43 | 
ゼネ ラル カラ テー・F/A-1BI、F-1BXA 
ー コ ムカ ラー…R-101、FR-201 
ディ ジョ ンカ ラー・F-15S/MT、F-28C 
レナ カラ ーSu-3 ア | 


EE 


昌 還 尼 に まつ わる さま ざま な た ち 
男 の 夢 は バイ ロッ ト 


か つて 少年 の あこ が れる 笛 業 の ナン バー ワン は パイ ロッ ト だ っ た 。 女の子 た ちる スチ ュ ワ ー デ ス (断じて フラ イト ア . 
テン ダン ト で は な く !) に 憧れ て た し 、「 私 の 後 は パイ ロッ ト ] が ステ イタ ス だ っ た の だ (多分 )。 そ ん な 男 の ロマ ン を 
克 じ させ て くれ た バイ ロッ ト の 夢 が 『 エ ー ス コンバット | を 生み 出し た 原動力 で あっ た こと を 私 は 華 わ を い . 
は 、 そ ん な 箇 を 見 させ で くれ る 作品 の 政 々 を 紹介 し た い 。 


塩田 信之 


め る 時 球 を いく つか リス ト アッ プ し て みた 


本 CITE 還 ウ ーー 


タイ ト ) 公開 年 | 監督 名 主役 時 機 
ファ イヤ ー フ ォ ッ クス 1982 | クリ ント ・ イ ー ス トウ ッ ド グ 31 
| カー リン ター 1983 | ジョン ・ バ ダム ジェ ッ ト へ リ | 
アイ アン ・ イ ー グ ル 1986 | シド ニー・J・ フ ュー リー F16 ] 
中 Fy カ シン 1986 | トニ ー・ ス コッ ト IF4 | 
1 | スカ イナ イッ 1987 | バト リッ ク ・ ジ ャ マン ラー ジュ 
| メー バー キャ UzW 1988 | ゥ ィ リ ァ ム ・A・ グ ラル ハム |F14 | 
| | 戦争 の 荒 太 ウォ ー・ バ ー ド 1988 | ウー リー・ ロ メル F16 
| | ルー・ ト ルネ ー ド 1ggo ・ ド フ | MM ネ ー ド 
1 | 1 BEST GUY/ ペ スト ・ ガ イ 1990 | 村川 赤 F15J 
| | | イン ター セ フ タ ー 1992 | マ ィ ケル ・ コ ー ン 
| | メタ ルウ ィング 1992 | フリッツ ・ カ ーシュ 
| MC ホークス 1997 | クリスチャン イ ング ヴォ ー ド セン |P/A18 |] 
] ベン サコ ー ラ (TV シリ ー ズ ) 1997 | ジェ ー ム ス ・ ウ ェ イ トモ ア Jr ほ か | F/A-18 | 


ES 
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| dkaWKE ハ イシ ジャック or "と ーi に みく な っ た めこ 096 
| て ME7T る こと は で 6 いみ 、 上 て は な くち 
ン ボン ェ ッ ト 抹 『 有 と を る も 折 て 
| で 4 こ net は 0 ト ジョー ジー シー トン 拓 和 
で ルー に 、 エア ポート 7 97t: ジャッ クー ス マイ ト 遇 人 
| シー の ん ん だ この レリーズ ほ 人 
な どの ハック 6. の の 角 に 6、 テ ロリ スト を 和む イジ ャ ッ 
人 WE 仙 て サス ペン スタ フチ 和合 も あい ちっ と も 人 か も 


クティ ブ ェ デシ ジョ ンス チュ アニ ト * ス アニ ト 和 
エア フォ ニス ミワ ント (ウォ ルフ ガン グ * ペ ー タ ー セ 
ヒッ ト に より 宮 き 牙 し た か の よう を 枯 江 に な っ て い 
上 と ハイ シャ ンク 人 時 に こち | ター | 
ee : ロバ ー ト ・ バ トラ ー 邊 どの かる ぁ る | 
2 を uve を い を ド ダ イー ハー ト 2 Ge90: レ ニ | 
CN | 


| アニ メ や SF 映画 の ドッ グフ ァ イ ト っ a ーー 王 : 


が つて パパ イ ロ トド を な る 少年 た ちり 用 且 けた 6 
アニ SF 本 を 外す わけ に 6 いち な いた ろう 


イター な どる あっ た り は し た 
スコ ン バ ッ ー っ た の だ ダマ クロ ス | (1982) 


1 WU ロラ 

| て WWury1 バ ル | 
| NG) で Sr 人 て に を っ て あり 、 そ うし た 人 昌和 を いと は いい オリー 時季 きる 映す る ロッ ト た っ た 、 バ ルキ リー は 章 | 
| k な い 。 アニ ス で 由 な いる 理央 の ドッ グフ ァ イト と し て は 、 で は 健 か ら ロ ポッ ト に 誠 す る の た ず 、 抽 柳 の フォ ルム は に 14 を 章 

] サリ 本 ヤマ ト 」 (1974) が 本 湊 に ある 。 二 人 人 で ある お 人 ち し いり アリ ティ あり 今 具 て も か っ こい 
ト 


の 和信 コス モヤ と 、 と 吾 い る コス モタ クィ カー た っ た また 、「 枯 年 サカス] 思 ば | 
中 戦 の 信 い が に 吾 じ ち れる で の の 、 池 た ちの で を う 。 れる 生 攻 フフ ァ イ ト ・ ア = メー ショ ン 草 中 らち し -| 
ーーー イッ ベー 
ドッ グフ ァ イ ト は 漠 み レ て めく なー スタ ー・ ウ ォ ー ズ ! 1977 ジー カン ダム 6 マク ロス 6 夫 細 めい くつ も か 5 れ て いも が 人 は 
ャ ー ジ ・ ル ー カ ス 邊 信 ) の ウイ ング と タイ ト フ ァ イ ター、 そし て は ど 生 コ タ イト ん は 時 間 し て いな いよ うだ 間 用 アニ ス の [| 
ミレ ニア ム ・ フ ァ ルコ ン の 電 け 人 を 可 人 で 夏 の きれ る こと の 当 | 1592 広間 匠 な ども ある も の の 、「 ア イド 
に 8。 日 本 で は 時 に (二宮 あら の メッ セー が 人 押さ れ 、 業 ハミ ング バー ド He99) や [人 | 1091) など に な る と 、| 
は この 次 の リア へ て 印 久 に 相 っ て いる 人 で を ど を っ て いた り は する 6 の の 重り 人 人 かど | 
よく よく あえ NF 人 生 キ ガ ンダ ム | (1979) も 、 ロ ポッ ト で こ ヶ の と ころ に いっ て し まっ て いも 。 二 きた し て は 放 を な 


は か る が も か ぞ の 信 休 を RC78」 な どの 宮守 る と ころ な 大 り で ある 
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ス 2 エ カ 和 の 和 を 放 て い 8 ま と 、 下 57067 シリ ー ス で 6 到 も テレ ビ ド ラマ を アク ビョン 
Su い 8 ジョ ンー クレ ン どく いも. この 9 に を ツ ニ キー 2 みて ご ウシ ー ズ ン ォ て 半 ま か 
琶 いう る で 上 し て い を の も お も し が 6 し て いら まで ロス タイ パーフェク mM 『A0M ア ジョン! 
FT で ンマ コー ク ま で 基 | の タ イト も で 半生 の ビデオ ロン リー 
アタル: ブー) mem うに ペン ッ コー タデ チッ ー エピソード の 16 タ イト を タク ボコ 
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映像 が な いか ら こ そ 、 大 信 の 真 を 広げ る こと が で きる の が 
小阪 だ 。 も っ と る 、 ド ッ グ ク フ ァ イト を 小 唐 で 細く こと は 本 し 
い 。 書き 手 本 人 に 知識 が まず 村 だ し 、 遇 の 立体 夫 を 生 


的 な 震 を 持た な い 計 者 に は 伝わら な いし 、 説明 を 入れ 
む ば 入れ る だ け ド ラグ ファ イト の スピ ー ド 隔 が 失わ れ て し ま 
う 。 総和 は 、 あ る 隊 庶 の 基 知 語 が 計 者 秋 に ある こと を 前 
に 手 く スタ イル が 多く な る 。 し た が っ て 、 ど ん な に お も し る 
い 人 で も 前 知 の な い 陵 者 は 入り に くい と いう 印象 を 持 
た れ て し まっ て いる の が 現状 だ 。 ここ で は 、[ エ ー ス コン バク 


私 を いか に イメ ー ジ し や すく 文 凍 で 挿 く か は テク ニッ ク の 点 ト 3) を 避 ん で 初め て 凌 叶 を 持っ た と いう 人 に お 礎 め で きる る 
で る 但 湯 で は な い 。 ま た 、 宣 で 大 量 に 疫 明 を 入れ な けれ ば の を いく つか ピックアップ し て 骨 介 し よう 
アー = N 
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シルフ と くも 
どこ を 本 計 の 「 和 マン カン リーズ]! で ど 
4 ロト の と ロマ ン W 時 じき を ぁ と と る に チク ノロ ジー | 
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RW に まつ る さま さま ちあ た ち 


近 御 、 コン ピュ ニタ の 名 吉 に よっ て 反 指 が 大 きく 恋 わ っ て 
8 た フラ イト シミ ュ レ ニシ ョ ンカ つて は 天王 す る 
ゲー ム と いえ ば 日 誠 を スク ロー ル る の の シュ ニテ ィング が 
だっ だ が 現在 は 葛 に 度 な グラ フィ ラク 表現 と 芝 素 
の 可能 と な うた フラ イト ジミ ュ レ ーション が 多く な っ て 
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わせ て 模 約 に 信人 し 探り て いち 
た め 、 フ ライ トン ミュ レー ショ ン の 昌 前 線 は パソ コン ゲニ 
と な る が 、 オ エニ スコ ン パッ ト 31 を 見 て も わか る 通り 、 東 
了 ゲ ー ム 朗 で も 表 攻 は どん どん 高く な っ て いる 日 本 で は 
フラ イド ホン ミニ レニ ショ ン と いう ジャン ル 自 体 が イマ イチ 
イナ な 玩 が ある が 、 介 新 の シミュ レ ニシ ョ ン は 口コミ で 緒 な 
且 7 守 が 増え る 押 向 に ある [エニ スコ ン バ ラ ト 3!- を きっ 
あけ に 、- こ れ ち の ゲー ム も 案 し ん で みて は いか が だ ろう か 
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は = スコ シット 
アル 6 提 深 と 、 シ 
ー ム た 。 も と 6 と フラ イド シミ ュ レー ショ ンカ と メモ リ 
を 本 と する プロ グラ ム の で 。 シュ ー テ ィング ゲー ム 約 スピ 
ディー を 拉 を を を る こと は 党 に 硬 し か っ た 。 それ 
WWdows 則 し て み ら 江 ダー し 、 フ ライ トシ ミュ レー ショ ン 
サー に 間 を 和 げ た 。 CPU どど ん どん 信人 し 、Wndows に よ 
て モリ り 和 の 9921 れ た こと が 、 そ の 了 虹 と いえ る だ ろう も ちろ 
ん そ R ま で 6 アー ケー トゲ ー ム を 中 ら に ジュ ュ レ 
ーション 用 つけ る 区 み は $ れ て ちり 、 ナム コ の [エアー ユン バ 
ント | 6 そん な ゆで 生ま れ た 信 0 ダ ー ム と いえ る ぎ 、 放 の コン バッ 
ト ・ フ ライ トシ ミュ レー ショ ン の 人 生ま れ で き て いる は 

| うし な ハー ド の なく て は 記し 全 なか っ た る の と いえ る 


ショ ン は イン ター ネッ ト に よる り 
が 邊 休ま れ て ゆく こと で きら に 角屋 し 、 


よっ て まき 間 で プレ イヤ ー が 呈す る 雪上 
い 5。 日本 で は まだ まだ あま り 短 ら れ て いい ジャ ン ル だ ダ 
アン 生得 えて いる よう た 

コンパ シリ ー ズ 6 また 
トコ ン バ ッ ト ・ フ ライ トシ ミュ 
フラ イト シミ ュ レー ショ ン と し て は まき に エボ ッ ク を つく つた 作 
まとい 5 この 天 人 を 9 て いる 『 エ ー メ コン バッ ト 』 が 、 ネ ッ ト 
イー 2 を 天 する 導 、 日 本 で 6 フラ イト シミ ュ レー ショ ンタ し 
いえ る こと は 和央 い な いた ろう 
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ュ ラ テ 


空 の 王者 決定 戦 


エー スコ ン バ パット] は エー スコ ン バ ッ ト シリ ー ズ 中 
で 只 一 2PVS 対 埋 が で きる 作品 だ 。 ルー ル は どちら か が 
届 諾 され る まで 関 い 続 ける サド ン デス 。 失 作 方 法 や 画 
面 表示 、 合 用 臣 殺 は 1P モ ー ド と 同様 だ が 、 画 面 が 中 央 
か 52 分 割 され だ が 1P、 が 2P の 視点 と な っ て いる の 
で 通常 より 視界 が て な っ て いる 。 ま た 電電 は 巨大 な 
名 に 囲ま れ 非常 に 括 い た め 、 相 手 の 落 繋 だ け で な く 
周辺 の 地形 に も 気 を 配ら な けれ ば な ら な い 。 高 度 な 挫 
要 扶 術 を 収得 する た め に 最適 な モー ド と いえ る 。 椅 体 
| 性 能 の ハン デ は も ちろ ん 、 前 久 力も 3 選 前 部 で き 
| 対 開 始 位置 も 4 類 か ら 選択 可能 な の で 、 実力 差 が 
ある 場合 も 安心 し て 壮 べ る だ ろう , 


大 空 に 命 を 片 ける 億 


登 電 す る 入 拓 は 全 16 人 で 、 老 基 男 バラエティ に 宮 
ん で いる 。 た と えば 、F-22 に 衝 集 し で いる 時 拉 の 人 
HAL 角笛 攻 の 人 博士 、 女 性 な が ら F/A-18 の 
パイ ロッ ト を 務め る RIHO は 中 一 の 日 本 人 で CM モデ ル 
な ど な ど 。 彼ら は 特定 ミッ ショ ン を クリ ア す る ご と に 
新た な メン バー に 加わ っ て いく 。 休 拓 の 拉 体 は そ 
れ ぞ れ 異 な り 、 さ ら に 名 個人 の 実力 も ルー キー(R、 べ 
テラ ン O、 エー スパ の 3 映 語 に 分 か れ て いる 。 バ イロ 
ント と し て の 枝野 は ルー キーー ペ テラ ンー エー ス の 天 


エー ズ フ シソ リッ ムー 


1995 年 に 発売 され た 3D フ ライ トシ ュー ティ ング で 約 | 
1 生体 に ペスト 版 も 発売 され て いる 。 舞台 は 突 名 テロ リ 
スト 集団 に よる 東 事 クー デ タ ー が 近 発 し た 世界 。 軍 は 
仙 圧 の た め に 大 辺 を 投入 する こと に 決定 す | | 
る 。 プレ イヤ ー は その 信 兵 部 隊 の 鐘 長 と し て テロ リス 
ト 頒 を 目指 し て 全 17 ミ ッ シ ョ ン を 在 い 抜く 。 選択 可 
能 人 は F-15 や MG-23 な ど 実 世界 で 活躍 する 全 16 禁 
本 。 ミッション に 成功 すれ ば 幸 錠 が も ら え 、 そ の 伯 
で 伯 し い 打 体 を 項 入 し た り 健 兵 を 礎 う こと も で きる 


通常 版 プ 95 年 6 月 30 時 売 
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計 2 なっ た が 人 の スタ ー ト | 立 洒 か る 直 天 を 電 ま る の | | 


で 広く を っ て いく が 、 そ れ も な い 雇い 賃 も 高 く な 
っ て いく の で 捧 況 に 合わ せ た 選 択 が 重要 と な る 。 ま た 
信 兵 一度 昌 難 され る と 以降 の ミッ ショ ン で は 登場 し | | 
なくなる の で 注意 し よう 。 

プレ イィ ヤー は 冬 長 | 《 『4mNorzFt 

と し て 、 公 間 の 杉 力 を じ Fin7aWG31 お 6 
ょ うぶ ム 和 し 無理 を 出 人 S6 
撃 を させ る こと は 栖 力 控 Yf.23.RCO1.S27。 
える べき で あろ う 記 


以下 は 失 可 能 胃 機 の 一 覧 。 名 項目 は 5 邊 評価 と な っ て いる 。 | 
各 欄 種 の HP は 難 呈 度 に よっ て それ ぞ れ 異な る . 


RMAUHARD 
a70 7 180 7 50 
30o 7eoo7/1o0_ 
3a0 7 gao 7 110 
1 | a4o71eo78o 
2 | ezo/Bo/go 
( 球 国 ) 1 240 / 160 / 8o 
| 4 | sao7aso/io 
4 330 / 220 / 110 
3 300 / 200 / 100 
ヒビ 
5 


870/ 180 7 90 
360 7 240 / 120 
1 | gao/ieo/78so 
2 | szo/7ngo7go 
2 | az0/1Bo/go 
| 

5 


RCO1 
時 eooo 


330 7 eeo / 110 
390 7 ae0 7 10 


TNpF'a 
Ar10 1 


glslglslnlnlmlo 


] 
] 
| 
] 
] 
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知っ て 得する 小 技 紹介 


プリ ー フ ィング 画面 で 表示 され る 二 
人 体 を 自由 に 回 転 させ て 好き な 角度 か 
5 見 る こと が で きる 。 方 法 は 2P 側 に コ 
ント ロー ラ を 接続 し 、R2、L2 ボ タン を 
押し な が ら 方 向 ポタ ン で 操作 する だ け . 
便 尼 も 同様 の 方 法 で 操作 が 可能 
ーー デ ま 4 OF 
「1P GAME] の 最初 流れ る オー プ ニ ング の 状況 ゲー ム 中 の メッ セー ジ は 、 ポ ー ズ 時 に R1、L1 ポ タン 
了 明 中 に スタ ー ト ポタ ン へ ボタ ン を 押す と 画面 の ス で ON、OFF の 切り 替え が で きる 。 ま た 、 ゲ ー ム オー バ 
キッ プ が 可能 で すぐ に ゲー ム を 始め る こと が で きる 。 ま 一 後 の タ イト ル 画 面 で R1 十 へ 二 スター ト ポ ボタン を 押せ 
た ブリー フィ ング 画面 中 も スタ ー ト ポタ ン を 押せ は ば 画 ば 、 プ レイ 中 の デー タ が 消去 され 電源 を 入れ て すぐ の 
面 スキ ッ プ が で きる , 状 硬 に な る 


were 


9 有 h 


| og 


09 


08 


07 


5oo 万 


且 の 希有 上 せ より 1oo 万 
mm 。 | zoos 1 
| ON | ee MG 3819) ] 
バイ ブラ イン 確 呈 | の 10% 天 の | FT5F16) ] 
生産 基地 壇 No ia の MiG.a1 肝 Sp | 
レー ダー 基地 を | 1000 万 な し ] 
破壊 せ け よ | No の F16 衣 際 
葉 。 竹早 作戦 阻止 ! 100 万 
コピ ーー ニー | mm1O み | _estg2| con) ] 
要 人 数 出 7 革 2000(E な い ) | 
時 | namaegboyomn | YFe3CEG い | 
ae | 
ーー 偵 青 ! No.12 角 | 0 
| 
要 構 奪取 ! 1500 万 F22(H:SF-39) | 
突入 ! | 2oog な し | 
松 の 空中 要塞 ! = 1500 万 | 語 な し ] 


| 有る 心強い 仲間 が 登場 する 。 そ の 他 間 と 6 
| EDGE の 末 名 。 飛 い 質 と し て ミッ ショ ン 終 了 後に ミ 
ショ ン 幸 館 の 25% を 支払 わな けれ な い が 、「 自 
機 隊 害 」 や 「 蛇 攻撃 ] な ど 補 閉 の 作 二 内 容 か ら 作 寺 
を 指示 で きる 。 ミ 内 家人 の 電力 な ど を 考 
井 し て 指示 を 出 そ う 。 同 行 可能 ミッ ショ ン は 左 表 を 大 
央 。 男女 の 門 い は ある が 基本 的 に パイ ロッ ト 両 名 の 技 
量 は 同等 。 た だ し 同一 の 作 科 内 容 で も それ ぞ れ 作業 す 
る 機体 が 真 な る 場合 が ある の で 、 作 料 内 容 に 避 し た 禁 
体 の パイ ロッ ト を 選択 すれ ば より ミッ ショ ン 層 行 が 窒 
易 に な る は ず 、 も ちろ ん 以下 の プロ フィ ー ル や 外見 を 
参考 に 個人 の 三味 で 選ぶ 方 法 も ある 


@Bw/H: 1107B7/97 
@EB : フ 


人 


ビー テニ ェ ン 1 


エー スコ ン バ パッ ト 2 と は 


容 殺 発 生 し た 軍事 クー デ タ ー。 統合 本 部 は 休部 


に よっ て 編成 され た 特 丈二 鐘 「 ス カー フェ 
イス 」 の 出 琶 を 決定 する 。 プレ イヤ ー は 「 ス カー フェ 
イス 」 の 一 員 と し て テロ リス ト の 没 江 を 目指 す 

好評 を 情 し た 『 エ ー ス コン パット の 続 。 提 可 


馬 衝 は 前 作 生 林 竹 (-X-29 や A-10 な ど を 加え た 20 
灯 以 上 ショ ン 雪 る 前 作 の 約 2 倍増 。 さ ら に 
ショ ン 中 の 分 岐 キ ライ バル 標 も 琶 坦 す る な ど 、 す 
べ て の 末 アッ プ し て いる 、 


通常 版 プ 97 年 5 月 30 昌 発売 プ 5.8OO 円 
ペスト 版 /99 年 7 月 29 昌 発売 プ オ ー ブ ン 価格 


可能 ミッ ショ ン | 


Aoo4 | Spoo | | Nue |-28000 | 
に 1 sooo No1g ] 5ooo | | | 
6 soooo | | ueo | Saooo 
nsoa | s55oo ] | ash | 43oo6 1 
eo | 650 | | esa saooo | | 
teig | 4oooo | | wss4 | sopoo | | 
mes | soeoo | | mese | sooo | | 
* 5.0oo No27 soooo | 
me ] seooo | | yesg | eoooo] 


ワー イィ (Z.0.B と 呼ば れる 
パイ ロッ ト が 描 乗 し て いる 
化 体 。 ワ ー イ は ー 護 倒し て 
も 別 の ミッ ショ ン で 機体 を 
乗り 換え て 登場 する 


と い 
う 則 し 仕様 和 手 に 関 人 する , 
1 動車 の 下 の 数 字 は 登場 する 

ショ ン ナ ン バ ー に 計 記 


1 マッ プア ング ル を 要 更 

行 選 択 画面 」 で ミッ ショ ン 選択 
時 に 表示 され る 背 地 図 は セレ クト ポ 
タン を 押す ご と に アン グル が 変更 で き 
る 。 ア ング ル は それ ぞ れ 通常 、 拓 大 
短小 の 全 3 種類 。 い つも と は 気分 を 変 
えた いと き に オス ス メ 


る リプ レイ カメ ラ を 回 定 3 アナログ ジョ イス ティ ッ ク . 
リプ レイ 時 に 対地 マッ プ 表 示 ポ タン (キー コン フィ アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク を 接続 し た 状態 で [KEY 


前 は ロボ タン ) を 押す こと で 、 リ プレ イカ メラ の 表 CONFIG 画 面 」 に 移動 する 。 す る と 画面 に アナ ログ ジ 
点 を 珈 定 で きる 。 遂 常 で は カメ ラ アン グル が 乏 に 切り この 状態 で 1P 
替わり 欄 数 の 提 点 で リプ レイ が 展開 され る が 、 こ 
を 利用 すれ ば 好み の 捉 点 だ け で リプ レイ を 楽し め る 


ショ ン 史 め 叶 中 イペ ント あり 
NO5 …- NO3 で 、TRANSPORT を 理江 する 

NOB NO B で 、C-5 を 硬 す る 

NOL11 NO'9 で 、TRANSPORT を 避 す る 

NO 20 NO_18 で . 方 を 没 光 され な い 

NO25 …-NO 23 で 、C-5 を 打 二 ずる 


159ywWeu 
に せい 
の 


09. 旭 役 作 戦術 


1 高度 追 戦 N 


1 1 補 始 作 昌 止 N 


12: 兵 生産 基地 界 取 S/( 


ETGTTTTE7 


ETTTTE7GZT1 
15: 滑 水 穫 基地 


16: 水 力 免 電 所 夫 取 S/N/R 


アル ファ ヴィ ル 作 戦 


17 


ベリ ッ シ マ 作戦 


2. 輸送 部 了 追 軸 5/C 


サイ ル サ イロ 基地 玉 壊 S( 


18: 混 突破 作 昌 箱 低 間 度 作戦 C/ 江 


19: 地 独 ブ ラン ト 洒 地 突入 S 24. 人 第 林 出 作戦 8 


20. 集 紙 攻撃 8/ 汗 穫 


ー EEZPEZZZ4 
絡 バッ ト エン ディ ング 
l ボー ナス エン ティ ング 


mal 科 


内 緒 の ACE COMBAT 裏 技 集 


Miesion28 「 吉 名 信 部 攻 撃 」 を クリ ア し ノー マル 
エン ディ ング を 見 る か 、Miesion30 「 語 令 要 秋 攻 軸 
を クリ ア し ポー ナス エン ディ ング を 見 て クリ アデ 
ー タ を セー ブ す る 。 す る と 次 回 か ら 「Play Level 
朋 択 画面 」 の 次 に [Arcrat 選択 画面 」 が 表示 され 
る 。 ここ で 「EXTRA」 を 選択 する と 自 標 の ライ ン 
ナッ プ が 変更 され た 状 台 で ゲー ム を 楽し むこ と が 
で きる 。 登 場 する 新 機 林 は 全 8 林 類 た 


自 懐 ライ ン ナッ プ が 「EXTRA] の 状 台 で 、 ノ ー 


マル エン ディ ング か ポー ナス エン ディ ング を 見 る 
する と 次 回 か ら 「Game 選択 画面 」 に 「FREE 
MISSION」 が 加わ ショ ン を 選択 で きる よ 
うに な る 。 た だ し 、 選 択 で きる ミッ ショ ン や 機体 
は 今 まで に 登場 し た も の の み で ある 。 ま た ゲー ム 
中 の 設定 で 「HUD」 を [OFF」 に 変更 する と 画面 


上 の HUD 表 示 を 消す こと が で きる 


エー スコ ン 2 で は 埋 較 結果 に よっ て 加 
算 さ れ て いく ポイ ント に よっ て 全 21 段 陸 の 際 幼 
も ら え る 。 こ の 階 角 が 「Frst leutenant」 (上 位 10 
番目 ) 以上 で ノー マル エン ディ ング か ポー ナス エ 
ン デ ィング を 見 る 。 する と 「OPTON] メニ ュー に 
「MUSIC PLAYER」 が 加わ り 、 ゲ ー ム 中 に 使用 
れ て いる BGM を 自由 に 関 く こ と が で きる 。 詳 しい 
操作 方 仁 は 以下 の 送り 


- カ ー ソ ル 條 動 スタ ー ト … プ レイ / ス トッ プ L1/L2・・1 放 る 
ー 潜 定 セレ クト 箇 村 切 り 多 え メー キャンセ ル 


4 : モデ ルディ スプ レイ 


色 の 変更 も 可能 。 詳し い 操 作 方 法 は 以下 の 通 
り 。 撲 体 選択 後に 「MUSIC PLAYER」 画面 に 入る 
作 ho> に 


馬 アン トリ オン (AntHon) で ネ う ルリ ソー ズ ス 宮上 
須加 で 、4 有 を 春の 本 力 を 持 も 、「Amecn」 と 
ICE 

還 イ ー オ ン ・ ジ ェ ッ ト ニュ ー コ 天涯 
を 人 0 つ 「 イ ー オ ン 夫 | を 利用 し て いる 

還 イー ネン ・ ジ ェ ネ レー ター (Aeon Oenerator) = イー メン 
子 『 拓 を 太后 ビ イー オン 人 を 人 生き を る こと で 、 
イー オン を 用 し た 字 の 往生 お る こと が で きる 

還 イ ン サ ネット (in-ernet) 計 を 間 用 し た 人 全 シ ステ ム 、 
草 よ の どん など 糧 虹 に いて る 台 能 で ある 

還 ウ PR ロ ス (OUROBOROS) 門人 押 を 和 拓 サク ー デ ク 
WM OUROBOROS は 上 ちの 放 を ど 奏 の も で 、 提 や 
と 和 較 の 旨 全 な ど を 作 し て いる 

国道 上 レー ザー [OreeW SmWe aw を し OSU 
と で いう 。 導 導 上 の 事 壮 がら 上 和 和 に 対 し レー ザー に よ 
CUT 

還 エキ スポ ・ シ ティ ー UPEO の 本 各 ど ある 友 お で USEAI 
還る 

還 エ レク トロ スフィア (Electrosohere) 写 拓 ewcto 
(人 人 め 6) 」 と 「*pNere ( 介 子 の 生ま る 人 を 細 み 合わ せ た 
全 

還 エ ンジ ー (ENSU) 電電 [BecroNewow Symapee-eerace」 
の 是 で 、 パ イロ ッ ト の 押 向 と コン ピュ ー ク を する 加 六 の バ 
2 介 介 パイロット の 人 内 の 電 人 人 。 和 人 に より 相 
人 の 内 人 本能 と な る 

還 オ ブ ト ・ ニ ュー トロ ン (Optorneuron) = で ネ う ん リソー ス 
DSTDESTTTTTYYNTC LT 
電 し より 導 林 区 と な っ た 。 し な し 、 電 林 本 に 村 え 
7YTTSYTTTDYOTTHTEY プ TI 
また 人 工人 の 取 り 外し は で まな い , 


カ 

還 クロ ー バ ルウ ェ イ (Qlobel Way) 人 「 人 時 
の が 、 放 々 の C べ き 滞 で あ も War ie ne wm) を スロ ー カ ン 
は いい 二 YYTPTTTTTTTS SE 
や 人 人柄 な ど に る 反対 し て いる 。 示 天 を る も の に 講 す る 和む 
の NM 

還 ク ロッ タリー 本 所 (Glossmry Study LTD) で ネ ラ ャ ッ サ 
ー ス 系 の 出馬 大 学 の 全便 。 ペー バー レス 人 
USEA で は 山村 人 人 を 提供 す る ネッ トワ ー ク 失業 半 と な っ て 
いる 。 ク ロッ サリ ー 本 大 で は 、 内 索 衣 サー バー を 訂 し 
て いる 。 

還 コ ネ ク テッ ド (Connected) 答 に より - コンピ ュー タケ 
t 財 人 間 の 用 と 革 い で コン トロ ー ル で きる よう に する こと を 探す 
信人 で 、「 和 人 され た 者 」 の 宣 

男 コフィン (Coftin) 。『Cowmectoo For Fiowt nierace」 と 
CowdWeW」 を みり て も つけ られ た 突 コ ッ ク ピッ トシ ス 
4 の こと 。 ここ の 5 四 を 「ACAero Cefie0」 と テ 。 


秒 
還 サ ー フ (SARF) [Specel Amed Respowee Fcei で 唱 で 


UPEO 拓 の 9 安部 錠 の 
還 名 電 シス テム ジオ ブロ ント 内 に 役 枯 され て いる の 


時 シス テム 。 る 10 人 所 

還 タプ リ メー ショ ン (Subilmation) 人 と し て の 殺人 を 約 で デ 
ー タ の あの 各 を と な る こと 。 転化 、「 サ フリ メー ショ ン ] と は 
とる と 軸 人 人 に 「 旧 」 する こと を 意味 する 太 だ っ た 

還 サン ド バ リー 再 須 USEA 中 で に の る は 寺 事 。2006 年 、 セキ 
ラル リソー ス が ジ ォ デジ ッ ク ドー ム を 唱和 。 そ の 人 新 還 の 事 
の た 寺 和 分 れる 牛 は ニュ ー コ ム が パイ オプ ラン ト を 蛋 
LO 

還 ジオ フロ ント USEA を 村 、 良 氷 に より 訓 旨 し た セン ト ・ ア 
ー ク に り よ HfSN た で ネ ラ ルリ ソー ス の 直人 

還 ジャ ミン グ 時 を 玉生 さ せ 、 館 代 そ の 人 に 
革 を なえる こと 、 昌代 芋 に お いて は 二 の 新 に か せな い 光 
DO 

還 ジル バー スト ー ン 岳人 「 和 天 人 EConoenial 

radatien Syndrome」。 ア ント ニオ シルバー ストーン 
(Sveratowei 境 二 に より 先見 すれ た こと か ら こ の 名 で 時 ば か 
こと の あい 。 大 礎 え に きま れる [ErayJ を が びる こと の で き な 
いた 大 の で は の 用 は 交 か せな い 

還 スコ フィ ー ル ズ 匠 USEA 商 部 の ワイ アプ ロ 山 近く の 吉原 

ュー コム の エネ ルギー プラ ント の 中 

還 スナ イダ ー ズ 合馬 UPEO の クラー クソ ン 代 表 が 議 叶 し た 人 
で キ う ん リソー ズ と ニュ ー コ ム の 商人 に より 本 る 上 
LO 

還 や # ラ ルリ ソー ス 財 (General Rewource LTO) 
欠か ちら インテリ ア まで あら ちる 則 出 し て いる 大 便 グ ルー 
プ . 還 力 e 挟 に 半 の 許 旨 を 打 織 し 、 そ の 有力 は USEA 
全休 に AA で いる 。 朋 の 科 人 を 守る た め に 間 カ を 行 全 する ご 
と を る 

還 せ * ラ ルリ ソー 和夫 USEA 吾 痢 ガン ザー 六 人 に 旭 
倒れ A 事 で 、 せ ネ ラ ルリ ソー ス の や 工 殖 と な っ で 
い ぁ 

還 セ ペッ ト H 画 ニュ ー コ ム 計 を 人 の る 押 人 AI 
時 に オリ ジ ナル の 区 た を る こと を 目 全 と し て いる 。 名 
の 中 補 は ピノキオ 」 に し 、 還 に 遼 い ピノ キオ に 人 栓 を た 
で た を 人 や ペッ ト ら 。 コーエン の 


タ 

還 ター ミナ ルフ ェ イズ (Terminal Phase) ウロ が ロメ の 旧 人 
OTD 

還 ダ イレ ク テ ッ ド (DilrecteG) を 人 に 村人 け 人 
TETTNSTP 

還 チョ ビン ブルグ 正和 USEA 部 の 者 。 ニ ュー コム バ 
イ す の 耳 する [ ナ バ テ クノ ロジ ー 本 所 が さ れ て いる 。 

還 デー ター・ ス ワ ロ ー (Datarswallow) = エレ ッ ト ロス フィ ア 
に 共 し 、 寿 々 を 情報 に デウス で きる ブラ ウザ 組込ま れ た 
0S。 2032 和 にせ ネ ラル リソー ス に より 飲ま れ 。 2040 年 に バー 
ョ ン ュ 2 ダリ リー メス を れ た 

還 デッド ・ コ ビー (Desd-copy) 振 人 和 、 人 必 の 折 を 社 
し て っ た 谷 季 す 人 

還 テレ ー イ クジ スタ ンス (Tele-exlstance) を 用 
し た の 人 シス テム 。 独 交信 は 送り られ る 
で の の 、 タ イム ラグ の 双 拓 で 上 胡 カ を 電 大 了 に 3| き 出す こと 
は で きい また 、 本 の は 炊 さ れる 


ナ 

還 ナノ ・ テ クノ ログ ー (Nano-technology) ナン 生 の 
和子 を 用 し た 本 ナン は 二 人 分 の 一 上 の 打 
還 ナ ノ ・ バ イト (Nano-Dte) ニュ ー コ ム 人 和子 ロ ギー 
ト の 名 了 。 プ ログ ラム に 各 い 電 基 、 東 人 する 
還 ニュ ー コ ム (Neucom incr) 科学 人 野 に お いて 人 に 
全て きた 馬 。 信 還 人 は の 人 を 本 に 各 り 込み 広い 
時 へ の 呈 出 を 本 索 し て いる が 、 そ の 肖 で せ ネ ラル リソー メ と 
の tt6 を じ て い ゃ 

ー コ 補導 寺 USEA 半 コモ 区 さ か た 
PT 


ハ 

還 バイ オ ・ チ クノ ロジ ー (Biortechnology) 生生 
工学 の 宣 だ が 、 な が で る DNA 桂 えど 和 人 生 
を 用 し た を 

還 ヒー カブ ン (Peekrerboom) デー タス ワ ロ ー 半 エン 
ジン 。 キー ワード が ち エ レク トロ スフィア 内 の 人 を 全 し 半 す オシ 
スチ テム 。 デ ー ク 本 和 の ぁ まじ な い 和 基 [いな いい な いあ) が 
草 の 員 朱 と な っ て いる . 

還 フェ イス ・ バ ー ク 旨 ニュー コム に 計 し せま うん リソース 
人 を えた こと に 層 を 先 し 3040 和 に 失 先 し た 栓 。 和 
LET 

還 フィ ー ト クレ イス 層 US5A 半 に 人 する で 
人 交 に く 寺 に 生 拉 と いえ る 

時 フラ イ ・ バ イ ・ オ ブ ト (FIy by Opto) の 欄 和 に お い 
て 人 人 縮 まれ た パイ ロッ ド を 凍る 自陣 す ー「 フ ラ 
イ ・ バ イ ・ ワ イヤ 』 の 

還 ペ イト ン 科 介 ニュ ー コ ム 池 人 基 電 と や ネ う ルリ ソー ス の 大 
旬間 和 語 ミサ イル の ニア ミス 軍団 と な っ て 先生 し た 拘 和 で 
う ル リソー 仙 は き サ イル の 人 を 天 定 し て いる が 、 真人 の は ど 
は か でない ガリ エル ・W・ ク ラー クソ ン 村 中 の カ に よ 

り 玖 に は 人 を え 

還 べ ペトロ ル 和 還 USEA を 本 むら 東 放 に 広 どる フィ ヨル ド 人 

還 ポ ー ト ・ エ ドウ ー ズ USEA を 導 に 業 し ニュ ー コ 本宮 を 
る 仙 。 ニ ュー コム の 折衝 提 に 漠 め きれ て いも 

還 ホワ イト ・ バ レー USE い を 部 に な 革 し せ ネ ラル リン ー ズ 家 叶 
が きれ て いな 


マ 

還 マイ クロ 所 ニュ ー コ ムダ 電 人 了 と し て 人 月 し て い 
人 全 エ ネルギー プラ ント 。 安全 人 を する 時 
か ら 衣 の 的 と な っ て いき 内 い 生 線 で も 還 い 香味 で も か つて の 
と 同様 の 9 革 に あ る 

還 メガ フロ ー ト ニュ ー コ ム の 上 宇和 計 を で に 
の 和 相 を し て いる 」 

馬 メリ トン 地域 USEA 商 芋 旨 葉 。 その 人 な 共 守 を の 
で り ぜ ネ ラ ルリ ソー ス と ニュ ー コ ム 層 に 人 を い を 続 えな い 

還 メリ トン 法人 で ネ ラル ソ リー スニ ニュー コム 人 
に あけ る メリ トン 穫 で の 対立 に つい て の 季 会 USEA 和 の 


本 ュー ジア (USEA) 


TOmWed Sees BoAeai で 地 。 


区 条 カ の や や は 当 人 和 の 和 に 電 られ て いる 。 
ユー ジ ア 馬 USEA 到 の きる 


還 ユ ー ビ オ (UPEO)  『unverssi Peace Eniorememt 
Crowrirakon」 の で 、「NUN] 直 の 朝生 は ゼネ ラル 
リン ー ス の 畑 れ を 存 な で あっ た が 、 カ ブリ エル ・W・ ク ラー 
ソン 電 員 の 信和 は 天 所 に UEA 刺 で の 人 区 を 大 きく し て 
OO 


還 ラン バート 由 本 メリ トン 多 区 から 直 に の ける 山 。 人 近 に ニ 
ュー コム 多 力 の ケイ ブ ・ レイ ニー、 デ ニス が な する 。 

還 レイ ニー 介 USE 策 に あり ニュ ー コ ム の 電力 に ある 

還 ロ ンー 誠人 USEA 齋 の 人 を 析 す 析 。 に エキ スポー 
タチ ィ ーPEO 林 りり や べ ト ロ 和 9 め ある 


瑞 数 

還 30 フ ォ ト ピュ ー ア で キラ ルリ ソー ス 製品 謙 し た 真衣 
人 の 華 に 表示 し 、 村 人 を 尊 的 に 見 せ て くれ る 

時 BCW [Blo OnemcwiWempon( 本 上 の 失 で 。 計 カス や 
LTNTTDYTT 

還 DOE 「Dwtnews ef Emma」 の 細 、 セ ネタ ルリ ソース か 本人 
に 村 究 を め で いた 軍事 約 開基 を 研 項目 は 人 区 
潮 二胡 放 化 や 人 代 和合 負 な ど だ が 、 時 放 約 に は 
昌信 の 研究 を 四 橋 し て いる と する も ある 。 

還 DO 軍馬 な つて イノ ウエ な や コー エン 人 ら が 所 放し 
て いた ぜ ネ ラル リソー ス 補 の 夫人 

還 DOE 生 半 や ネ ラ ルリ ソー ス に よる DOEH に 関す る 
林 紀 USfA 中 前 の ハッ ティ ー ズ 和 に 溢 科 中 と の 人 
LO 

還 EAPN 「Euo-Awa PvbWc Networtj の 時 で 、USEAM 
表 軸 を 権 す 。 3009 生 

時 GBS [Genwwi grosgcwsto Sysiem) の 志 で 、 ゼ ネ ラル リ 
ETTTIT 

還 GRDF 「Gemwaifewowrce Delenwe Force」 の 先 で 、 や ネ 
ラル リソー ス 打 放 の 時. 

本 IRBM 中 人 導 ミサ イル 。 ア シバ ー 出 大 の ニュ ー コ ム ミ サ 
区 に 札 代 され で いる 。 

時 NEU 「Newcom Emerowncy Um の 曲 で 、 ニ ュー コム 所 
2 本人 

還 NOC [Netwot Opewston Center] の 昌 で 、 ネ ットワーク 
性 寺 を 拓 す 。 電 軍 の 村人 枯 な どの 括 か ら USEA 
全休 で ペー バー レス 化 が 補 み 舌 生 の 電 は 多幸 に 済 っ て いる 。 

合 NUN 「Neo Unned Neione」 の 時 で 、UPEO の 生体 
の 圭 、 謗 層 の 古寺 目的 に 成立 する が 、 下 在 
で は やま ネ ウル リソー ス と ニュ ー コ ム の 者 介 科 が 主 な 仕事 と な っ て 
いる 

量 NVS [NeucomVavaiSemwerj の 得 で 、 ニ ュー コム 系 列 ス フ 
イプ 上 有 天 基 を 指す 。 完 基 を 利用 し た テレ ビ 放 を 人 
に 先 司 け 抽 寺 する 

還 ナン パー ニュ ー コ ム が 失 邊 に 識 し た 有 械 シリ ー ズ の 馬 
本 、「R ば は 「Radicet 放 交 | の 名 衝 は その デザ イン 
ちら 基 生 線 の も を 玉 し て いる. 
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